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刊 行 の 辞

一昨年はLLA関西支部 Newsletterを復刊することが出来､また､このたびは､

関西支部研究収録復刊号を出版する運びとなりました｡研究収録は､研究大会と共

に研究団体の車の両島とも言うべきもので､LLA30周年記念国際大会を記念して

研究収録第3号を手許にお届けできることは誠に喜ばしいことです｡

第3号は､単なる論文集ではなく､ ｢外国語教育におけるコンピュータ利用｣の

テーマの下に､総論､概説､個別実践報告を合計7本収めるほか､この道の入門者

のために､専門家による用語解説部門を特に設けて､第-部 ･第二部に分けてあり

ます｡なお､コンピュータ利用についての解説は一般的なものではなくて､外国語

教師が外国語教育に利用するために必要な知識を与えるという明確な目的意識の上

にたって書かれているのがその特徴です｡

この研究収録が誘い水になって､この分野における研究および実践が盛んになる

ことを期待すると共に､この研究収録が続いて刊行されることを切に望んでいます｡

最後になりましたが､論文を寄せてくださった方々､編集委員および事務局のみ

なさんに心から感謝を申し上げます｡

1990年7月

LLA関西支部支部長

小 田 幸 信
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語学教育 とニューメディア

北 村 裕

関 西 大 学

Abstract

Thispaperbeginsbyintroducingsuchstate-of-artUni又com-

putlngenvironmentsas Ⅹ̀-Windows',̀Emacs',d̀itrorr'aswell

asitsconventionaltools.Thesepowerfulenvironmentsareno

longerro√computerexpertsandenglneerSalone. Technologl-

calinnovationsinthisfieldhavemadeitpossibleforusinthe

HumanitiestoarrordaUni又machineinourorricesorevenat

home,enablingustouseitspowerforbuildingbibliographi-

caldatabases,compilingconcordances,analyzlngliterarystyle.

writingpapers,retrievingcommercialdatabases,Orcommuni-

catingwithotherresearchersinandoutorthecountrybyelec-

tronicmail. Unix'smulti-jobcapabilitygreatlyincreasesthe

erriciencyandcreativityorouractivitiesbyallowingustodo

thesethingsconcurrentlyindifferentwindowscreatedforeach

jobonthescreen.

Secondly,thepaperdiscusseshow computersshouldbein-

troducedintolanguageclassrooms. Theuseofthecomputer

ineducationisgenerallyclassifiedasCBEwithitstwo sub-

concepts- CMIandCAI,althoughthereisavarietyorno-

menclatureForit.Whateverthenamemaybe,itcanbesaid

thattheemphasisisonteachingthesubjectitself.Itistrue,

indeed,thatthemainobjectiveorlanguageeducationistohelp

thelearnerstoacquiretheknowledgeofthetargetlanguage,

butisn'tourgoaltohelpthem acquireskillssothattheymay

handle ìnrormation'inthatlanguagefreelyanderriciently?
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Inthatrespect,thecomputerliteracynecessaryforretriev-

1nginformationaccumulatedincommercialdatabasesoron

such massdata-storage media as CD-ROMs;rormlng new

ideasbasedontheFindingsfrom theretrievalusinganidea-

processoronthecomputer;andpassingthem aroundforother

peopletosharethroughcomputernetworksshouldbeplaced

asanewrequlrementfortheyounglearners.Itisalsoanew

obligatoryobjectiveinlanguageteachingtopreparethelearn-

ersforthecoming C̀omputer-intelligentSociety'.

1.はじめに

インテル社は2000年までに､2,000MIPS以上の性能 (大型コンピュータの能

力に匹敵する)のワンチップCPUの開発を計画している｡この計画だけでも壮大

なものであるが､1990年1月5日の新聞は､新素子1が日本で開発されたと報じて

いる｡この素子をもちいた集積回路は､現在のスーパーコンピュータの100倍の速

さだという｡誕生してまだわずか40年余りであるが､このような未曾有の進歩を続

けている｡さらにデジタル公衆回線網といった社会基盤の充実とあいまってわが国

は高度情報社会化への道を確実に歩み始めている｡

インテリジェント社会にたいする社会的関心が高まる中で､教育界においてもコ

ンピュータの活用が再び注目されだした｡イリノイ大学の PLATOのように大型

機を用いたCAIの研究が始まって20数年ぶりのことである｡

本稿では､｢英語教師とコンピュータ｣および ｢授業とコンピュータ｣のかかわ

りをコンピュータの ｢機能｣という観点から論じることにする｡

2.英語教師とコンピュータ

いざコンピュータを教育に導入するとなると､その機能が漠然としていて戸惑い

を覚えてしまう｡まず教員の研究者としての生活にこの新しい道具をどう活かせる

のかを探ってみよう｡
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2.1書くツールとして

｢ものを書く道具｣としてのコンピュータの機能は､ワープロ (･ソフト)の普

及でよく知られるようになった.米国大学計算機センターのコンピュータ利用目的

の大半が ｢文書作成｣だといわれる｡

まず UNIX マシーンが提供する ｢ものを書く｣という知的生産のための最新の

環境を紹介しよう｡UNIX マシーンはパーソナル･コンピュータより高性能 ･高

機能であるが､最近はパーソナル･コンピュータの価格と変わらないものが開発さ

れている.UNIX とは､AT&TのBell研究所で開発された OS(OperatingSys-

tem:コンピュータの機能を引き出すための基本プログラム群)である｡レポート･

技術論文といった ｢文書作成｣を開発目的として完成され､効率よく｢ものを書く｣

ための高品位のプログラム群213がこの OSのもとで無償で利用できる0

2.1.1 高性能エディタ

｢ものを書く｣には､まずエディタ (文書入力 ･編集プログラム)が必要となる｡

UNIX には数種類のエディタが存在するが､Emacsという非常に強力な画面エ

ディタがある｡パソコンでは20-30ページの文章を編集するのにも ｢文字検索｣や

｢置換｣機能を使うと処理時間がかかり過ぎるが､UNIX 上の Emacsでは本一

冊分の文章でもそのまま編集可能である｡快適なスピードでさまざまな処理がおこ

なえる｡GNUEmacsと呼ばれるものは撫料である｡プログラムのソースコード

(約16メガバイト)ですら､150ドルの手数料で配布される｡

Emacsには ｢learn｣というコマンドがあり､これを選ぶとコンピュータが

Emacsの使用法のCAIレッスンをしてくれるのである｡英語で指示が出され､そ

の指示にしたがって実際にキーボードを操作して使い方を学べるようになっている.

｢英語で何かを学ぶ｣というのも一つの英語教育の方法である.英語の指示を正確

に理解できたかどうか､すぐに結果が出る｡いわゆる ｢K-R槽報 (Knowledge

orResults)｣の適切なフィードバックの重要さを痛感する｡

2.1.2 ⅩWindow

少し長い文章を書いていると､今書いている部分と先に書いた部分を見比べたい

ことがよくある｡このような時に編集画面を分割して別々の部分を同時に表示する

機能を ｢ウインドウ機能｣と呼ぶ｡

この概念をもう少し発展させたのが UNIXのⅩWindow と呼ばれるものであ

るoコンピュータの画面をいくつものウィンドウに分割し､それぞれのウィンドウ
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図 1 XWindow 上でさまざまなプログラムを作動させている例

でプログラムを同時に実行 (マルチ ･ジョブ)できるようにしたものであるOさら

に UNIX は､複数の人間が同時に1台のコンピュータを利用できる(マルチ･ユー

ザー)機能を提供 している｡図 1に XWindow 画面の例を示す｡｢ものを書 く｣

ときは､辞書を引いたり､百科事典を調べたり､メモをとったり､実に色々なこと

を行うものであるOパソコンでは単一の仕事 (シングル･ジョブ)しかこなせない.
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現在のプログラムを終了し､新しいプログラムを起動する｡その仕事が終わればま

た元のプログラムに戻る｡このような繰り返しは､時間の浪費であるのみならず思

考の流れの継続性を大いに損なう｡パソコン用の OS/2がマルチ･ジョブとウィ

ンドウを提供する｡一太郎の Ver.4でもウィンドウが利用できる｡このマルチ ･

ジョブとウィンドウ環境は想像以上に能率のよいものである｡

2.1.3 アウトライン･プロセッサ

｢ァゥトライン･プロセッサ (アイデア･プロセッサとも呼ばれる)｣は､梅樟4

の ｢こざね｣式文章作成法に似た方法で､キーワードを章 ･節 ･項というように階

層構造化し､文章の論理構成の流れを編集しやすくしてくれる機能をいう｡それぞ

れの章 (節や項)の本文を画面に表示せず､｢兄だし(キーワード)｣だけが見える

ようにしてある｡｢鬼だし｣の順番を変更すると､コンピュータが必要箇所をカッ

ト&ペースし､本文の順番が自動的に入れ替わるOまさにコンピュータの ｢思考の

ための道具｣5としての利用である｡前述の GNUEmacsには､アウトライン機

能が備わっている｡市販ワープロ･ソフトに､この機能を持っものがある｡

2.1.4 情報を蓄えるツールとして

パソコンの使い道として ｢ものを書く｣以外に､｢データの整理｣がある｡デー

タベース用言語 (INFORMIX､UNIFY､dBASEIIIなど)を利用すると ｢文献

データ整理｣が効率良くできるo

UNIX には文献データベースをっくるためのコマンドがいくつかある｡固定長

のデータベースでは､とくに書誌データの場合､ディスク上に無駄なスペースがた

くさん発生する｡UNIXの文献データベースは､可変長のデータ構造なので入力

したデータ分しかディスク容量を消費しない｡

UNIXの特徴はさまざまなコマンドを､有機的に結び付けて使えることである｡

この文献データベース用のコマンドは､｢文書整形印刷プログラム(rorrと呼ばれ

る)｣と連動させることが出来る三すでに自分の文献データベースに登録 してある

引用論文や参考文献に与えてあるキーワードを､エディタで作成中の文中に埋め込

んでおく.するとUNIXが自動的にデータベースを検索し､該当する文献の必要項

目を選び､参考文献番号を本文中に付加し､論文の最後に参考文献一覧表を作成し

てくれる｡しかも投稿する学会の書式を指定することができる｡ゆうに半日分の仕

事が省略できる｡
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2.1.5 DTPツールとして

ワープロ､とくに最近の WYSWYG(WhatYouSeelsWhatYouGet)タ

イプのものの場合､編集画面のイメージがそのまま印刷される｡複雑な体裁を持っ

原稿をすこしでも訂正すると､大きく体裁を変えてしまうことがある｡あるいは大

きく体裁を変えたい場合､修正が大変となる｡

UNIXでは編集原稿に直接組み版用のコマンドを埋め込む方法をとるので､最

終的な体裁を一切気にせず文章を書くことが可能となる｡本文の訂正をしても全体

的な体裁の統一は自動的にとられる｡rorrや TeX がこの目的で利用されている｡

UNIX にはこれ以外にも英語教師にとって便利なコンピュータ言語､コマンドや

ツール群が無尽蔵といってよいはどそろっている｡

2.2 情報検索ツールとして

書誌情報が唆昧不正確であれば､探している文献が存在することが分かっていて

も､図書カード等で検索するのは困難となる｡最近のように境界領域が広範囲とな

り､関連分野の多数の文献に目を通すことが必要になってきたが､文献を従来の方

法で短時間にもれなく検索をおこなうのは不可能である｡

そこで商用文献データベ-スが大きな威力を発揮する.ロッキード社の Dialog

は､200分野以上のデータベースを保有し､それぞれのデータベースは､多いもの

で200万件以上の文献を収録し､タイトル､著者名､発行年度､使用言語などの項

目で検索可能である｡キーワードによるフルテキスト検索に威力を発揮する｡

パソコンやワープロの通信機能を利用してこれらの商用データベースに簡単にア

クセス可能となった｡海外のデータベースにアクセスするためには､パソコン､モ

デム､通信用プログラムを用意し､KDDの VENUS-Pのパスワードを取得す

るだけでよい｡(費用は申込時に800円)

｢対話型レーザーディスクの LL における利用｣に関する文献を検索すると､次

のようになる｡

?B233

26jtln841:37:32VBOr13172
$0.000.123HrsFil.1215Do8CriptorS

Fi10233:Xicrocomputor工mdez-81-83/Sop
古 くCorp･rlicro･Znfo･Serv･Znc･1982)

SotItom8Doscription

T.EXSTO93/VSER13171
30ImERACTZYE(V)VIDEO
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OLASERJ)IS???

2L▲SER(Ⅴ)DIS777
1 30IyTERACTIYE(V)VIDE00RLASERDIS7770RLASER(V)DIS777
2 0SELECTAY工SIO∬T

TsEDUCATIOⅣ?DRLLORLAⅣGtlAGE(V)LABDRATOR7
2820EDVCATIOy7
9LL

ILAⅣGV▲GE(V)LABORATOR?
3 2829EDUCATIO甘TORLLORLAⅣGVAGE(V)LABOR▲TOR?

?C1AyD3

刀 4 181AND3

7T4/5/1
4/5/1
063252 8351493

Intoractiy●Yidoo.･thozltatO一〇ゴーthe-.rttOaChizLgJZLaChizL0
25 LeyizL,Vilュ
ComputingT●AChor,Sop1983,ylln2pll117,7p&g●J, 工SSy;0278-9157
LugtLag●J}:EmgliJLh

DoctLneZLtType.･Article
G.ographicLocAtioA:tlnit.aSt■t●zF

30 ?C1AyD3

4 181▲∬D3

7T4/6/1
4/5/1

TCl▲ⅣD3

35 4 181AND3

7T4/5/1
4/5/1

Di8Ctu38eZIthetLB●Ofint●rLctiyeyid○○forinzltrtLCtiozLA1ptLrPOBeJ)I
叩BtOm, Leder&l goyemnent BuPPOrt.iAdtLJltri&l tL84J,h●■1th ctLrri-

･d Cula.
emt●rtaiztJnOIlt.AAdmore.
DeeCriptorさ: ●YideodizIC; +Imt●mctiye Vid●○; ●EdtLCAtiozt; ●Com-

ptlter
A8BistedInBtrtLCtion

第 1行目の

?B233

が､データベース番号233(Microcomputer∫ndex)を B コマン ド(Begin)をも

ちいて呼びだしているところである｡ 第 8行目の .EXS コマ ンド (Execute

steps)でユーザーがすでに登録してある検索式でこのデータベースを検索 してい

る｡9行目から13行目がそれである｡第12行目では､"INTERACTIVE VIDEO"
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あるいは "LASERDISC"というキーワー ドが含まれている論文を探す式であ

る｡この検索式で "LASERDISC"､"LASERDISCS"､ "LASERDISK"､

"LASERDISKS"というキーワードをふくむ文献のすべてが検索できる｡第12行

目の ｢30｣は､この条件に合致する文献が､30件あったことを示している｡行頭の

｢1｣は､これらの文献の集合に付けられた認識番号である｡ 第14行目で "EDU-

CATION"､あるいは "LL"または "LANGUAGELABORARY"というキー

ワードで検索している｡2,829件の文献があり ｢3｣という集合番号が与えられた

ことを知る｡

次に C コマンド(Combine)を用いている｡

?CIAND3

第19行目では､"AND"というブール演算子を用いて､文献集合 ｢1｣と文献

集合 ｢3｣との論理積を求めている｡ ｢図1｣の横線の部分 (Set4)がもとめる

文献である｡第20行で18件の文献が条件に合致し､集合番号 ｢4｣が与えられてい

ることを知る｡Tコマンド(Type:第21行目)で､最初の文献のデータを印字した

ものが､第22行目以降である｡

このようにキーワードを組み合わせて目的の文献を数百万件の文献から検索でき

る｡文献の全ページをその場でプリントできる｡ターミナルから文献コピーサービ

スの依頼が可能である｡

図2 ブール演算子 AND

このように商用データベースは､文献検索に極めて効率の良い手段である｡

2.30CPとフルテキスト･データベース

このような商用データベースの他に､オックスフォード大学の 0ⅩrordAr-

chiveやノルウェーのベルゲン大学の InternationatComputerArchiveor

ModernEnglishといったデータベースには､かなりの数の文学作品の全文6が
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登録されている｡また 0XrordConcordancePrograms(以下 OCP)7と呼ば

れるデータベース構築･文章解析用プログラムが､オックスフォード大学計算セン

ターによって開発されている｡非営利の研究利用に限り他大学､研究機関に手数料

程度の費用で提供されるoパーソナル･コンピュータ用には Micr0-OCP が発売

されており､国産の MSIDOS マシーンや AX マシーンで利用が可能である｡

ocpを利用すれば､用語索引､用語の出現頻度 ･出現単語 リスト､語棄統計､

KWIC8等と､さまざまな解析がプログラムを組まずに簡単な命令語を使ってでき

るようになっている｡例えば次の僅か3行の命令で KWIC リストが作成でき､作

品中の冠詞の用法を研究できる｡

+actiozl do cozICOrdanCO.
pick yord8 "athe''･

●go

リンカーン大統領のゲティスパーグでの演説原稿 (第5稿)の冠詞を文脈付

きで検索してみると､次のリストが作成される｡

a 7

2 forthonthi8COZltinentaneynation,cozIC8ivedillliberty
4 equal.ⅣOyveareengagedinagreatciyilvat,te8ting
6 rLlozlgendtlre.Vearemetonagreatbattlefield
7 ar.Vehavecometodedicateaportionof
8 thatfielda8afinalre且ting-placeforthoseVhohe
10 tyeShoulddothiB･Bllt,inalarger
24 God,ShallhaveazLeYbirthoffreedom,andthatgover

the ll

3 anddedicatedtothepropo8itiollthatallmenareGreat
12 1181107 -thisgrOuJld･ThebravemezL,1ivizLguddead
14 povertoAddordetェ･act.ThevorldTilllittlenote,zIO=･

16 theydidhere･ItiSforu8theliving,rath8rtObe
17 dedicatedheretothetLnfini8hedYorkvhichtheyvho
19 rustobeherededicatedtotheg工.eattaskremaining
21 atcausefor甘hichtheygavethelastftLl1
25 0fthepeop18,bythepeople,fo‡.thepeo
25 0fthepeople,bythepeople,forthepeople,Shall
25 epeople,bythepeople,forthepeople,Shall
26 notperishfromtheearth

MicrO-OCP による KWIC の例
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2.4 通信のためのツールとして

コンピュータ科学研究者は､デジタル公衆回線を利用した電子メールで情報交換

を行っているOわが国でも主要な大学､研究機関､情報処理関連企業が JUNET

(JapanUnix/UniversityNETwork)9･10と呼ばれるネットワークで結ばれお

り､学会や研究会の開催通知､教官募集案内､討論に電子メールが利用されている｡

情報化先進国のアメリカの場合､全米に各種のコンピュータネットワークがはり

めぐらされ､NSFnetのように電子メールのみならず､端末装置から遠隔操作で

スーパーコンピュータ利用が可能という恵まれた環境が整いっつある.11コンピュー

タ科学以外の研究者もネットワーク化されたコンピュータを利用している｡

例えば 論文の予稿をネットワーク上で公表し､意見を求め議論を繰り広げてい

る｡こうして練られた最終稿は､原稿本体内にマークアップ･ランゲージ(mark-

uplanguage)コマンドを埋め込み､電子メールで投稿することが行われている.

投稿者は組み版まで自分で作成できるので誤植や脱稿に悩まされずに済む｡学会の

側も原稿をレーザー･プリンタや電算写植機にかければ版下が仕上がり､時間 ･経

費の大幅節約になっている｡

G.Bull他12の紹介では､ヴァージニア大学と地域の学校の教室を電子メール

で結び､教育学の共同研究 ･作業にあたっている｡教育自習生が担当教授にアドバ

イスを求めたり､異なった地域の学校の生徒たちに ｢電子会議 (電子メールと類似

の技術)｣を使ってテレビ画面上で討論を行わせたりしている｡

日本でも文部省が ｢情報の受容 ･発信の場としての大学｣を実現するために ｢学

術情報ネットワーク｣13の構築を1986年から5年計画で進めている.このネットワー
クは､国公立私立大学､短期大学､高等専門学校や研究機関を結ぶもので､大学 ･

研究機関の図書館が順次接続され､図書目録データベースが構築中である｡また大

学や研究機関の研究成果がデータベース化されている｡米国の CSNETや BIT-

NETといったネットワークとも接続されているO研究室あるいは自宅のコンピュー

タや通信機能を持っワープロからこれらのデータベースにアクセスしたり､海外の

研究者と電子メールの交換が可能である｡

このように V.Stibic14の説くような ｢知的生産の技術と方法｣が手軽に利用

出きる環境が整いだしている｡これまで教師のコンピュータ利用と話を限ってきた

が､上記のようなコンピュータの機能は､これからの学生が修得すべき技能でもあ

る｡このコンピュータがもたらす新しい知的環境と語学教育の関連について次に考

察してみよう｡
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3.教室でのコンピュータ

教育におけるコンピュータ利用 (ComputerBasedEducation)は､

･ CMI(ComputerManagedlnstruction)

･ CAI(ComputerAssisted/AidedInstruction)

に大別されてきた｡

3.1 教育情報の計算ツールとして

藤田15は､CMIを次のように区分している｡

･ CAIにもっとも近い個別学習を目的とする CMI

･ 授業分析に近い CMl

･ 教務事務に近い CMI

CMIの研究は､わが国でもレスポンス･アナライザの研究に端を発 し､ア

ナライザのデータを解析する手法の研究で､S-P表分析16という独自の手法を生

みだしている｡これは潜在特性分析 (latenttraitanalysis)17 と類似のデータ

分析法である｡いずれも複雑な計算をともなうが､このようなテストの項目分析等

にコンピュータが活躍している0

3.2 計測のためのツールとして

さまざまな計測機からのデータをコンピュータで記録 ･処理することが可能であ

るQマイクから取り入れた音声のアナログ･データをデジタル化し音声の波形分析

を行う装置がこの機能を利用している｡

コンピュータの計測機と図形表示機能を利用してデジタル･レスポンス･アナラ

イザ 18,19が開発され､テスト項目の難易度を時系列的に分析するのに利用されてい

る｡このアナライザはテストの自動採点とクラス生徒全員の2秒単位の応答反応を

テスト開始から終了まで画面上にグラフィック表示する機能をもっている｡

3.3 教材提示のツールとして

藤田は､CAIを次のように紹介している｡

･ 問題解決型の CAI(problem solvingmode)

･ 技術訓練装置としての CAI(simulationmode)

･ 講義演習のための CAI(drill&practicemode)

･ 研究としての CAI(authormode)
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･ 説明指導用 CAI(tutorialmode)

･ 情報検索的 CAI(inquirymode)

これにゲーム型 CAI(gamemode)を追加してもよい.いずれのモー ドにし

ろコンピュータは ｢教材提示のためのツール｣として利用されている.

4.対象学年に応じた CBE

コンピュータの CMI的利用は､教育現場から発生する数字データの処理であ

るので､どの学年であれその利用形態の本質的な変化はない｡ところが CAI的利

用となると､対象となる生徒や学生の学年と教科内容が利用形態と不可分なものと

なる｡

利用範囲を語学教育に限定する CALL(ComputerAssisted/AidedLan-

guageLearning)､あろいは CALI(ComputerAssisted/AidedLan-

guagelnstruction)的利用に話題を限っても同様である｡中学一年の英語の授業

にコンピュータを用いるのと､大学の4年生の英語授業に用いるのとでは､利用目

的が異なっているはずである｡対象言語は同じでも､それぞれの教育目標が違って

いるのだから当然である｡

一斉授業の画一性の弊害を打破するために､と称して生徒にコンピュータを一台

づつ与えても､CAI教材の提示方法がいかに目新しいものであれ､それが ｢電子

紙しぼい的参考書 ･問題集｣であれば教育現場で生徒に自習を強要するのと同じで

はなかろうかoどれほど効率の良いオーサリング･システムが提供されようとも､

はたして教材作成に費やされる時間と労力が報われるほどの教育効果が望めるだろ

うか｡ましてや教育の一つの ｢手段｣としてのCBEを､教育の ｢目的｣と倒錯

し教育場面のすべてをこれで置き換えようとするのは誤りである｡

このような ｢ページめくり的 CAI｣をそのまま大学における英語教育に持ち込

んだ場合の教育効果には大いに疑問が残る｡｢大学でなぜ英語を教えるのか｣､｢ど

んな英語を教えるのか｣という根本的な問題にたいして教員個人､そして大学も､

コンピュータを大量導入する前にその態度を明確にすべきである｡

4.1 語学教育の意義

日本の近代化の歴史において語学教育は､異文化情報収集のための能力開発を目

的として行われた｡近代化を遂げ国家というマクロ単位での異文化の情報収集を終
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えると､語学教育の ｢海外情報収集 ･検索のためのメディア｣としての機能は見失

われ､語学は学問の対象として細分化された｡このこと自体は､国家の学問水準の

向上を意味するものであり歓迎すべきことである｡

しかし個人というミクロ単位では､情報収集を終えたわけでもなければ､その能

力を修得し終えたわけでもない｡マクロ単位でも､社会資本として西洋文化を吸収

蓄積をなしとげたが､この社会資本を受け継ぎ次の世代へ継承していくにもミクロ

単位のこの能力を育成していくことが不可欠の要素である｡語学力というのは単に

｢流暢に会話ができる｣ということではなく､効率的に ｢情報を収集 ･検索｣ し､

その情報から新しい ｢知識を生産､管理｣し､正しくその知識を ｢伝達｣できる能

力をさす｡

この観点に立てば､コンピュータと連動した CD-ROM のようなニューメディ

アの到来は､大学における英語教育にとって多いに歓迎すべきこととなる｡

4.2 CD-ROM の可能性

マイクロソフト社の BookshelrというCD-ROM には次の10種類のレファレ

ンスが1枚の CI)-ROM に収納されている｡

･ TheAmericanHeritageDictionary

･ Roget'sII:ElectronicThesaurus

･ The1987WorldAlmanacandBookorFacts

･ Bartlett'sFamiliarQuotations

･ TheChicagoManualofStyle

･ HoughtonMifrlinSpellingVeririerandCorrector

･ U.S.ZIPCodeDirectory

･ BusinesslnrormationSources

･ HoughtonMifrlinUsageAlert

･ FormsandLetters

これだけの内容がたった1枚の音楽用 CD と同じ媒体に記録され､295ドルで

売り出されているのを目の当たりにすると時代の大きな汝のうねりを感じざるを得

ない.商用データベースは､使用量に応じて課金されるが､CDIROM はいった

ん購入すればいくら使用しても料金はかからない｡

ここで注目すべきは､今までのペーパー･メディアの情報が単に大量に蓄積され

ただけではないという事実である｡情報がコンピュータで処理可能な形で蓄積され

るとこれまでとは全く異なった次元の情報検索が可能となるということである｡た
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とえぽこの MicrosoftBookshelfに含まれる Rogetのシソーラスは､あたえ

られたキーワードで同義語を瞬時に検索できるoここまでは従来のペーパー･メディ

アのシソーラスでも熟練すれば瞬時に目的のページを閃くことが出来る.ところが

CD-ROM 上のシソーラスだと探しだした同義語の語義まで表示できるのである｡

辞書のみならず百科事典もすでに CD-ROM 化されている｡GrolierAcadem-

icAmericanEncyclopediaの CD 版が GrolierElectronicPublishing

杜から､わずか199ドルで発売されている｡これも当然キーワードによる全文検索

が可能である｡

OED の初版もCD-ROM 版が出版されている｡見出し語による検索にとどま

らず､用例中の単語をいろいろな論理演算を組み合わせて検索できる｡語法研究の

革命をもたらすものといっても過言ではない.菱川 20の言うように CD-ROM は

｢テレビや映画などのメディアと比べると､受身の姿勢で一方的に受け取るもので

はなく､こちらからの働きかけによって､いくらでも違う角度から入ってゆける｣

のである｡

4.3 マルチメディア

記憶装置の大容量化は文字のみならず､音と絵を加えた複合メディア･データベー

スの構築を可能とし､-イパー･メディアという概念の登場により､出版物の概念

を変化させるのみならず､教育にも変化を求めることになろう｡マルチ･メディア

対応の CD-Ⅰ(CompactDiskInteractive)､CD-ROM に1時間の動画の記録

を可能にする DV-i(DigitalVideoInteractive)､レーザーディスクにデジタ

ル情報を記録する LD-ROM (LaserDiscROM)などがすぐれた対話型学習を

可能にしている｡

池田21の主張するように､情報化社会においては､効率よく ｢情報を検索｣ し､

その情報にもとづき ｢知識を生産､管理､伝達｣する能力が求められる｡語学教育

界も情報化社会に即応した教育理念の確立が急務であろう｡

5.大学での語学教育とコンピュータ

大学 レベルの語学教育では､TutorialModeや Drill& PracticeMode

にたよるよりは､InquiryModeを活用するのがよいと思われる｡あるテーマを

与え､英文ワープロソフトでレポートを書かせる｡スペリングのチェックや､より
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適切な単語の選択も同じ画面上のウィンドウのなかで瞬時に英語を書く作業と平行

して行なえる.レポートを書いている途中でなにか調べたいことが出てくれば､新

たにウィンドウを開いて､そこで CD-ROM 上の百科事典等を検索する｡できあ

がった英文レポートは､UNIX の styleという文体をチェックするプログラムで､

レポート中の英文の難易度や構文の複雑さ､文の長さなどを調べ推敵の判断材料と

する｡

米国のテンプル大学22では､このstyleというプログラムをライティング･コー

スで活用し成果を上げている｡同様のことは GrammatikII/ⅠⅠⅠや Right-

writerを用いて23も可能であるo

これらの文体分析プログラムが算出する Fleschの Readability24やその他の

Readabilitylndexを用いて教材の難易度をもとめ､テスト問題や教材の導入の

順序を合理的に決定するのにコンピュータを利用できる｡スペリング･チェック用

の辞書登録機能を応用すれば教材中の未出･既出単語の確認も簡単に行える｡

このデータを教える側がデータベース化して管理をすればより効果的な指導が行

なえるはずである｡レポートの提出､添削も電子メール14で行なえば時間の有効利

用が可能となる｡

こう書くとなにか未来小説風にとらえられるかもしれないが､これらは現在既存

の技術ですべて現実化している｡工業製品の生産技術と生産性の向上のおかげでこ

れらを教育に導入するのに不可能な予算規模ではなくなりつつある｡

新しい知的生産の技術は､短時間に効率よく網羅的な情報検索を可能とし､知識

の生産性向上は著しいものとなる.信州大学経済学部は昭和64年度推薦入試で､デー

タベースから検索した新聞記事を基に自由に論じさせるという問題25を出題 して､

学生の知識の生産能力を量ろうというユニークな試みをおこなっている.

このほかにも衛星通信,光ケーブルをもちいたデジタル通信技術26は､公衆回線

を使用したデジタル情報伝達を高速かつ信頼度の高いものとしてくれるので､｢情

報の偏在｣の壁をも取り払ってくれる.電話とターミナルさえあれば､海外の大学

の講座を自宅に居ながらにして OnlineUniversityとか ElectricUniversity27

といった新しいタイプの海外通信教育を受講できる｡｢英語で何かを学ぶ｣のに適

した方法である｡米国にはさまざまな学習ネットワーク28が発達している｡

先に紹介したバージニア大学の例のように､パソコン通信を利用したEl米共同授

業を行う試み29は､はやくから行われている｡まさしく ｢コミュニケーションのた

めの英語｣を学ぶ機会を与えるすぐれた手段である｡遠くに出かけずとも必要なも

のを必要なだけ取捨選択することが可能な時代となった｡
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以上に考察してきた ｢新しい学習環境｣は､既存のLL教室のインテリジェント

化を計れば獲得できる｡LL教室にコンピュータを導入する際には､必ず外部コン

ピュータネットワークと接続する準備をすべきである｡公衆電話回線を確保すれば

よいOデータ通信30のための ISDN(IntegratedServicesDigitalNetwork)31

といった社会基盤は整備され､教育行政も大学間のコンピュータネットワーク化の

促進と､データベースの整備 ･拡張を推し進めている｡｢知的生産のための新しい

環境｣を語学教育に導入し､｢知識を生産､管理､伝達する能力｣を育てるための

方法論を模索すべきである｡自然科学系の ｢プログラムを自分で書ける｣はどのコ

ンピュータ･リテラシーと､コンピュータを操作して ｢知識を生産､管理､伝達す

る｣ためのリテラシーがあり､両者を混同すべきでない｡

ほとんどの学生がウォークマンやビデオを持っ時代に､｢教材提示ハードウエア

としての LL｣の存在意義ほとばしい｡LL内に高速 LAN(LocalAreaNet-

work)で結ばれたコンピュータが新しいLLのハードウエアとして理想的である｡

しかしLLが文字通り ｢学ぶためのラボ｣に変貌を遂げるのに､たとえ一台のコン

ピュータでも大きな役割をはたすはずである｡

7.共同語学教育データベース

｢学ぶもの｣にとって必要な ｢情報をすぐに取り出せる環境｣は､一度手にすれ

ば二度とそれ無しの時代には逆戻りはできないはずである｡われわれ語学教員に必

要なのは､英語教育､教材､資料､文献､テスト関係等の統合共用データベースの

構築である｡いままでにも､いろいろな大学や地方自治体の計算機センターのサー

ビスの一環として､文献検索サービスなどが行われてきている｡愛知県教育センター

は､昭和49年の開所いらい､数々の業務の中で ｢教育情報の収集処理と提供｣32と

いう教育情報事業をおこないCMIの普及に大きく貢献してきている0

また岐阜大学は､｢教育研究文献データベース｣33を作成 しているoLかしどの

ような手続きをとればこれらのデータベースにアクセスできるのかは､部外者にな

かなか分からない｡これらのデータベースは有機的には結ばれていないので､別々

にアクセスしなければならない｡データベース上の情報は蓄積されより有益なもの

となり､万人に開放され共用利用されてこそ､その真価を発揮する｡貴重なこれま
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での語学教育関係の研究資料が私蔵や死蔵されることのないように､LL学会が中

心となって開放された全国ネットのオンライン･データベースの構築にとりかかる

時期が到来したといえる｡

8.コンピュータ利用の ｢影｣の部分

コンピュータは語学教育の場にも､大きな力を発拝する存在である｡しかし官民

ともに推し進めようとしているインテリジェント化社会に即応した､効率を追求す

る教育と研究の内包する弊害に対し､秋山34の言うように､充分注意を払わねばな

らない｡

共通一次テスト以来､国公立大学を受験しようとする学生の成績はすべてコンピュー

タにデータとして蓄積されてきた.新しく始められたセンター入試では､私立大学

も参加が求められより多くの学生の成績データがこれからも記録されていく｡この

データが当初の目的以外に利用されないという保証はあるのだろうかO大学教員の

研究業績も ｢学術情報システム｣のデータベースに登録されつつある.公開された

ネットワーク上のデータベースなので､これをさまざまな目的に利用するのは容易

である｡米国では研究業績の評価のために､論文数のみならずはかの論文でどれだ

け引用されているかをコンピュータで自動的に算出しようという動きすらある｡

"publishorperish."というお国柄を反映している｡

さらに NTTは､電話に対して与えていた電話番号の代りに､個人に ID 番号

を与えようとしている｡ISDN上の電話は､巨大なコンピュータでコントロール

されているので､結果的には実に簡単に国民総背番号制度が実現されてしまう｡

ISDN は､E]本中のコンピュータを接続できるのでこれまで個別のデータベース

に蓄積されていた個人情報が､将来個人の電話ID番号で名寄せされ統合されてし

まう可能性が皆無ではない｡

英語とコンピュータを用いての ｢情報活用能力育成｣のためにコンピュータ･リ

テラシーを高めることが､語学教育の新しい責任であるOコンピュータ･リテラシ-

が経済的貧富の格差以上の新たな格差を生んでしまう.コンピュータを用いて個人

情報がどのように利用 ･悪用される可能性があるのかを明確に自覚できるだけのコ

ンピュータ･リテラシーを修得できることが国民の新しい権利であると指摘し､こ

の稿を閉じる｡
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AnIntroductiontoCACIforESL/EFL

Classes1

BernardSusser

DoshishaWomen'sJuniorCollege

要 旨

CACI(Computer-AssistedCompositionInstruction)とはワードプロセッ

サーを使って作文指導することを言う｡アメリカで広く行われており､英語を母国

語とするもの､或は英語を第二外国語とするものを対象とした CACI研究は多 く

なされている｡しかし､それらの研究結果についてはまだ定説がない｡最近､日本

においても､CACIへの興味が大きくなってきているが､本格的な研究はほとん

どなされていないのが実状である｡本稿は､まず､EFLにおける効果的な CACI

の大前提を考察し､教授法におけるこの新しいテクノロジーの効果を概観する｡次

に､CACI用の主なソフトウェアー､(ワードプロセッサーと補助ソフト)につい

て述べる｡本小論の狙いは､EFLにおけるCACIの主要論文を整理し､もって実

験研究のための基礎とCACIを始めようとする教師へのガイドとして役立っこと

にある｡

I.Introduction

cACI(Computer-AssistedCompositionInstruction)2istheteaching

ofcompositionwithstudentsusingwordprocessing3 towritetheir

essays.ItiswidespreadintheUnitedStatesfrom elementaryschool

languageartsthroughcollegecompositioncourses,andisusedalso

ForESLandFLcomposition.CACIispopularforthreemainreasons:

First,itsharesthegeneralpopularityandprestlgeOrcomputeruse,

whichisseenasthetrendorthetimesandthekeytothefuture.Second,

CACIisconsistentwiththeprocessapproach(seebelow),themain
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trendincompositionteachingtoday.Third,thereisawidespreadbelief

thatusingcomputersmakestheteachingofwritingmoreeffectiveand

resultsinbetterstudentwriting(e.ど.,Solomon1986:42;B礼rth1987:8;

Arms1987:71).

TheresearchonCACItodateisnotconclusive. Hawisherreviewed

themajorstudiesonCACI(1986,1988,1989)androundmixedresults:

somestudiesreportedthatstudentswrotebetterwithcomputersand

otherreportssaidthattheydidnot;someresearchersroundthatstudents

revisedmore,andsomeroundthattheyrevisedless;etc. Theresearch

didshowtwopositivetrends:"Studentsappeartowritelongertexts

thatdemonstratefewermechanicalerrorsatcomputers,andtheyexhibit

positiveattitudestowardwritingwithcomputers";however,theresults

ingeneralare"confusingandcontradictory"(1989:64;seealsoWilliam-

sonandPence1989:98-99;Kellogg1989:78-86). Thissituationshould

notdeterusfrom tryingCACI,becausemostofthisresearchhasno

value(seeHillocks1986:108-110Foracritiqueorcompositionresearch

ingeneral,andtherollowlngforCritiquesorCACIresearch:Curtis1988;

LeBlanc1988;Thiesmeyer1989:85-88);Bridwell-Bowleseven suggests

thatstudiesonwritingqualityarebesidethepoint(1989:84).

Inanycase,theresearchHawishersurveyedisconcernedwithnative

speakersor(occasionally)ESLstudents. Phinneyclaimsthat"the

computerrevolutionseemstohavebarelytouchedsecondlanguage

composingresearch"(1989:81);shecitesafewstudies(86-87),andafew

arepresentedatTESOLmeetingseachyear(e.ど.,Connor& Cerniglia

1988),IhaveyettofindaformalresearchstudyofCACIintheEFL

situation,althoughtherehavebeensomereportsorCACIinJapan

(Gainer&Miller1988;Broderick1989;Susser1989).

BerorearulトscaleresearchstudyonEFLCACIcanbeundertaken,

Somepreliminarypointsmustbeclarified. Thepurposeorthisarticle

istoexaminethepremisesandproblem areasorCACIintheEFL

situation,withemphasisonCACIsoftware.Hopefully,thisstudywill

helpteachersgetstartedwithCACI.
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II.PremisesofEEfectiveEFLCACI

LEFLwritingcoursescoverbothlanguageskills(grammar,punctua-

tion,eec.)aswellasrhetoricalaspectssuchasorganization,argument,

expression,voice,e上c.Forthepurposesorthisarticle,Iwillconsider

computer-basedinstructionintheFormertobeCALL(computer-assisted

languagelearning),andherewillconcentrateonCACI. Further,I

willnotconsidertelecommunicationsinthispaper. Irdoneaspart

orafull-rledgedCACIcourse,telecommunicationsprovidesstudents

withtheopportunitytodeveloptheirvoicebywritingforareal(or

realistic)audience,and theimmediacyoftelecommunicationsisa

powerfulmotivator(reportsontelecommunicationsinJapaninclude

Suzuki1989;Luppescu1989;MiyakeandSugimoto1985;1987;Abbot1989;

Peterson1989;Kubiak1989). However,telecommunicationsbyitself

isnotnecessarilyCACI. Ⅰnsomecases,studentshavenoaccessto

computers,sotheinstructortypestheiressaysintothecomputer;in

others,studentsmaywriteonacomputer,buttheyarenotencouraged

orglVentheopportunltytOrevise.

2.ErrectiveCACIassumesthatwritinglSaprocessandthatteachingwill

bedirectedtothatprocessaswellastothefinalproduct;itemphasizes

thediscoveryormeaningthroughrevision.(SeeYoung1987forasurvey

orrecentresearchontheprocessapproachandZamel1987Forapplica-

tionsinESL/EFL) Ⅰntheprocessapproach,thewritingactistaken

toconsistorthreestages(prewriting,composing,andrevising[includ-

ingediting])that

arenotlockedintoarigidlinearprogression.Thismodel
orthecompositionprocessassumesthatwritinglSgenera-
tive. Thatis,asonewrites,new ideascontinuetobe
generated,thuscausingawritertomakechangeshal一way
throughastory,aparagraph,oreveninmidsentence.Inter-
ruptlOnStOre-thinkanidea,composeaquickparagraph,
rewrite.oredit,mayoccurduringtheprewriting,Composing,
orrevislngStages,andareaninherentpartortheprocess…
Eachorthesethreestages,then,containsarecursiveimple-
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mentationofthesamethreestages.Eachstageallowsthe
entiremodeltofunctionwithinitself.(Boone1989:Il)

Fortheclassroom,thismeansthatstudentsdomuchrevislngbased

onsel一/peer/teachercriticism orpreliminarydrafts.

Thechiefbenefitortheprocessapproachforcompositionteachers

ispedagoglC.Itremindsusthatwritlngisbesttaughtnotbycorrecting

andgradingaproduct,butbyencouraglngStudentstorewriteandrevise

inwhateverwaytheyrindcomfortable.Inaprocessclassroom,writing

isnotatestthatproducesaproductforagrade,butisacreative

mental activity.

3.Wordprocesslngmakesrevisingeasierbyreducingwhathasbeen

called"inauthenticlabor."ThisconceptwasfirstproposedbyKemmis

etal.(1977)andisexplainedbyPhillips(1986:4-5)asfollows:

Byinauthenticlaborismeantthenonproductivework
generatedasasideerrectorthetasktobeaccomplished….
Aslanguageteachersweencourageourstudentstowrite.
Students,however,areoftendefeatedbythecomplexities
orthemechanicsorthetask. Thereisanunderstandable

reluctanceonthepartorthestudenttoreviseandcorrect
ascriptwhichhascostsomucherrorttoproduce,even
imperrectly....Ithasbeensug･gestedthatthewordprocessor
canhelpwiththisproblem. Itisadeviceforreducingln-
authenticlaborparexcellence.(SeealsoPapert1980:30-31).

Thisholdstrueeventhoughatfirststudentsmustmastertheuse

orthecomputer(typingandusingthewordprocessor).Daiute(1986:

151rr)roundthatchildrenwrotelesswithcomputersthanwithpenfor

firstdrafts,but"revisionsorthesedrafttextswerelongerwhenstudents

workedonthecomputerthanwhentheyworkedinpen." Inother

words,asSimpsonsays,"wordprocessingencouragesinexperienced

writerstoengageinbehaviorclosertothatorexperiencedwriters,and,

overthelonghaul,thatalterationorbehaviorsshouldproduce b̀etter

writing-.Computersimprovethecircumstancesorstudentsasthey

writeandthecircumstancesorteachersastheyteach."(1988:16)
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4.Althoughwordprocesslngmakesrevisioneasier,itdoesnotteach

eithertheimportanceorrevisionorhowtorevise(Rodrigues&Rodri一

gues1989:15;Boiarsky1988:51).First,teachersmustconvincestudents

ofthevalueofrevision;wecandothisbyrefusingtoacceptessays

Justbecausetheyaresuperficially correct,"anddemandfurtherrevision

toimproveorganizationandcontent(Leonardi&McDonald1989:RIO).

Second,wemustteachhowtorevise;otherwise,studentswillusethe

wordprocessoronlyforsimpleediting(e.ど.,Thiesmeyer1989:86).

Briefly,revisioncanbetaughtby:a)definingforthestudentswhat

revisionis;b)"modelingthethoughtprocessesinvolvedinimproving

textbyrevision"(Balajthyetal.1989:R4);andc)constantmonitoring

ofproductionbyteachersandpeers.(Adiscussionofrevisionisbeyond

thescopeofthispaper;forbackground,seeBartlett1982;Faigleyet

al.1985:53166;FaigleyandWitte1984:Lindemann1987:1711188;Sudo1

1982;Witte1985.)

5.TheerrectivenessorCACIcanbeenhancedorreducedsignificantly

bythephysicalconditionsorcomputer-assistedwriting:1)software;

2)hardware;and3)lablayout, Idiscusssoftwareindetailbelow;

theonlyruleforselectionorhardwareisthat,iryouhaveachoice,

getthehardwarethatwillrunthesoftwareyouwanttouse. Theideal

computerlablayoutisaroom withthecomputersaroundthewalls

andtablesinthecenter(Moberg1989:1;Fella1989:3);thislayout

permitsclass,group,andpairactivitiesawayfromthecomputers,and

alsoreducesthestrainorthe"rolleトSkatesyndrome"(whentheinstruc-

torisrushingaroundtheroomfromonestudenttothenexttoanswer

questionsaboutcomputeruse).(Foradditionaladviceoncomputerwrit-

inglabs,seeSelfe1989;Holdstein1987:viiff;Lebaueretal.1988;

Schwartz1987;Bernhardt1989.)

6.Thetraditionalclassroom relationshipsamongteachers,students,

andthecurriculumundergoatransformationwiththeintroductionora

fourthelement,technology(Rodrigues&Rodrigues1989).Theteacher-
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StudentrelationshiplSChangedbecause"thetechnologywilldemand

theattentionfrom thestudentsthattheteacherisaccustomedtoreceiv-

ing"(Newbold1989:19).hstructorsattemptingtoteachaconventional

courseinacomputerlabrindthattheirpedagogysurfers(Hagge1986:

13-14).Thecurriculumisarrectedbecauseevenawell-designedcomputer

labmaylmpOSerestrictionsonthekindsoractivitiesthatteacherscan

use.Also,learningtousewordprocessingsoftwareisnoteasy(Sullivan

1989:16fr);thetimeneededtoteachitmayhavetobetakenfrom the

usualcoursecontent.

StudentsmaysurferwhatDonaldRosscalls"thedouble-bindeffect"

- "afrustrationintensifiedbytrylngtOlearnbothtowriteandto

useword-processingsoftwareatthesametime"(quotedinHoldstein

1987:10).EFLstudentsmustsurfera"triple-bindeffect,"becausethey

havetodobothorthesewhilecoplngWitharorelgnlanguage.Most

studentsaremotivatedbycomputerspowerfullyenoughtoovercome

thesedisadvantages,butafew maybedefeatedandbecometechno-

phobic.

Problemsthatoftenarisewhenteachingwritingwithcomputers

aresummarizedbyWilliamsetal.(1989:23rr;53rf):computeranxiety;

needforteachertraining;limitationsoronscreenediting;hardwareand

softwareproblems;labsecurity;andbaderrectsonhealth. Mostof

thesearenotuniquetoCACI,butdeserveconsiderationwhenplanning

COurSeS.

7.Thewritingprocessmaybesimilarfornativeandnon-nativewriters

(e.ど.Phinney1989:81);trueornot,wemaynotbeablealwaystorely

ontheLICACIliteraturefortheEFLsituation.Ontheotherhand,

itwouldbefoolishnottomakejudicioususeortheinsightsandteaching

materialsalreadyavailablefornativespeakerandESLclasses. One

purposeofthisarticleistointroducetheliteraturethatwillbeusefulto

EFLCACIteachers.Forbibliographies,seethe<'BibliographyUpdate"

ineachissueofResearchinWoT-dProcessingNeu)sletteT･(publication

suspendedin1989);Burns1987;FeldmanandNorman1987:142-203;
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LancashireandMcCarty1988:124-139;Nancarrow etal.1984;Stevens

efα～.1986;Susser1987.

ⅠⅠⅠ.CACISoftware

SadlerdividesthehistoryofCACIintotwo"waves":thefirstwave

istheuseofacommercialword-processingsoftwarepackagetoenable

studentstocomposeparagraphsandessaysonthecomputer";thesecond

waveis"theheuristicstage…theuseorspeciallydevelopedsoftware

totutorstudentsinthecomposingprocess"(Sadler,GreeneandSadler

1986:2;Sadler1988:22-24). IwillexamineCACIsoftwareunderthis

generalscheme,describingthissoftwarefurtheraccordingtotopologleS

proposedbyPedersen(1989:92),Holdstein(1987:58-62),Elias(1985:4-5),

andWresch(1989:R43).

Therearemanytypesofwordprocessingsoftware:(1)commercial

wordprocessorsForLlbusinessorpersonaluse;(2)wordprocessors

designedforLIschool/educationaluse;(3)wordprocessorsforESL

use;and(4)bilingualwordprocessors,forcommercialoreducational

use.Choiceorthebestwordprocessorro√aparticularsituationis

noteasy.ThefirststeplSusuallyevaluationwithachecklist.Master

checklistsfrom comparativeproductreviewsincomputermagazines

canhelpanevaluatorlookforthemechanicalaspectsofaprogram,but

theyhavelittletosayaboutinstructionalaspects. Checklistsand

guidelinesforLllanguageartssoftwareareexcellentforpedagoglCal

purposes,andsome,suchastheNCTEGuidelines(1984),payspecial

attentiontowordprocessing.(See,e.gHBrownell1984:4;Feldman&

Norman1987:12,21;Hertz1987:76183;Holdstein1987:31-35;Knapp1986:12-

14;Pfaffenberger1986:48-52;Spitzer1985:35;Wresch1987.)Regrettably,

thereisalmostnoconcernfortheperspectiveofanon-nativeuseror

teacher.

Thisarticleisnottheplacetoexaminethesechecklistsindetail

(seeSusser,f10rthcoming).Instead,Iwanttomaketwogeneralpoints
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aboutchoosingwordprocessingsoftware.First,teachersshouldchoose

awordprocessorthatiscompatiblewiththeirphilosophyorteaching

andlearning(Hubbard1988).Forexample,abilingual program with

allcommands,instructions,andhelpmessagesinthestudents'native

languagemightmakeuslngtheprogram somewhateasier;ontheother

hand,havingthestudentslearnthefunctionsorwordprocesslnglnthe

targetlanguageisitselfavaluableeducationalobjective(Piper1987:

120).

Second,totakeadvantageoftheincreasedmotivationthatcomes

from usingwordprocessing,theteachermustchooseanappropriate

wordprocessorthatfallssomewherebetweentwoextremes. Onthe

onehand,afull-reaturedwordprocessorwillhavemanycapabilities

(right-justification,automaticcentering,automaticrootnoting,etc.)that

willexcitestudentsandletthem takeadvantageorwordprocessings

power. However,arulHeaturedwordprocessorcanbedifficultto

learnanduse.Ontheotherhand,therearemanywordprocessing

programsthathavecomparativelyfewfeaturesbutaresimpleenough

tousesothatstudentsarenotoverwhelmedbytheircomplexltyand

canusethem comfortablyafteronlybriefpractice. But,asWyatt

pointsout,suchprograms"maysacrificesomuchpowerandspeedas

torepresentapoorbargain"(1987:96);ifthewordprocessordoeslittle

morethananelectronictypewriter,themotivationalvaluemaybe

lost.Someteachers,however,findthatmoststudentsdonotusethe

wordprocessor'smoresophisticatedfunctions(Fella1989:3) Onesolu-

tiontothetrainingproblem (Waddell1985)istogivethestudentsa

limitedtutorialsothattheycangetstartedwithacomplexprogram

fairlyeasily,andgrowintoitslowly.Thejudgmentorwhichword

processortoselectideallyshouldconcernonlyabalanceoreaseand

powersuitableforaparticulargrouporstudents,but,inrac上,cost,

hardwarecompatibility,andotherfactorscomplicatethedecision.

"Secondwave''CACIsoftwareincludesthreemaintypes:1)pre-

writing,invention,andoutlineprogramsthathelpwritersrindatoplC

andorganizeit;2)spelling checkers,dictionaries,andthesauruses
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(Oftenincludedinspecificwordprocessingprograms);and3)usage

checkers(alsocalledstyleor"grammar"checkers).

ThereisadebateraginglntheCACIliteratureonthedesirabilityor

usingsuchsoftware.Mostteachersseem toreelthatspellingcheckers

areavaluabletoolaslongasstudentsunderstandtheirlimitations

(Betza1987;Cribbs1988). However,opinionisdividedonoutliners,

inventionprograms,andespeciallyonusagecheckers.Briefly,thosein

favorarguethattheseprograms(Orthebetteronesortheseprograms)

areheuristic,1.e.,thattheystimulatethelearningprocess. Inpartic-

ular,theyassistinthedevelopmentandsubdivisionorideas,provide

dataonreadability,andpointoutpossibleerrors.(Seee.ど.,Sadler,

GreeneandSadler1986;Wresch1989;Mortenson1987;Smye1988;John-

son1989).

Critics,ontheotherhand,arguethattheseprogramsareanheuristic

andproscriptlVe,limitingratherthanexpandingthestudents'potential.

Outlinershavebeencriticizedasbeing"likelytodiscourageratherthan

facilitatebothdirectedandfreeplaywithideas"(Dobrin1987:105).

Criticsofusagecheckerspointoutthatthissoftwareemphasizessurface

errors(Gerrard1989:98ff),andgivesuseless,dubious,orjustplain

wronginformation(Collins1989:30-35;Dobrin1986;1987:105;1988;1989:

167-181;FeldmanandNorman1987:39-44;Thiesmeyer1984,1985,1989).

AsKempsays,usagecheckersdirectthewriter'sattentionawayfrom

themostimportantissues:qualityorideasandtheelationshipbetween

thoseideasandthewaytheyareexpressed(1987a:6),Kempwantsto

replacethis"closed-responseprogramming,"whichempowersthepro-

grammerandcomputer,with "open-responseprogramming, which

doesnot"understand"Orevaluatewhatthestudentwrites,butinstead

is"directedtowardprovokingthestudent'sawarenessofrelationships,

orknowledgestructures,Orherownpurposesandprocedures''(1987b:

35-36).

Itisslgnificantthatmanyproponentsorstylecheckeruserepresent

fieldssuchasbusinesscommunication(e.ど.,Insley1989;Peeketal.

1989)ortechnicalwriting(Kieras1989),wherewritingtendstobeFor-
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mulaicandwritingpedagogyprescriptiveandproducトbased. These

sametendenciesappearinESL/EFLcomposition,withexcessiveatten-

tionbeingpaidtogrammarrulesandsurfacefeatures;thereisagreat

dangerthatuncriticaluseorstylecheckingsoftwarebyL2learners

willinhibittheirdevelopmentaswritersorEnglish. Consequently,I

recommendthatEFLcompositionteachersnotusetheseprogramswith

theirstudents.

ⅠV.Comelusion

lnthisarticleIhaveattemptedtocoverthemainpremisesforeト

fectiveCACIintheEFLsituation.Ihavealsoraisedseveraltheoretical

andpracticalproblemsthatteacherswhowouldliketotryCACImust

dealwith.Unfortunately,theliteratureisconcernedoverwhelmlngly

withtheLIsituation;itisnoteasytodecidewhichresultsarerelevant

toL2.Further,EFLconditionsvarywidely.Japan,rorexample,isa

highlyadvanced,computer-literatesociety;aCACIclasswithJapanese

studentsmustbeverydifferentfromonewithstudentsfromadeveloping

country. ItismyhopethatthisarticlewillencourageotherEFL

teacherstoexperimentwithCACIandreportontheirfindings,sothat

wecanalltakeadvantageoradvancedtechnologylnOurteachingand

learning.

Notes

1.Theresearchuponwhichthisarticleisbasedwasconductedaspart

oraresearchprojectOnCAIrundedbytheInstitutero√lnterdis-

ciplinaryStudiesorCulture,DoshishaWomen'sCollegeorLiberal

Arts;membersortheCACIteamareYasuyoEdasawa,ToruSugino,

BernardSusser,andNicholas∫.Teele.Iamparticularlygrateful

toProfessorEdasawaforherhelpwiththisarticle.

2.Theterm CAC(computer-assistedcomposition)wasfirstcoinedby

LynnVeachSadlerandusedJune1984(Sadler,Greene,andSadler
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1986:7);IpreferCACI,firstused,tomyknowledge,bySire(1985:

185).

3.Iusethetermwordprocesslnggenerically,torefertowordproc-

essingsoftwarerunningonamainframe,minicomputer,orpersonal

computer,Ortotheuseofadedicatedwordprocessor.
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｢コンピュータによる

英作文指導 (CACI)の実践1｣

枝 揮 康 代

同志社女子大学短期大学部

Abstraet

ln computer-assisted composition instruction (CACI),teachers

teachcompositionwithstudentsusingword prosessors. Muchre-

searchonCACIfornativespeakersorEnglishandalsoforspeakers

ofEnglishasasecondlanguagehasbeencarriedoutintheUnited

States,althoughonlyafew studiesonCACIhavebeen reported in

Japan.

AtDoshishaWomen'sJuniorCollege,CACIclassesstarted in

April1989. Thisisareportontheseclassesbased oninstructors

observations.Itdiscusseshardwareandsoftwareusedintheclasses,

approachesforCACI,problemsseenintheclasses,andreactionsor

teachersandstudentstoCACI.Thepurposeorthisreportistopro-

videaguidelinetoteacherswhowouldliketotryCACI.

1. はじめに

コンピュータによる英作文指導 (Computer-assistedCompositionInstruc-

tion/以下､CACI)とは､基本的には､学生がワードプロセッサ (以下､ワー

プロ)を使って作文をする英作文教育である｡アメリカにおけるCACIの研究は､

英語を母国語とするもの､あるいは英語を第二言語とするものを対象に､小学生か

ら大人まで幅広く行われており､多くの論文が発表されている (C.ど.,Susser,

1990)｡しかしながら､日本におけるCACI教育はまだその緒についたばかりで

あり､わずかの報告 (Gainer&Miller,1988;Susser,1989)しかない｡
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同志社女子大学では､1987年度より､コンピュータ利用教育についてプロジェク

ト研究を行ってきたが､その一環として､1989年4月より､短大英米語科生を対象

に､CACIの授業を開始することになった｡

本稿は､主としてその前期授業の観察を基に､CACIの実践報告をするもので

ある｡使用したハードウェアー､ソフトウェアー､授業の展開､問題点､学生の反

応等を具体的に述べ､それによって､これからCACIを始めようとする教師に一

つのガイドラインを提供することを狙いとしている｡したがって､学生の作文量が

CACIによってどの様に変化したかを示す計量的研究や､日本人英作文がCAC

Iによってどの様に特徴的に示されたかを探るエスノグラフィックな研究について

は､本稿の目指すところではなく､次の機会に譲ることとする｡

なお､CACIに関する理論的背景については本書に掲載されている Susser

(1990)を参照されたい｡

2. ハードウェア

CACIの授業は､教師用マスターコンソール1台と学生用パーソナル･コンピュー

タ30台､プリンター15台が設置されている情報処理室2重を使って行った｡機

械構成は次の通りである｡

教師用コンソール:

1 NECPC-ゼミ･システム2 +N5913Lモニター

l NECPC_9801VM +N5913Lモニター + PCl987H51L ハードディ

スク + PC-PR201F2プリンター

学生用ブース:

1 NECPC_9801VM +N5913Lモニター + PC-ゼミ･システムボッ
クス PC-PR201F2 プリンター

情報処理室に設置されたコンピュータ等の機器はCACIを実施する上で大きな支

障はなかったが､教室のレイアウトについては､以下の問題点があった｡

1) 学生用コンピュータが､全て前向きに設置され､教室の側面に通路がないた

め､教師の動きが制限され､個別指導が行い難い｡

2) コンピュータに遮られるため､黒板を使う授業が行い難く､通常のグループ

ワークはほとんど不可能である.また､コンピュータはクラスルーム･ダイナミッ

クスを阻害する要因となる｡
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3) 学生用机はコンピュータとキイボードで占められ､ノートをとるスペースが

ない｡これらの問題を克服するCAI教室は､(Susser,1990)が述べるように､

コンピュータを教室の側面にU字型に配置し､学生用机を中央に置くことが望ま

しい｡

3. ソフトウェア

CACI用のソフトウェアーは､英文タイプ練習用としてTOUCH (Orrice-

Ⅰ杜)を､バイリンガルワープロとしてDUET(ジャストシステム社)3 を使用

したoTOUCHを選んだ理由は､使いやすく､正しい指使いを画面に提示し､ゲー

ム的性格を持つので学生の興味を引き付けることにあった｡また､TOUCHは価

格が安いことも理由の一つであった｡

DUETは､次の理由により選んだ｡

1) 完全なバイリンガルのソフトであり､すべての指示やコマンドが日本語で提

示されている｡

2) ワープロとしてほとんど全ての機能を持っている｡特に､スペルチェック用

の補助ソフトが附属している｡

3) 日本で最もよく使われ､学生達がワープロ授業で使用している日本語ワープ

ロ ｢一太郎｣とコマンドが共通している｡

TOUCHとDUETの評価については､現時点での学生の反応を後述する｡

4.授業の展開

CACIの授業を受けたのは､同志社女子大学短期大学部英米語科1回生22名

と2回生24名である｡1回生は日本人教師が担当し､2回生はアメリカ人教師が

担当した｡したがって､CACIを受けたこの2クラス間には学生の質､授業の進

め方に大きな違いがある｡以下に､それぞれのクラスの特徴を述べる0

a. 2回生クラス

このクラスは2回生の登録制によるゼミクラスである｡したがって､学生達は､

授業はアメリカ人教師によるコンピュータを使った英作文学習であることを知っ
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て選択 した者達である｡授業は協議方式 (ConferenceMethod:Daweand

Dornan,1984;Clark,1985;Harris,1986;Meyer&Smith,1987)によって､

すべて英語で行われた｡

協議方式とは､教師と学生の個別の話合いによって進められるものである｡学生

は自分の書いたものについて､少なくとも1度以上教師と面談し､より良い作文の

完成を目指すのである｡この方式による作文指導の狙いは､面談を通して､教師に

指摘されずとも学生自身が不完全さを発見し､より効果的に作文が書けるようにな

ることである｡

授業時間は過1回､90分である｡英文タイプについては､全員が1回生で ｢タ

イプⅠ｣を履修済みであり､したがって､TOUCHによるタイプ練習の必要はほ

とんど無かった｡

ワープロ経験は､6人が1回生で半期の日本語ワープロコースを受講 していた｡

更に1人は2回生の前期に日本語ワープロをCACIクラスと平行して履修中であっ

たO更に､自宅で､あるいはアルバイト先でワープロを使ったことのある者が数名

おり､情報処理の授業を同時に受講している者が数名いた｡

授業の進め方は次の通りである｡学生は与えられたトピックにしたがって､各自

コンピュータで作文を書く.原稿が出来上がると､それを印刷し､教卓にある箱に

入れ､そして次の作文にかかる｡一方教師は箱の中から原稿を取り出し､それを書

いた学生を呼んで協議を行う｡原則として､最初の原稿は構成､表現､その他の作

文上の大きな問題に集中して話合い､学生は最終原稿までは冠詞や三人称単数現在

形のような機械的誤りを気にしなくてよいことになっている｡ほとんどの学生は1

トピックに対して2､3回の書き直しを提出した｡テキストは使用しなかった｡

上記の作業以外に毎週宿題が課せられた.それはコンピュータについて､良い点､

難しい点､改良すべきだと思われる点等の短い英文報告書である｡成績はつけず､

提出された次の週には必ずそれに対するコメントを学生に手渡した｡これによって､

学生のコンピュータに関する個別の問題に対処すると共に､コミュニカティプな英

作文練習を行った｡

b. 1回生クラス

このクラスは英作文の1回生必修科目である｡学生数は1回生 22名､2回生

(再履修者)3名であった｡学生は選択して登録したのではなく､授業が始まって

みると､コンピュータを使って英作文をするのが分かったという､いわば強制的な

CACIクラスである｡したがって､2回生クラスと違って､学生の興味や能力に



｢コンピュータによる英作文指導 (CACI)の実践1｣ 45

ばらつきのあるクラスである｡しかし､第1回目の授業で､コンピュータを使うこ

とに否定的な態度を取った学生は1名しかおらず､ほとんど全員が非常に好意的で､

むしろコンピュータを使えることを喜んでいた.授業開始時にコンピュータあるい

はワープロが自宅にある者は12名いたが､それらを使える者はなく､遊びで 1､

2回触ったことのある者が7名いた｡英文タイプの経験者は1回生には誰もなかっ

た｡ただし､全員が4月より必修科目である ｢タイプI｣を平行履修した｡

授業は90分､週1回であるoテキストは InteractionsI/A WritingProc-

essBook(Random House,1985)を使用し､論理性､統一性のあるパラグラフ

が書けるようになることを目標とした｡

授業の最初の一ケ月はTOUCHによる英文タイプの練習 4 とDUETの使い

方の練習に費やした｡90分の前半をTOUCH､後半をDUETとした｡ 英作

文を始めたのは第5週目 (5月中旬)からであった｡それまでは年間を通しての宿

題となっている毎日10分の英文日記と､日本語によるDUET報告書だけを提出さ

せた｡報告書では毎回のコンピュータ使用の使い勝手や問題点を報告させた｡

授業の進め方は次の通りである｡テキストにそって課の要点を説明し､2-3の

練習問題をクラス全体でする｡この間学生はコンピュータを使用しない｡解答は問

題によって口頭で行うときと､モニターに提示するときがある｡作文課題の説明後

に､学生は各自作文作業に入る｡作文はDUETを使って､入力､印刷し､提出す

る｡提出された作文は次週に添削して返却する｡返却時に､学生の共通に見られる

誤りを幾つか取り上げ､何故それが誤りなのか､どうすれば改良できるかを黒板､

あるいはモニターに表示してクラス全体に考えさせる｡黒板を使うのは､コンピュー

タに遮られつつも､学生の反応を確かめたいと思うときである｡学生は返却された

作文を書き直して翌週に再提出するOつまり､授業の前半は前回の作文のフィード

バックと書き直し､後半は新しい課題の説明と作文作業という形を取った｡

5. CAClを実施して

a. ワープロ操作について

学生のコンピュータ使用は主に授業時間内であるが､希望者は情報処理室が空い

ている限り､課外でも自由に使用できることとした｡しかし､Susser(1990)が

"triple-bindeffect"と呼ぶように､学生達は初め､作文をすることとワープロ

の使い方を学ぶことの上に､英語という外国語を使わねばならないという3つの複
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雑な作業を同時にしなければならないことに押しつぶされそうになった｡特に､1

回生は英文タイプも打てない状態からの出発であったので､DUETを一応使える

ようになるのに三ケ月かかった｡2回生でも､最初の二ケ月はコンピュータの使い

方を覚えるのに苦労した｡

教師は､当初は､授業の大半を､ワープロ操作の質問に答えるために､いわゆる

"ローラースケート状態" (Sussser､1990)で教室内を走り回らねばならなかっ

た｡2回生では､ワープロ経験のある学生も初心者の学生を大いに助け､第9回目

(6月中旬)の授業までには､DUETの扱い方についての質問はほとんどなくなっ

た ｡

DUETをコマンドが日本語であることで遺んだが､実際に授業で使ってみると､

コマンドや説明が英語であるか､日本語であるかは使い勝手にはあまり影響がない

ことが分かった｡例えば､文書を保存しようとするとき､｢保存｣コマンドが英語

で "save"であっても問題ないが､｢範囲指定｣｢書き込み形式｣｢オーバーライト

していいですか?｣等の意味は日本語でも理解できないのである｡つまり､学生に

とって､コンピュータ用語そのものが難しく､いくら日本語で書いてあっても理解

し難いのである｡

また､DUET解説書もコンピュータの予備知識のないものには非常に分かりに

くく書かれている｡分かりやすい手引書の必要から､『逆引きduet』(マグロウ

ヒル出版,1988)というマニュアルが出版されたが､それでもまだ素人には分かり

にくいと言える｡従って､学生達のレベルに合った､作文のために必要かつ十分な

マニュアルの作成が望まれる｡

学生達はワープロの右ぞろえとかセンタリング､倍角のような華やかな機能を喜

んで使ったが､コンピュータはこのような "Pac-ManFactor"､つまり､｢コン

ピュータプログラムが面白いために､本来予定されている仕事を散漫にさせる因子

の度合｣(Mendelson1986:455)が高いので､多くの時間を英作文以外に無駄に

使用したと言える0

-万､主要な編集コマンドや機能を使った学生はほとんどいなかった｡彼らはコ

マンド表を手元に置いておくことをせず､もっぱらバックスペースキー､デリート

キー､アローキーを主に使って編集をしていた.

学生達の､特に1回生の最も困ったことは､印刷がなかなか思うようにできない

ことであった｡その理由の一つは､システムディスクを3クラスで共用したために､

学生は前回に使った者の印刷やその他の機能設定をそのまま引き継がねばならず､

予想しない設定に出会って戸惑ったのである｡学生達には使用後は毎回初期の設定
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に戻すように指導したが､忘れるものが多く､できれば､個人用システムディスク

を貸与するべきであることがわかった｡

b. キーボード入力について

2回生のほとんどはゆっくりではあるが､キーボードで作文した｡しかし彼らは

文中に誤りを見つけると､すぐに戻って､それを訂正する傾向があった｡こういう

"モニターをモニターする (monitormonitors)" 傾向 (Susser,1989)は誤

りを気にせずに最初の原稿をどんどん書き進めて行くようにと言う忠告に逆らうも

のである｡しかしながら､2回生は手で書くときよりも長い文章を書く傾向があっ

たoつまり､前年度本コ-スを登録した学生達は､乎均して､B5版､ダブルスペー

ス2ページの手書き作文を提出したが､本年は､ほとんどの学生が､A4版､ダブ

ルスペース1.5-2ページのタイプ打ちしたものを提出したのである.この観察は

印象的なものではあるが､先行研究の結果と一致するものである (Hawischer,

1989)0

1回生は2､3人を除いて､ほとんどの学生は鉛筆で下書きをした後にキーボー

ドで入力した｡それはタイプもできず､ワープロ操作にも慣れないために､手書き

よりずっと時間がかかったからである｡また､どの学生も授業中に作文を完成でき

ず､自宅に持ち帰って､次週に教室で人力せざるをえなかったためでもあった｡文

章の長さは手書きの場合とあまり変わらなかった｡

C. 学生の反応

学生の反応は1回生と2回生とではかなりの違いがあったが､全体的にまとめる

と､次のようになる｡5
第 1回目 :大半の学生が､｢難しい､相性が悪い､操作がややこしい､｣という

印象を持つが､同時に､｢楽しい｣と感じた｡これは､一般的な文系女子学生の､

コンピュータという新しいメディアに対する興味と期待感からの印象であると思わ

れる｡しかし､中には､｢イライラするから､この様な授業は止めてもらいたい｣

と言う者も1名だがいた｡反対に､｢難しいとは思わない｣という者が数名いたが､

これらの学生は､ワープロ経験者か､機械を扱うのが好きな学生であった｡

第 2回目 一 第4回目:まだ操作に慣れない者が多く､｢過1匝けごと操作手順

を忘れるO間違ったキーを押すのではないかと不安になる｡解説書がよく分からな

い｡説明通りにやっているのに､思ったように動かない｡編集機能がややこしい｡｣

等の不安が多かったoある学生は ｢間違ったキーを押してしまったとき､どうやっ
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て訂正するのか､どうしたら間違いを起こす前の状態に戻ることができるのか分か

らなくなる｣と言い､別の学生は ｢間違うと､次に何が起こるのか分からない｣の

で混乱すると言った｡1回生では､はっきりと ｢パソコンは苦手である｡恐怖だ｡｣

としたものが第3回目で6名いた｡しかし､同時に､｢間違っても面白い｣とか､

｢打ったものがすぐに印刷されて出てくるのに感激した｣者も少数いた｡

第5回目 一 第10回目 :次第に操作に慣れてきた｡学生達は､ワープロを

使うと､通常の作文と書き直しの過程に起こる `̀非生産的労働 (inauthenticla-

bor)" (Cr.,Susser,1990)が省けることを非常に歓迎した｡それは学生の､

｢もし何かを付け加えたくなっても､次の文を消したり､書き直したりする必要が

ない｡それは実に､実に素晴らしいことだ !｣｢コンピュータを使うと､タイプし

終わった後でも間違いを訂正したり､フォームを変えたりすることができる｡｣と

いう報告からも明らかである｡

しかし､操作能力に差があり､1回生では､第5回目で､｢スムースに行くよう

になった｣者が5名いた半面､｢まだうまく扱えない｣者や､｢やっと､立ち上げ手

順を覚えた｣者が4名いた｡

第9､10回目 (6月中､下旬)では､1､2回生共に､ほとんどの者が一応

DUETが使えるようになった｡1回生では､印刷がうまくいかないものが常時数

名あり､また､すぐに画面が止まって､カーソルがまったく動かなくなり､全文を

打ち直さねばならない者があったり､そのために､｢パソコンは難しい､嫌いだ｣

と言う者がまだ4名いたが､その他の学生は､スペル･チェック機能に感激したり､

その他の編集機能を便利だと感じ､コンピュータによる英作文を､手書きと比べて､

むしろ好ましいと思った｡

d. ソフトウェアへの学生の反応

英文タイプ練習ソフトのTOUCHは学生に喜んで使われた.課道が終わる毎に､

使用時間と点数が画面に表示されるのが､学習意欲を高め､単調な練習を飽きさせ

なかったし､練習の中断､継続が容易であることも好評の原因であった｡問題は､

TOUCHがプログラマーのキーボード練習用に作られているため､文やパラグラ

フの練習が非常に少なく､インデントや-イフォニング､ピリオド､カンマ等のタ

イピング上のルールを身につけることはTOUCHだけでは無理なことである｡

DUETは､前述のように､操作に憤れるのに大変時間が掛かった｡しかし慣れ

るとどの学生もDUETによるワープロを楽しむようになった.DUETに対する

学生の不満の主なものは､1)スピードが遅い､2)センタリング機能を一度かけると､
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以後の文書全体に及んでしまう､3)すぐにカーソルが動かなくなる等であった.

(本稿執筆時 (1990.2.)に､スピードアップしたという新バージョン [1.30]が発

売されたが､筆者はまだ未検証である｡)

6. コンピュータの有効性について

観察した範囲では､コンピュータを使って英作文をするメリットは以下の5つの

点にまとめられる｡

a.学習意欲を高めることができる｡

学生の反応にも見られるように､まず､ほとんどの学生がコンピュータを使うこ

とを喜ぶ｡無論､使い始めると､予想と違って､機械が思いどうりに動かないこと

に戸惑うが､それもやがて慣れると､コンピュータを使って英作文することを歓迎

するようになった｡学年の終わり近くに､1回生の学生は次のように述べている｡

｢前期はこの授業が嫌だったが､今はとても楽しく､この授業を受けることができ

て良かったと思う｡｣

b.通常の作文よりも長い文を書く｡

2回生は､先に述べたように､ワープロ使用の方が手書きの作文よりも長い文章

を書いた｡1回生はまだその差は出ていないが､ワープロ操作と英作文に慣れると､

長い文を書くようになると思われる｡

C. 学生は ｢書き直し｣を嫌がらない｡

｢書き直し｣は作文練習の大切な基本作業であるが､鉛筆の場合と違って､コン

ピュータでは非常に簡単に訂正 ･編集ができるため､学生達は､1回生も2回生も､

嫌がらずに書き直しをするようになった｡どの学生も1作文につき､最低2､3回

の書き直しを提出した｡

d.より効果的な授業が行える｡

1回生では､｢編集練習｣を行った.それは､作文上の色々な誤りのあるパラグ

ラフを正しく書き直す練習である｡この解答を黒板でするのは大変な作業であるが､

コンピュータを使用すれば､問題点を指摘し､どのように訂正すべきかをカーソル
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を動かしながら示すことによって､モデル解答をクラス全員に一挙に提示できる｡

教師は事前に問題のパラグラフをフロッピーに入力しておけば､授業時の大幅な時

間節約になり､また､学生は目の前のモニターに問題点､解決策が示されるので､

より身近に問題を捉えることができた｡

e. データを蓄積できるo

学生の作文の誤りをクラス全体で検討するときに､いくつかの主な誤文例を事前

に入力しておくと､時間の節約だけでなく､データの蓄積ができ､作文研究に役立

てることができる｡なお､同志社女子大学には設置されていないが､現在発売され

ている "newPC-ゼミ"では教師と学生間のデータファイルやプログラムの転

送が自由にでき､より簡単にデータ蓄積ができるようになっているということであ

る｡

7. まとめ

今回実践したCACIは､総合的に判断して､満足すべきものと言える｡学生達

は将来役立つであろう基本的コンピュータ技術を習得し､英作文に今までよりも自

信を深め､さらに､従来の授業とは異なる､コンピュータを使うという新しいタイ

プの授業を好意的に受け入れるようになった.特に､コンピュータによる英作文は､

学生達に進んで書き直しをさせ､また彼らに､作文は考える行為とそれを表現する

行為の相互繰り返しによって､意味を創り出す過程 ("aprocessormaking

meaning"Murray､1980:3)であることを､より良く理解させることができた｡

CACIは教師に多くの準備と努力を要求するものである｡したがって､CAC

Iでは､コンピュータが教師の役割を肩代りしてくれるはずだという考え方は全く

当てはまらない｡そこで本稿を閉じるに当たり､CACIを始めようとする教師に､

いくつかの点について注意を促しておきたいと思う｡

まず､第-に､言うまでもないことであるが､教師は使用する機器や､ソフトウェ

アに十分習熟しておくべきである｡

第二に､教師は学生の英文タイプ能力とワープロ経験の程度を､できるだけ早い

時期に知っておくべきである｡それによって､学生の能力に合わせた進度設定と指

導をすることが肝要である｡

第三に､スペル･チェッカー以外の補助ソフト､とりわけ "スタイルチェッカー''
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は作文指導には必要がないと思われる｡なぜなら､Susser(1990)が述べているよ

うに､現在までに開発されている "スタイルチェッカー"は､EFLの学生には

役に立たないと思われるからである｡

最後に､CACIが学生の英作文向上に役立っことが十分に証明されてないとい

う意見 (Hawischer,1989)もあるが､教師はそのことをあまり気にする必要は

ないと思われる｡なぜなら､英語を母国語とする学生を対象とした従来のCACI

研究は､明らかに､コンピュータを使った作文は学生の学習意欲を高め､その結果､

学生の作文量が増えることを示しているだけでなく､英語を外国語とする本稿のC

ACI実践クラスでも､同じ結果を観察しているからである｡

コンピュータを使った場合の作文の質の向上等に関しては､次の研究において明

らかにする予定であるが､少なくとも､本実践においては､CACIはEFLの英

作文指導において､不採用とすべきものとは観察されず､むしろ､よりよいCAC

Iに向かって努力して行くべきことが示されたのである｡

注

I) 本稿は同志社女子大学短期大学部バーナード･サッサー教授との共同研究を

枝津が日本語論文にまとめたものである｡特に､2回生クラスの観察はサッ

サー教授の報告によるものである.貴重な報告と本稿に対する有益な助言を

賜った同教授に心から感謝する次第である｡

なお､本稿の基となる研究は同志社女子大学総合文化研究所助成によるC

AIプロジェクト研究の一環として行われた｡CACI班のメンバーは､枝

滞康代､杉野徹､BernardSusser､NicholasJ.Teeleである｡

2) PC-ゼミ･システムとはランゲージ･ラボラトリー･システムに似たシス

テムである｡教師は学生のスクリーンをモニターしたり､教師のスクリ-ン

を学生に送ったり､ある学生のスクリーンを他の学生に送ったりすることが

でき､ヘッドセットを使って学生と個別に話をすることもできる｡

3) DUETはジャストシステム社の好意により､22セットをモニターとして1

年間借用使用させて頂いた｡ここに感謝の意を表する次第である0

4) TOUCHは1課から8課まで難易度順に構成されており､各課には3-4

の練習課題がある｡課題を終える度に達成度が百点満点で評価され､画面に

提示されるようになっている｡80点以上なら次の課題に進んでよいことにし､

一ケ月後にTOUCHの練習を終えるときには､大半の学生が3課か4課ま

で進んでいた｡その時点でタイプをすらすらと打てる (目標 :20ワード/分)
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ようになったものはいなかったが､他授業で習っていることでもあり､基本

的な操作と指使いがわかれば良いことにして､タイプ練習は4週間で打ち切っ

た ｡

5) 2回生の反応は､英語で書かれた報告書を基にしたものである｡

References

Clark,BeverlyLyon.1985.TalkingaboutWriting/A GuideforTu-

1orandTeacherConferences. AnnArbor,MI:TheUniversityof

MichiganPress.

Dawe,CharlesW.andEdwardA.Dornan.1984. OnetoOrとe/Re-

sozLrCeSfoT･Con/erence-CenleT･edWT･iting. Boston:Little,Brown,

secondedition.

Gainer,Mirial∫.andMaryC.Miller.1988. "CAIandIntermediate

EnglishCompositionforUniversityStudents."PresentationglVen

atJALT'88,Robe,October8-10,1988.

Harris,Muriel.1986. TeachingOne-to-the/TheWritingConference.
Urbana,IL:NCTE.

Hawischer,GailE.1989."ResearchandRecommendationsforCom-

putersandComposition." InGailE.HawischerandCynthiaL

Selfe,eds. CriticalPerspectiuesonCoTnPulersandCoTnPOSition

lnstT･uCtioTL NewYork:TeachersCollegePress,44-69.

Mendelson,Edward.1986. "WordProcessing:AContinuingGuidefor

thePerplexed."TheYaleReview75.3,454-80.

Meyer,EmilyandLouiseZ.Smith.1987.The丹 acticalTutor. New
York:0XrordUniversityPress.

Murray,DonaldM.1980. "WritingasProcess:HowWritingFindsIts

OwnMeaning.Ih Timothy氏.DonovanandBenW.McClelland,

eds. EightApproachestoTeaching CoTnPOSition. Urbana,IL:

NationalCouncilofTeachersofEnglish,3-20.

Segal,MargaretandCherylPavlik.1985.InteractionsI/A Writing

ProcessBook.Cambridge,Ma:Random House,Inc.

Susser,Bernard.1989."ConsiderationsforComputer-AssistedCompo-

sitionInstruction."AEGISBulletin,No.8,2-5.



｢コンピュータによる英作文指導 (CACI)の実践1｣ 53

Susser,Bernard.1990."AnlntroductiontoCACIforESL/EFLClass-

es."LLA KansaiChapteT･301h AniuersaT･y MoTWgraPh滋T･ies,

Vol.3,2ト39.

ハイテクライ ト. 1988.『逆引きduet』 東京 :マグロウヒル出版.





日本人英語学習者の語アクセントの特徴

-コンピュータを用いた音響特性分析一

杉 森 直 樹

明石工業高等専門学校

Abstract

Recentprogressincomputertechnologyhasmadevariousscien-

tificresearchpossible. Therearemanycomputercapabilitieswhich

canpromotescientificresearchinthestudyorlanguage. Onesuch

capabilityisacomputer-assistedacousticanalysisorspeechsounds,

andithaselucidatedanumberofacousticpropertiesorhumanspeech.

Thetechnologyorspeechanalysishasbeenapplied to English

teachingaswell. SeveralCAIsystemsForpronunciation training,

whicharegenerallycalledspeechtrainingsystems,havebeeninvented.

Thispaperistosuggestsomeproperanderrectivewaysorpronunci-

ationtrainingusingsuchsystems.

AIsointhispaper,anacousticexperimentonEnglishwordaccent

isconductedinordertoexamineitsacousticfeaturesandtoconsider

whatisimportantForJapaneselearnersorEnglishinthetrainingor

accentuation. Theresultortheexperimentshowsthatthelearners

shouldbecarefulorthespecificrhythmicpatternsorEnglishstress

accent.

1. はじめに

音声学という研究分野の内でも最近では､コンピュータ等の実験機器を用いて科

学的に人間の言語音声の生成や知覚の機構を探る研究が盛んである｡これらの研究

には音声学や言語学のみならず､音響学､心理学､大脳医学等の多くの分野も含ま

れて､｢ことばの科学｣(speechscience)と呼ばれることがある｡コンピュータテクノ

ロジーの発達が著しい現在､これらの分野での研究技術やその成果が英語の音声教育

に応用され､新しい研究が科学的になされることは非常に意義があることだと言える｡
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そこで本論文では､前半に､この分野での音声の音響分析の技術を英語教育に応

用したものとして最近注目されつつある､コンピュータを用いた speechtraining

system*1について､そのシステムの内容や利用方法､指導上の問題点についての

考察を行いたいと思う｡後半では､コンピュータを用いた音声の音響特性分析の実

例として､英語の語アクセントを取り上げ､ストレスアクセントと呼ばれる英語の

語アクセントはどのような音響的特徴を持っているのかを分析し､またそれがネイ

ティブスピーカーと日本人英語学習者とではどの様に異なるかを調査した実験の結

果を報告して､英語らしいアクセントで発音するにはどの様な点に注意すればよい

かを考察したいと思う｡

2. コンピュータを用いた speechtrainingsystem の効果的利用法に関する

一考察

2.1.英語の発音指導へのコンピュータ導入

従来の英語教育における発音面での指導方法では､主にネイティブスピーカーが

発音したモデルとなるテープを学生に聞かせて､それを真似させたり､教師が個別

に発音指導を行って､学生の発音を主観的に評価するといった場合が多く､ヒアリ

ングの指導に比べると､この様な発音指導は手薄になっているのが現状である｡し

かしながら､最近ではコンピュータを用いた speechtrainingsystem が何種頬

か開発されてきており､学生の発音を音響的に測定して､その発音上の問題点を客

観的に人間の目で判断評価できるような､ 一種のCAlとして注目されつつある｡

そこで本章では､音声面での英語教育におけるコンピュータ利用の一例としてこの

speechtrainingsystem を取り上げ､そのシステムの構成について概説すると

共に､有効な活用法についての考察を行いたいと思う｡

2.2.Speechtrainingsystem の構成

SPeechtrainingsystem とは､従来は研究用に使用されていたコンビニ一夕

による音声の音響特性分析の技術を､発音指導用として教育用に応用 したもので､

学習者が自分の発音のピッチ等の音響的特性を目で確認することを可能にしたとこ

ろにその特徴がある｡教育用機器として人の言語音声のピッチやインテンシティー

を測定するものとしては､従来よりVISトPITCH(KAY-ELEMETRICS社製)

等がよく知られているが､最近ではそれ以外にもスペクトログラムや音声波形､指
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定した区間の時間長等も測定できるものが開発されており､パーソナルコンピュー

タを使用するものも多い｡また､河合楽器社製の PROTSと呼ばれる発音 トレー

ニングシステムは､音声の分析だけでなく､レーザーディスクのソフトウェアを併

用することによって総合的な発音指導のシステムを構成することが可能となってい

る｡図1はこれらのシステムのうち､パーソナルコンピュータをハードウェアの基

体として使用するものの代表的なシステム構成図を表している｡

図1.Speechtrainingsystem の代表的なシステム構成図

このシステムでは､マイクロフォンからの音声､又はカセットテープ等に録音さ

れた音声は､ノイズ低減用のフィルターやディジタル信号化用の A/Dコンバー

タを通ってコンピュータ本体に入力され､入力された音声信号はそれぞれ専用の解

析用ソフトウエア等でその音響特性が分析され､分析結果がCRTのディスプレイ

上に表示される｡多くの場合､キーボードの操作によって､ピッチや波形等の希望

するパラメータを選んで表示することが可能である｡学習者はモデルとなる発音と

学習者自身の発音を同時に表示して比較することもできる｡またその他にも､入力

した音声を聞きなおす再生機能が付いていて､モデル発音や学習者が吹き込んだ音

声を､希望の単語やその一部分だけ切り取って再生し聞きなおすことなども可能な

機種もある｡表1に､今回の調査で資料が入手出来たものや､業者による実物のデ

モンストレーションを見学できた speechtrainingsystem および､それに準じ
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た使用が可能な音声分析 システムをい くつか示 したので参考にされたい｡

システム名 製作会社名 価格 (定GF) 仕様

SlGA-Ⅰ ウエスタン 約¥1.em,(XX) ハードウエアはNECのPC-珊 1.ほとんどのバラメ-タが浦定可能.
ビレッジ *1 再生槻能付.音特性分析重視型.

PROTS 7trl合楽器 杓¥1,5m.OX) ⅠBM-5540,NEC PC-9枚)1
●レーザーデイス 等のコンピュータに専用の付柵 器

ク等の付散 村 を付けてfA成.モデル音声の入った

製作所 を含めると的 ソフトウエア付きなので.発音トレー

¥1,5m.OX) ニンタには効果的.再生t&能付.波形.スペクトル.ヒッチ等がd定可能.

DSP-55∝) KAV ¥4,400.000J.～ リアルタイムの鵡定義示及び再生が可能で.デュアルチャンネル入力で櫓等者のEJgTEtrics#k 発音と学習者の発音を比較することがで

ソナグラフ 丸文 (株) き,実用的.多彩な寺門的分析も可能で

版売 処棚 も速い.本件一件式でディスプレイとプリンタを撲按する.

VISⅠ- KAY 杓¥1.邪.(伽 NEC PC-9801等に専用8器とソフトウエアを嫌枕して相成.ピサ-チ.

PITCH Eleー肥trics社I ■2 インテンシティの表示.dJr7ltimの
相方′納 7 丸文 (樵) 兼定が可能.同一の舌面に指事者と

表 1. 代表的 speechtrainingsystem の例
*1:ソフ トのみでは ¥700,0000
*2:除プ リンタ

*価格 はそれぞれ ソフ トウェア, コンピュータ本体,ディスプレイ,

プ リンタ等,作動 させ るのに必要 とされる基礎的周辺機器を含ん

での参考価格｡詳 しくは各社のカタログ等を参照 されたい｡

*平成元年秋現在での価格 を表示｡

2.3.指導方法および指導上 の注意 ･問題点

Speechtrainingsystemを用 いた指導にはい くつかの方法が考え られ るが､ こ

こではその中で も代表的 と思われ る指導方法および指導す る上での注意 と問題点 に

ついて述べたいと思 う｡

この システムを用 いての発音指導 は､

1)/r/と/1/ の区別のような､ いわゆる各音素の ｢発音｣の指導｡

2)イン トネーションやアクセ ン ト等の ｢プロソデ ィ｣に関す る指導｡
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の2っに大別される｡

人間の言語音声のうち､1)の様な音声の音色､音質を決定する音響特性は､音響

音声学では図2の様なサウンドスペクトログラムというグラフで分析し､その発話

の始めから終わりまで､それぞれどの周波数帯域にどのくらいのエネルギーがある

かを時間軸に沿って調べる｡音声の音質の違いは､｢フォルマント｣と呼ばれるエ

ネルギーの集中している黒い部分の分布のパターンに示される｡よって､学習者の

発音をこれで調べれば､それがどのくらい英語らしいものかをある程度は判断する

ことが可能である｡

図2 "Ilikehottea."と言った場合のサウンドスペクトログラムの例｡

横軸は経過時間で､縦軸は周波数である (上限8000Hz)0

一万､2)の様な音声の ｢高低｣､｢強弱｣､｢長短｣に関する特性は､それぞれ､

｢ピッチ｣(正式には ｢基本周波数｣F｡)､｢インテンシティー｣､｢デュレーション｣

という音響特性で表される*2｡これらの音響特性を基準として､より大きな ｢イン
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トネーション｣や ｢アクセント｣､｢リズム｣が構成され､これらは､一般に ｢プロ

ソディ｣あるいは､｢韻律的素性｣と呼ばれる｡音響機器による分析を行えば､例

えば､ピッチが経過時間と共にどのように上下しているかを示す曲線が得られる｡

一般には､図3の様な画面をコンピュータのディスプレイ上に表示させてプロソディ

の指導を行うことが多いようである｡学習者は､自分の発音とモデルとなる発音の

ピッチやインテンシティーの曲線を見比べて､自分の発音の問題点を目で確かめな

がら､学習を進めることができる｡

I/村;TT:=.EJ=JqIB./:lL'T,,Y:dB::J.二.:≡二p:.=.=Z.=や‥C-.紘.:拷,,-三≡HzI)UR.八珊て一二‥;.¢~-pN =去.ギ二二=nLSeC 了 ＼.I..t王.ー

図3 システムのディスプレイ上に表示された､ある2音節語のモデル

(実線)と学習者 (点線)のインテンシティー (上段)とピッチ

(下段)の曲線の例o中央の2本のカーソルは DURATION 測定

用に用いられる｡

*この画面は解説の為に合成 したもので､実際の音声を表すものでは

ない｡

これらの speechtrainingsystem の登場は visiblespeech(音声の視覚化)

を可能にし､従来はなかなか困難であったプロソディの指導を容易にした点では画

期的ではあるが､実際に指導を行う際には､次の様な点に注意する必要があると思

われる｡

1)モデル音声のピッチ等の曲線はあくまでもモデルであり絶対ではない｡学習

者に自分の発音の音響特徴を見せて､その聞達点を確認させた上で､英語らしい発

音になるように指導を進めて､どの程度まで上達したかを確認するのがこのシステ

ムの目的だと言えるだろう｡また､人間の言語音声は､同一人物が同じ発話をして

も､発話の度毎に心理状態等によって微妙に変化するものであり､個人差等もある
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ので､モデルに忠実に合わせる必要はなく､またその様なこと自体不可能であろう｡

2)学習者は画面に表示された曲線や数値のみを見てモデル音声に自分の発音を

合わせていくのではなく､必ずモデルの発音を自分の耳で何度も繰り返して聞いて､

それを真似て発音しようと心がけるべきである｡また､効果的に指導するには､指

導者の側も最初は画面の.曲線にこだわらずに､何度もモデル音声を聞かせて､とに

かくそれを真似て発音するように指導すべきではないだろうか｡当然のことではあ

るが､｢目で見て真似る｣よりは ｢耳で聞いて真似る｣方が人間の言語習得には自

然な方法だと考えられ､また､ある言語音声の持っ物理的音響特性は必ずしもその

昔声が聞き手に与える聴覚的印象とは一致しない場合があり､visiblespeechで

あっても聴覚は働かさなければならない｡

3)このシステムを用いての発音指導は､イントネーション等のプロソディの場

合は､割合簡単に可能であるが､各音素の発音指導をするとなると､ある程度の音

声学の知識が教師の側に必要とされるので､(システムによってはこの為のマニュ

アルを付けているものもあるが)そう簡単には行なえず､学習者にとっても難しい

ものとなろう｡

これは､音素の発音指導は先に述べた様なサウンドスペクトログラム (システム

によっては ｢ボイスパターン｣と呼んでいるものもある)を用いて行うことになる

ので､指導をする者は英語の各音素がどの様なスペクトルのパターンを示すのかを

知っていなければならないし､スペクトルグラムを読み取れなければならない｡シ

ステムによっては､コンピュータに音声認識機能を持たせて､それによって発音を

判断評価させるシステムもあるようだが､小規模なものであり､現時点ではまだ実

用的とはいえないであろう｡このあたりの問題が今後の機器面での開発課題となる

と思われる｡

4)その他の問題点をいくつか挙げてみると､1)価格が高価である- 精密な

コンピュータ機器とはいえ､1セット100万円以上もするものがほとんどであり､

興味があっても簡単には購入できない｡2)大人数の指導が不可能- 現在のシス

テムではパーソナルユース用で､一台のシステムで一人の学習者しか使用できず､

大型のホストコンピュータから各ブースへ端末をのばすという形のものに発展しな

ければCALLとしてのLL教室での利用は難しいであろう｡

これまで述べてきたように､これらspeechtrainingsystem には､現時点で

は以上の様な問題点があるものの､従来までは大学や研究所にしか設置されていな

かった音声分析機器の技術を身近なものにしたという点で､また新しい発音指導の

方法を生み出したという点で注目に値する｡今後､多様な機器が発売され､ソフト
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面での充実が計られれば､より実用的なものに発展するであろうし､適切に使用す

れば､多くの効果的な音声面での指導を可能にするであろう｡このシステムは､本

来は､聞いただけではどうしても英語らしい発音が出来ない学生に対して､自分の

発音の v̀isualfeedback'を与えて指導を行う目的のものであるが､それ以外に

も多様な指導方法が考えられ､また､音声分析の研究用にも使用可能のものも多く､

今後､広範囲な活用が期待できるシステムだと言えよう｡

3. 英語の語アクセントに関する音響的考察

ここでは､実際に音響分析用コンピュータを用いて行った英語の語アクセントに

関するネイティブスピーカーと日本人英語学習者との音響特性分析の比較実験につ

いて報告をしたいと思う｡

鈴木､他 (1987)によると､日本人の英語の発音が英語らしく聞こえないという

理由は個々の音素の発音が悪いということよりも､むしろそのプロソディに問題点

があるからであるという報告が､コンピュータを用いた実験でなされていて､英語

の発話におけるプロソディの重要性が述べられている｡そこで本実験では､プロソ

ディの一つの要素であるアクセントについて､英語ではそれが語レベルではどの様

な音響特性によって特徴付けられるのかをネイティブスピーカーの被験者で調査し､

さらに､日本人英語学習者はどの程度までその英語のストレスアクセントを習得し

ていて､その特徴は何であるかを調べるために､高校生と大学生の被験者で同様の

音響分析の調査を行った｡

3.1.英語のストレスアクセント

英語のアクセントは､一般に､アクセントを受ける音節と､そうでない音節との

相対的強弱関係によって規定される ｢強さアクセント｣であるとされ､｢ストレス｣

又は ｢ストレスアクセント｣と呼ばれる｡Bloomrield(1933)や Jones(1960)

の定義によれば､英語のストレスとは､本質的には話者の rorceorutterance

(発話の強さ)､又は breathforce(呼気の強さ)であり､物理的特性としては音

の強さを表す intensityと結びつき､知覚的には loudnessであるとされ､スト

レス-音の ｢強さ｣という考えがなされていた｡

ところが近年になって､音響機器を用いた音響特性分析の実験や､合成音による

知覚実験がなされるようになった結果､その定義が少し修正されつつある｡という
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のは､これらの実験結果は､音の ｢高さ｣の要素が､｢強さ｣の要素よりも､生成

的にも知覚的にもより密接に英語のストレスアクセントと関連があることを示した

からであった (Fry,1958;Bolinger,1958;Lieberman,1960;杉藤､1980;

Beckman,1986)｡このことからすれば､ストレスのある音節は他の音節よりも高

く発音され､他の音節よりも高く発音された音節にストレスがあると知覚される傾

向にあるということになり､音響的には､必ずしも ｢ストレス-音の強さ｣とは限

らず､むしろ ｢ストレス-音の高さ｣ということになる｡よって､英語のストレス､

又はストレスアクセントとは､その根源的要素は､その部分を強く発話しようとす

る労力を表す息の強さであることには変わりはないが､その息の強さは､音響的に

は生成面でも知覚面でも主に ｢高さ｣の要素に強く関連し､その他の ｢長さ｣や

｢強さ｣の要素なども間接的に関連がある複合的なアクセントであると考えるほう

が適切であると思われる｡そこで､このことを検証するために､アメリカ人のネイ

ティブスピーカーと日本人の英語学習者を被験者にして､以下に示す方法で実験を

行った｡

3.2.実験

実験方法は従来の同種の実験の手法に従って､2音節からなる単語で､名詞の場

合と動詞の場合とでアクセントの位置が変化する語を選び､今回の実験では sub-

ject,content,produceの3語を実験の対象としたOこの様な2音節語の場合､

第 1音節にアクセントがくれば名詞の意味に､第2音節にアクセントがくれば動詞

の意味になる｡この様な2音節語を使用する理由は､名詞型と動詞型の2つのアク

セントの型でその音響特性を分析して両者を比較することによって､どの様な音響

パラメータがこれらのアクセントの型を決定しているのかを導き出すためである｡

本実験における被験者は､1)米国在住のアメリカ人ネイティブスピーカー5名

(男性2名､女性3名で全て大学生)､2)高校生の日本人英語学習者5名 (全て男

千)､3)大学生の日本人英語学習者5名 (男性2名､女性 3名で､うち大学院生

1名を含む)､の3グループであり､日本人の被験者は全員関西方言の話者である0

これらの被験者に上記の3語をアクセントの位置に注意して､数回練習させた後で､

できるだけ自然な形で､それぞれ単独に､名詞型と動詞型の2つのアクセントの型

で発話してもらい､カセットテープに録音しておき､音声分析コンピュータで分析

を行った｡分析に使用したコンピュータは大型の研究用のもので､日本データゼネ

ラル社製のECLIPSEシステムMV/6000である｡被験者の発話した各語におい

て分析抽出した音響パラメータは､両音節それぞれの音節核部分の､
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の､3つのパラメータである｡
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3.3.分析結果と考察

1)｢高さ｣の要素

図4は各語における､両音節の基本周波数の差をHz単位で数直線上に示したも

ので､アクセントの型にかかわらず､第2音節のF｡の最高値から第 1音節のF｡

の最高値を引いた値を示している｡従って､OHzを境に正の数値であれば第2音

節の方が第1音節より高い数値を持っていることを意味し､負の数値であれば第1

音節の方が基本周波数が高いということになる｡図中で0印で示したものは第 1音

節にアクセントのある名詞型で､Ⅹ印で示したものは第2音節にアクセントのある

動詞型の発話である｡
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図4 各語における､両音節間の基本周波数最高値(peakFo)の差 (Hz
単位)0(第2音節の値)-(第1音節の値)の公式によって数値を算

出｡各語､上段Nはネイティブスピーカー､中段Jlは日本人高校
生､下段J2は日本人大学生の被験者を示し､0印は名詞型､Ⅹ印
は動詞型を表す｡
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図4によると､日本人英語学習者はJ1(高校生グループ)､∫2(大学生グルー

プ)の両グループ共に､全ての例でアクセントのある音節の方が高く発音されると

いう結果が出ており､名詞型と動詞型とでそれぞれの数値の分布域が明確に分離し

ているので､これらの被験者は､｢高さ｣がアクセント付加の重要な要素であるこ

とがわかる｡一方､Nの被験者群 (ネイティブスピーカーグループ)の場合は､日

本人被験者に比べて両音節の高さの差が割合少ないが､殆どの例でアクセントのあ

る音節の方が高く発音されるという結果が出ており､ネイティブスピーカーもアク

セント付加を ｢高さ｣によって行っているといえる｡今回の実験結果を見るかぎり､

基本周波数の曲線のパターンも含めて､｢高さ｣のパラメータに関してはネイティ

ブスピーカーと日本人被験者との間ではそれほど差は無く､英語のストレスアクセ

ントは､音の ｢高さ｣に表れるという最近の学説を裏付ける結果を示したものとなっ

ている｡

2)｢強さ｣の要素

図5 各語における､両音節間のインテンシティー最大値の差 (dB単位)0
(第2音節の値)-(第 1音節の値)の公式によって数値を算出｡各

語､上段Nはネイティブスピーカー､中段Jlは日本人高校生､下

段J2は日本人大学生の被験者を示し､0印は名詞型､X印は動詞
型を表す｡
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図5は､第2音節のインテンシティーの最大値から第1音節の最大値を引いた値

をdB単位で示したものである｡音の ｢強さ｣の要素とストレスアクセントとの関

連については､ネイティブスピーカーにおいては､殆どの例でアクセントのある音

節がアクセントの無い音節より強く発音され､ ｢高さ｣の要素と同じくらいに､

｢強さ｣の要素がアクセントの付加に関与していると言えるが､日本人被験者の場

合はJl､∫2両グループ共に､アクセントの置かれない音節の方が逆に強く発音

されるという例が多少見られ､この場合は､｢高さ｣の要素ほどには ｢強さ｣の要

素がアクセントの型を決める役割をしているわけではないかも知れない｡

3)｢長さ｣の要素
図6には､アクセントのある音節の音節核が､アクセントの無い音節の音節核の

何倍の長さになっているかが､それぞれ示されており､数値が1.0より大きければ､

その発話ではアクセントのある音節の方が長いということを意味する0

この図によれば､ネイティブスピーカー､日本人被験者共に､必ずしもアクセン
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図6 各語における､両音節の音節核の継続時間の比率｡アクセントのあ

る音節核がアクセントの無い音節核の何倍の長さになるかを示した

もの｡各語､上段Nはネイティブスピーカー､中段Jlは日本人高

校生､下段J2は日本人大学生の被験者を示し､0印は名詞型､X
印は動詞型を表す｡
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トのある音節の方が長くなるとは言えず､ネイティブスピーカー (N)と日本人被

験者の大学生グループ (∫2)では､アクセントの位置にかかわらず､全体に第2

音節の方が長く発音される傾向が見られる｡一方､日本人被験者の高校生グループ

(J1)では､逆に第1音節の方が長くなるという結果が出ているが､これらのよ

うに､アクセントのある音節の方が必ずしも長くならないことについては次のよう

に解釈できよう｡

petersonandLehiste(1960)によれば､英語の各母音にはそれぞれ固有の本

質的長さがあるとされ､例えば母音//包/の本質的長さは330msecであるが､母

育/e/は200msecであるというように､本質的に長い母音と短い母音があると

されている｡そのため､両音節の音節核の母音の長さを比較する場合には､この本

質的長さの違いを考慮に入れる必要が出てくる｡それに加えて､英語の母音の長さ

は､隣接する子音の影響を受ける上に､語頭の音節か語末の音節かによってもその

長さは変化する (Klatt,1976;1987)ので､単純に両音節の長さを比較できなく

なるのである｡このことは､各母音の本質的高さや強さの値においても存在するが､

実験結果を見る限りでは､長さのパラメータにおいてそれが最も顕著で､その影響

が大きいと言えよう｡

しかしながら､英語のストレスアクセントに ｢長さ｣の要素が全く関連しないわ

けではなく､ある音節にアクセントが置かれれば､その音節は長くなる傾向にあり､

｢長さ｣の要素とアクセントの型との関連は､各単語によってその程度が異なり､

上記の様な複雑な条件が色々と関与した上で､ある一定の比率を境界線として､そ

の前後で名詞型と動詞型に変化するものであると考えるべきであろう(杉森､1989)0

4)日本人被験者の語アクセントの特徴

ここでは､日本人英語学習者の発話をネイティブスピーカーのものと比較し､日

本人英語のアクセントの問題点を述べてみたい｡紙面の都合もあるので､両者の差

が最も大きかった "subject"について､主に述べることにしたい｡

図7は被験者3グループのそれぞれ代表的な "subject"の発話の､音響特性を

示したディスプレイ表示である｡"subject"の/S/ を､ネイティブスピーカーは

両アクセントの型共に､強く発音している (図中1)のに比べて､高校生被験者､

大学生被験者は､それが非常に弱いことがわかる.従来､日本人の英語の発音は子

音が弱いと指摘されておりここにもそれがあらわれている｡

また､この子音の弱さは contentにおける各音節頭の閉鎖子音のVOT(Voice

onsetTime)*3の値にも出ており､ネイティブスピーカーは､アクセントのある

音節頭の無声閉鎖子音をアスピレーションを伴って発音しているが､日本人は大学
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図7 各被験者群の代表的な subjectの発話の音響特性の表示｡左が第
1音節にアクセントのある名詞型で､右が第2音節アクセントの動

詞型.各例､上段は波形表示で､その下は実線がインテンシティー

の曲線､破線が基本周波数の曲線を表す｡
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生でもこれができない傾向にある (杉森､1989)｡また､英語のアクセントの持っ

聴覚的印象を考えれば､このアスピレーションの有無も英語らしいアクセントに関

連があると考えられるだろう｡

次に､高校生の発話では､図7の矢印2で示されている様に､"subject"の発

話において､第1音節と第2音節の中間にインテンシティーの山が出来ていて

-/bu/-という余計な音節が構成されてしまっている｡これは日本人の英語の栄

音の問題点の一つであり､よく指摘される閉音節の開音節化である｡コンピュータ

による分析を行えば､この様な問題点も確認することが可能になる｡この開音節化

の現象は高校生の発話で多く認められ､矢印3で示されている様に2音節間の基本

周波数の曲線がつながってしまっているような例があるのもこのためであろう｡

4. 結論

今回の実験結果は､語アクセントというレベルではあるが､英語のストレスアク

セントがどの様な音響特性に開通するかについての最近の学説をおおむね裏付ける

ものとなっている｡すなわち､英語のストレスアクセントは､｢高さ｣を主として

｢強さ｣､｢長さ｣とも関連し､これらのパラメータの複合体としてストレスアクセ

ントの生成がなされているということを示している｡しかしながら､ストレスアク

セントの知覚に関しては､｢強さ｣のパラメータはあまり関係が無いという実験結

果が Fry(1955)を始めとして報告されており､アクセントの生成面と知覚面と

の関連を調査することが今後の研究課題で､それ以外にも､ストレスの ｢息の強さ｣

をはたして音響面だけで全面に記述できるのかどうかといった問題があることも事

実である｡ネイティブスピーカーと日本人の英語学習者との比較に関しては､今回

の数値を見る限り､大学生はかなり上手なアクセントで発音していることが判明し､

高校生でも､予想以上にストレスアクセントの特徴を習得していて､英語らしい発

音が出来ている｡これは､日本人でもネイティブスピーカーに近いアクセントが習

得できるという可能性を示すものだが､今回の実験は単語を単独に発音させた場合

であるので､より大きな文レベルでも同様の結果が出るかどうかは､今後の研究課

題である｡

今回の実験結果を分析すると､各パラメータの中で､日本人の英語学習者にとっ

て､最も習得するのか困難であろうと思われるものは､｢長さ｣のパラメータであ

ろうと予測される.英語と日本語とでは､stress-timedrhythm と syllable-



70 杉 森 直 樹

timedrhythm というように､そのリズム体系が異なる上に､音節構造も異なり､

｢モーラ｣の長さはアクセントの型には関連性が薄いとされる日本語の特性が影

響を与えているのではないかと推測される｡

日本人の英語学習者に対して英語のアクセントの指導を行う際に､アクセントの

ある音節を ｢強く｣発音するように､といったことがよく言われる｡それは､｢発

話の強さ｣という意味では正しいことなのであるが､同時に､アクセントの置かれ

る音節は､｢強く｣だけでなく､｢高く｣も発音されるということを教え､日本人の

英語学習者にはリズムも含めた ｢長さ｣のパターンの習得が重要であると指導する

必要があることを､今回の実験結果は示している｡そして､もし可能であれば､前

半で紹介したような機器を使用して指導を行えば､学生のアクセントの特徴を確認

出来て､発音上の問題点も指摘することが可能になるので､学生も納得し､興味を

持って学習することが可能ではないだろうか｡

コンピュータを用いた音響特性分析による発音上の問題点の研究や､各種の

speechtrainingsystem を用いた発音指導は､英語の音声指導を科学的かっ効

果的に行う有効な一手段であると考えられ､外国語教育におけるコンピュータ利用

の一例として､今後の発展が期待される｡

注

*1 このシステムの一般的な呼称はいろいろなものがあり､一定していない.
Speechtrainer,Pronunciationtrainingsystem 等の呼び名もあるが､

本論文では便宜上 Speechtrainingsystem という名称に統一する｡

*2 ｢基本周波数｣(Fundamentalfrequency)は､その音声の持っ物理的な
｢高さ｣の要素を表すパラメータで､Hz単位であるO機械で測定可能であり､

1秒間の声帯の振動数に一致する｡一方 ｢ピッチ｣は､音声を人間が聞いた場

合の､聴覚的な ｢高さ｣を表すパラメータであり､単位は me1(メル)であ

る｡一般に､低周波数域では､両者は比例関係にあり､基本周波数が高くなる

と､ピッチも高くなったと知覚される｡｢インテンシティー｣(Intensity)は､

音の振幅の大きさであり､音の強さ､音圧である｡単位は dB(デシベル)で

ある｡

*3 VOT(VoiceOnsetTime)とは､破裂音に関して用いられ､閉鎖の状態
の解放から声帯の振動の始まるまでの時間のことを指す｡VOTの数値は､そ

の破裂音の有声撫声､あるいは､気息 (aspiration)の有鮒 こよって変化す

る｡
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From LanguageLabtoLearnlngLab:

ChallengesoftheNewTechnologies*

DonnaHurstTatsuki

要 旨

1950年代の革新的なエレクトロニクスの発達は､語学教育にLL (Language

Laboratory)をもたらした｡コンピュータとAV技術の更なる発展と統合は､今

や再び語学教育に新しい波､対話型ビデオ (IAV､ⅠnterActiveVideoorIn-

teractiveAudioVisual)を生もうとしている｡LLを支える基本的方針が

Lado(1964)に代表される行動論的なパラダイムに支えられていたのに対 し､

IAVはLong(1980)に代表される相互作用論パラダイムに基づいている｡本稿

では､語学教育における対話型ビデオの可能性について､以下の5点から論じる｡

1)iAVは表情や身体の動き､あるいは声の調子などの非言語的情報に加え､｢現

にその場で｣生じているコンテクストに応じたコンピュータからのヘルプやヒント

を利用できるので､学習者がLlで修得した会話のコンテクスト理解の技術を､よ

りきめ細かくコンテント理解に動員することができる｡2)IAVでは､非言語的

な手がかりを利用することで､語や句を一つ一つ区切ることなく､ひとかたまりの

ものとしてその意味と機能を学習者に記憶させることができる｡学習者はいったん､

これを記憶後に､語や句の構成要素に分解して内面化をはかることができるのであ

る｡3)IAVは同じ文法的なモデルをレイザ一･ディスク上の様々な場面から瞬

時にくりかえし提示することができる｡4)IAVは学習者の初期の回答に基づい

て､それを更に探化させてゆく対話的学習を可能にする｡5)IAVは､動画と瞬

時のフィードバックによって学習者の動機づけを維持し､学習者に学習内容のコン

トロール感覚を与えることによって不安感を軽減し､快適な学習環境を保証するO

以上の点をもとに､本稿ではIAVを利用 した新たなLLすなわち､Learning

Laboratoryの可能性を論じた｡
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Breakthroughsintechnologyprovideteacherswithnew toolsfor

languageinstruction.Theinventionofaudiotaperevolutionizedlan一

gu且geinstructioninthe1950'S.The'60'sand'70'switnessedthedevelop一

meれtorvideotechnologywhichhasculminatedinlaserreadimages.

ThenumberorlanguagelearnersacceptlngCOmputeruseaSpartOr

theircurriculum hasbeengrowlngthroughthe'70'sand'80'S. Now

inthe1990'S,WiththeemergenceoHnterActiveVideo(IAV),technology

isagalnChallenglngeducatorstoreassessbasicassumptionsabout

languageinstruction.

Instructionalproceduresinearlyaudiolinguallanguagelabsre-

flectedthebehavioristvieworLado(1964).Theacknowledgementthat

secondlanguageacquisitionisdependentupontheinteractionsbetween

thelearnerandthelinguisticenvironment(Long,1980)hasspearheaded

movementtoward l̀earning'labs. Thefirstpartorthispaperwill

brieflydefinetermsthatappearlaterinthediscussion. Thesecond

partwillattempttorelateaninteractionalisttheorybasetoaconcrete

exampleOHAV.Insodoing,thispaperwillshowthatanIAVlearning

labhasmorepotentialtofacilitatesecondlanguageacquisitionthan

anaudiolanguagelab.

IAV (InterActiveVideoorInteractiveAudio/Video)hasthreelevels

ordefinition:

Level1.Alaserdiskorvideotapeandplayerinconventionaluse.

Laserdisks(LDs)storeimagesonadiskwhichcanberetrievedbya

laser.LDscomeintwoformats;ConstantLinearVelocity(CLV)and

ConstantAngularVelocity(CAV).TheCLVformatallowstheviewer

toplay,scanandrewind.TheCAVrormatprovidesmore.Theviewer

canstoponastillFrame,advanceorreverseframebyframe,number

theFramesandaccessspecificframesinstantaneously. CurrentLDs

carrymovies,featurefilmsandteachingmaterialsinavarietyordisci-

plines.Unfortunately,fewareinCAVformat.Videosegmentsatthis

levelareaccessedwithahighdegreeorteachercontrol.
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Level2.(dumbIAV)AnLD inCAV formatonly,LD playerand

computerplussoftwaretoenableaccesstospecificsegmentsframeby

frame.Thisallowsagreatertaskvarietybutmaintainshighteacher

control.

Level3.(intelligentIAV)AnLDinCAVformat,LDplayer,acom-

puter,withamonitor,keyboardanda m̀ouse'pointingdeviceplus

softwareorahighersophistication thaninlevel2. Thesoftwareis

designedtoorrermoreservices.Theservicesincludehelpscreensand

graphics.Fortheremainderofthispaper,theacronym IAVwillrefer

onlytolevelthree.

AnlnteractionalistView

Secondlanguageacquisitionistheresultofinteractionbetweenthe

linguisticenvironmentandthelearner,Inthiscasethelinguisticenvi-

ronmentisIAV.Thequalityortheinputgeneratedinthislinguistic

∈盃司

1 2 3 4

Fig.1.SceneTemplate
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environmentaffectsandisarrectedbyinternalfactorsinthelearner.

Theseinternalmechanismsinfluenceandareinfluencedbythenature

ortheinput(Ellis,1986). Thefollowingdiscussionwillstudyfive

waysinwhichthecollaborativeerrortsorthelearnerandIAVfacilitate

secondlanguageacqulSition. Exampleswillbeillustrateduslngthe

S̀crambledScenes'prototypelessonindevelopmentatKwanseiGakuin

University.Thislessonasksthelearnertoputfourrandomlyaccessed

scenesFrom amovieintocorrectorder. Thescenesareplayedby

clickingacoloredsceneboxandtheplayboxonthescenetemplate

(Fig.1).Thesceneswerechosenwithcaretoensurethattherewas

somelogictotheorder. Thefourscenesconsistofsceneyellow:a

greetlng,scenered:anargument,sceneblue:anapology,andscene

green:aparting.

1)IAVstaysonestepaheadorthelearner'sexistingknowledge.

IAVandthelearnercollaboratetokeeptheknowledgegapnarrow.

Tothisend,IAVprovidesnonverbalvisualmessages. Inaccordance

tohisneedsforcomprehension,thelearnercansummoncontextualized

help.

Non-verbalvisualmessagesgivethelistenercluesaboutthecontent

andsignificanceorsomethingsaid.Thisisareal-lifecomprehension

strategy;welistenwithoureyesandears. Iralanguagelearneris

deprivedofvisualclues,thecontextofthemessagecanbelostorat

leastobscured.With cluessuchasracialgesturesorbodyposture,

thelistenercanjudgetheleveloHormality,therelationshipsanddegree

ofinvolvementbetweenthespeakersandtheoverallatmosphere.These

observednon-Verbalclueswilldraw thelearner'sattentiontosubtle

auralnon-verbalinputlikevoicetone. Thesecluestherefore.offer

significanthelpinunderstandingwhatissaid(Ur,1984). Nonverbal

visualinputisan integralpartofthemessage.

Ⅰnthetaskathand,nonverbalvisualmessagescanhelpthelearner

tosolvethepuzzle.Insceneyellow,theexpressionofsurprisewhenthe

womanturnstoseewhohassaid"hello"andthetoneofamazement
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inhervoiceconfirmstheviewer'ssusplCionthatthisisthefirstcontact

intheirconversation.Theman'smovementtowardtheopendoorin

scenegreen,reflectsthewoman'Swordsorfarewellandthustheend

ortheircontact.Ⅰnscenered,thepunchthatthewomanglVeStheman

asshewalksawayIntensifiestheangerinherwords.TheloglCal

sequiturtothat,issceneblueinwhichthemanfollowsandapproaches

thewomanwithconcernonhisraceandcontritioninhisvoice. Thus

racialexpression,kinesicsandvocaltoneallcontributetothelearner's

understanding.

Opponentstotheuseorvideoforlistenlngpracticecomplainthat

studentsdonotunderstandbecausetheyanalyzethewordsinisolation

anddonotrelatethem tothecontextgivenbythevisuals(Ur,1984).

Thecommonconclusionisthatthelearnerissooverloadedwithinroト

mationthathehasnotimeforanythingexceptwords(Ur,1984).

Ratherthanbeingoverloadedbyvisualcontent,itislikelythatthelearn-

erhasnotbeenencouragedortrained totransfera welldeveloped

skillfrom LltoL2.Tosuggestthatvisualsaredistractingandinter-

rerewithlisteningcomprehensionislikesuggestingthata mealis

bettertastedwithone'snoseplugged. "Muchorwhatwethinkwe

taste,wesmell"(Seltzer,1978).IJikewise,itcouldbearguedthatmuch

orwhatwethinkwehear,wesee. Itisnoaccidentthatwhenwe

say Ìsee'wereallymean Ìunderstand'.

Contextualizedhelpisanoptionaltoolthatthelearnercanuseif

thematerialistooFarbeyondhislevelorcomprehension.Thehelp

iscontextualinthatwhereeverthelearnerstopsthescene,helpfor

thatparticularword,phraseoractionisprovided.A varietyorhelp

isavailable.Forinstance,thehelpcoulddefinethetypeorlanguage

functionthatisservedbythewords. Subtitlesorthedialoguetext

isanotherform orhelp.Incaseswherethedialogueiscomplicated

asimplifiedparaphraseisalsoavailable.Teachersoftenexplainthe

functionsorwords,writeoutkeywordsandphrasesandrestateconcepts

inasimplifiedmanner.Therefore,Contextualizedhelpallowsthelearner

torequestclarificationandemulatesteachertalkintheclassroom ona
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Onetoonebasis.

DonnaHurstTatsuki

2) IAVprovidesthelearnerwithreadymadechunksorlanguageto

memorizeandlateranalyze.

HumanscommunicateuslngChunksorlanguage.Oftenthechunks

aresocialformulaicphrasessuchasgreetingsandpartings.Theform

orthesechunksorlanguageismostcommonlyphrasesandclauses.

Languagelearnersacquirechunksthatoccurwiththegreatestfrequency

andthenlateranalyzethecomponentsoftheirform (Ellis,1986).

IAV enhancesthelikelihoodthatalearnerwillmemorizethese

chunksorlanguagebykeepingthelengthorthescenesshort;theyrange

betweenrirteensecondsandoneminute. Thisistoensurethatthe

SceneYellow

Man: HelloMarion.

Woman:(laugh)IndianaJones!

SceneRed

Man: Ineedoneorthepiecesyourrathercollected.

Woman:ilearnedtohateyouinthepasttenyears!

SceneBlue

Man: Marion,Ⅰ'm sorry.

Woman:Doyouknowwhatyoudidtome,tomylire?

Man: Icanonlysay"Ⅰ'm sorry somanytimes.

Woman:Wellsayltagalnanyway.

Man: Ⅰ'm sorry.

SceneGreen

Woman:Hah!SeeyoutomorrowIndianaJones.

Figure2. Scenetextsfrom ParamountPictures"Raidersor
theLostArk"(LucasandSpeilberg,1981).

numberorspeechactsandformulasinaslnglesceneissmalL Inscene

red,Forexample,therearetwospeechacts;themanmakesarequest
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andthewomanexpressesdislike(Fig.2).Therequestcanbebroken

intotwochunks;amainclauseanditssubordinate. Theexpression

ordislikeisintwochunks;astatementmodifiedbyanadverbialphrase.

Bypresentlngrevitemsperscene,IAV increasestheprobabilitythat

thechunkswillbestoredinthelearner'smemory.

3) IAV modelsspecificgrammaticalformswithhighfrequency.

Grammaticalformscanbemodelled withhighfrequencyinIAV

throughrepetitionandaccesstoalargepoolorexamples. Eachvideo

segmentinthislessonisshort.Learnerstendtoreplayshorterscenes

oftenandthereforeareexposedtoahigherfrequencyorir▲put.IAV

hasanentiremovieasadatabaseorgrammaticalforms. Computer

softwarecanparsethetext. Irthetexthasbeenparsed,Frameby

frameaccessenableslearnerstocallupmanylivemodelsoraparticular

grammaticalform.Forexample,imperativestatementsliketheone

insceneblue(Fig.2)areabundantinthismovie.Intheseways,IAV

makesalargebodyofmodelsavailablero√repeatedexposuretothe

learner.

4)IAVhelpsthelearnerbuildverticalconstructions.

Averticalstructureisarorm usedbythelearnerwhichisbased

uponwhattheinterlocuterhasusedinapreviousutterance. These

structuresareoftenungrammaticalbutareessentialdevelopmental

features.ThelearnergetsassistanceFrom IAV tobuildverticalstruc-

turesintheconsolidationpartorthislesson. Thelearneranswers

questionsabouthowhesolvedthepuzzle. Thequestionsareworded

soastomirrorthestructureortheanswer.Forexample,thequestion

"Canyouexplainwhybluecomesa一terred?''encouragesthelearner

torespond"sorrycomesafterfight". Thecomputerisprogrammed

sothatspellingmistakesandgrammaticalerrorsareIgnored.When

theresponseisacknowledgedtobecorrect,theanswerisrepeatedby

thecomputerwhomodelsproperform. Verticalstructuresarethe

requisiteForerunnersorhorizontalstructures.ByencouraglngVertical
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constructions,IAVaugmentsthelearner'sacqulSltlOnOrlanguage.

5)IAVachievestherightafrectiveclimate.

Arrectcanincludelearnermotivation,attention,anxietyandattitude.

Attentionandanxietyaretheafrectivevariablesmostdirectlyaddressed

byIAV.IAVcreatesanenvironmentwhichisconducivetolearnlng

bymaintainlngthelearner'sattentionwhilereducinghisanxiety.

Attentioncanbekeptintwoways;throughtheuseormoving

picturesandwithappropriatefeedback.Allan(1985)Observesthatvideo

providesafocusforthelearner'sattention Irthelistenercanseethe

speaker'sface,eveninprofile,hecansynchronizefacialmovementsand

mouthshapedynamicsand'tunein'onthespeaker. Although the

volumeorthespeakerdoesnotactuallyIncrease,theothersoundsseem

tora°eaway. IAV also maintainsandfocuseslearner'sattention

throughimmediate,contextuallyrelevantfeedback. Forexample,ir

thelearnerattemptstosolvethepuzzleinthislesson,hewillreceive

animmediatereaction. Correctanswerselicitthemessage"You're

right!"accompaniedbymusicortheopenlngtitles.Irthesolutionis

incorrect,acommentappearsabovetheportionthatisinerror.Thus,

themovingpicturesinthemselvesrosterfocalattentionwhileapproprlate

Feedbackmaintainsit.

AnxietycanbereducedinseveralwaysbyIAV. Learnercontrol

ortheactivityandlearnlngenvironmentlowersdebilitatinganxiety.

Thelearnercanexit,seeascene,Seetwoormorescenesintheorder

orhischoice,solvetheproblem,OrrereadJapaneseinstructionsat

anytime.Therefore,thelearnerisincontrol;heisencouragedtobe

asel一-directedlearner.IAV orrerslow riskpractice(Geddes,1981).

A一terviewingallfourscenes,thelearnercantrytoputthem inorder

byclickingthesceneboxandthenclickingthedesiredpositioninthe

four'rrames'atthebottom orthetemplate(Fig,1).Whenthestudent

haspositionedasfew astwoscenes,hecanclickpreview toseethe

scenesoneafteranotherwithoutinterruptlOn. The r̀rame'trainwill

remainonthescreenthroughoutandwillindicatewhatisandhas
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beenseen.Thelearner'sanxietyistherebyreducedbybeingallowed

topreview beforeriskingasolution. Yet,thelearnerisencouraged

totakerisksandexplorebecausewhatevertheresults,hereceives

non-threatenlngfeedback.Lastbutnotleast,IAVisentertaining.The

changesorpace,compellingvideosegmentsandsenseorbeinglnCOntrOl

makethelearnerreellessanxious aboutthelearnlngenvironment.

Therefore,thelearnercontrol,Spiritoffunandconfidentialityavailable

inIAVcontributetoananxietyfreelearningenvironment.

ThepreviousparagraphsdetailhowIAVinteractswiththelearner

tofacilitatesecondlanguageacqulSition.ThecollaborationorIAVand

learnerkeepstheinputonestepahead.Asaresource,IAV supplies

thelearnerwithreadymadechunksoflanguagetomemorizewhile

modellingspecificgrammaticalformswithhigh frequency.Theinterac-

tionbetweenlearnerandIAVencouragesthelearnertobuildvertical

constructions.Throughout,IAVcultivatesapositivearrectiveclimate

bykeepingthelearner'sinterest,reducinghisanxietyandsafeguarding

hisprivacy. Thesepointshaveseveralimplicationswithrespectto

audiolabbasedinstruction.

Audiolabscannotensurethattheinputisconsistentlyonestep

beyondthelearner,whereasIAV collaboratesonaonetoonebasis

withthelearner.Audiolabsseldomprovidelearnerswithvideoimages

butsupplypaltrysubstituteslikephotographsandstickmansketches.

Thelearnerisdenieduseoracomprehensionstrategyheusesextensively

inreallire. Thus,thelearnerlosesaccesstoinputthatisoftena

crucialaidtohisunderstanding.Granted,thelearnercanrepeataudio

materialinlabsequippedwithdigitizedmemorybutthematerialitself

isidenticalforallparticipants.IAVgivesthelearnertoolstopersonaレ

izetheinput.HelplSavailablefrom theaudiolabinstructorbutthe

learnermustcompetewithasmanyassixtyothers.Alearnerreceives

theonetoonecarewithIAVthatisimpossibleinconventionalaudio

labarrangements.

LikeIAV,audiolabsexposethelearnertolanguageinchunksand
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modelsspecificgrammaticalformswithhighfrequency.Thedirrerence,

however,isthatinaudiolabstheinstructorcontrolshowthelearneris

exposed.Theinstructorisforcedtochoosematerialsthataresuitable

tothemaJorltyOrlearners.Inaudiolabs,forinstance,learnersreceive

thesamefew minutesortapedspeech,thesameworksheetsandare

expectedtoprogressthroughthesameactivityfollowingthesame

route.InIAVeachlearnerhasachoiceoractivitiesandprogresses

throughthemrollowlngdirrerentroutes.

From LanguageLabtoLeaT･TungLab

AudiolinguallabsandIAV bothencouragelearnerstocreate

verticalconstructions. Theaudiolab,however,cannotindicateim一

mediatelytothelearnerifthenewconstructioniscommunicative.Thus,

thelearnermaybecomereluctanttotryanewconstructionbecausehe

willremainunsureofitscommunicativeeffectivenessforanuncomfor_

tablelengthortime.Thiscallsintoquestiontheaudiolab'sabilityto

maintaintherightarrectiveclimate.Audiolinguallabsdonothave

thebenefitormovingImagestO一ocusthelearner'sattention. The

feedbackavailabletothelearnerisdelayedandoftenoutorcontext.

Audiolinguallabsdopermitlowriskpracticeandallow thelearner

thecontroltorepeatthematerialbuthecannotmakehisownchoice

ofactivlty. From mypersonalobservationandexperience,audio

linguallabsdoverylittletoreduceanxietyandholdalearner'satten-

tion.

BasedonthisdiscussionitwouldappearthatIAVcandomoreto

facilitatesecondlanguageacquisitionthanaudiolinguallabs.Research

issorelyneededtostudyempiricallytherelativeerricacyoraudio

linguallabsandlnterActiveVideolearningenvironments.

Intheearlydaysorthelanguagelab,thenew technologyorrec-

ordedspeechwasregardedwithsomesuspICion.Today,unfortunately,

themedium ofvideoarousessomeorthesamedistrust. Video.in

partnershipwithcomputertechnology,cantransform thelanguagelab
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intoalearninglab.Thistransformationandsubsequentimprovements

cancomeaboutonlyifeducatorsacceptthechallengesorthenew

technologleS.

'Thisstudywassupportedbya1989KwanseiGakuinUniversityre-
searchgrant,titled"ResearchandDevelopmentoHnteractiveVideo
CoursewareForHigherEducation"(TsutomuNakagawa,Chair).
SpecialnotesorgratitudeareduetoShigeoTatsuki,whowrotethe
computerprogram andMasamiYasuda,whoorreredchallenglng
insightstoanearlierdraftorthispaper.
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『漢字教育への新 しい感触』

(日本語教育の立場から)

奥 村 訓 代

長 崎 大 学

Abstract

WeareracingaJapaneselanguageboom,andatimeForchange

instyleorJapaneseteaching. Formostrorelgn Students,tolearn

JapanesemeanstomasterKanjiandtheymustspendmostortheir

timedoingso.ButIinsistitisonlyonepartorJapaneseStudies.

Astimepasses,educationalrequestsandgoalsorrorelgn Stu-

dentswhowanttostudyJapanesearechanglngdaily. Ithinkthere

aremanynew methodsandmaterialstohelpthem study.

Iproposetheword-processor,forexample,Thereissomestrong

oppositionagalnStusingltforJapanese. In theirwritings,people

becomelazylntheirsearchforthemostapproprlateKanjibychoos-

ingtheeasiestone,takingawaythenecessltytOdiscern and think

Forthemselves.

Thus,theoppositionbelieveswillimpairourKanJieducation.

ButFortherorelgner,Ihaveroundthatuslngtheword-processoris

veryhelprulintheirJapanesestudy,especiallyforKanJl. Theycan

easilylearnthedirrernceinpronunciationsandcharacters,notethe

homonymsandseehowtheirmotherlanguageinterferesintheirlearn-

ingorJapanese.

Here,1'llexplainhow itcanbeausefultoolinstudyingJapanese.



86 奥 村 訓 代

0. はじめに

1. コンピュータ利用の目的

2.方法と準備

3.得られた効果

4. 今後の課題

0.はじめに

『漢字は悪魔の言葉だ』と言われて､もう随分久しい｡しかし､特に外国人 (欧米

系)の学習者の間では､まだこの思想が根強く因習されているらしい｡フランシス

コ･ザビエル以来この難問に直面し苦労してきた人々の努力は､未だ報われていな

いということになる｡

かっては､お隣の中国を中心に漢字圏がありそれが継続 ･繁栄されていれば日本

語も諸外国における第二外国語の位置を不動にしていたと考えられる｡ところが､

ベトナム､韓国と漢字離れが進み､そして本家本元の中国ですら簡体字 (略字)杏

使用するようになってしまい､漢字の歴史や原形をとどめているのは日本と台湾に

なりそうである｡その原因にもいろいろな要素が考えられるが､一つに母国語国民

にとっても､5万とも6万とも言われる漢字の習得が困難になったことが､まず筆

頭にあげられよう｡つまり､古い歴史と偉大な先人達に培われた表意文字の影が薄

くなり､26文字だけの表音文字がその勢力を増して来たと言える｡これは､現代

社会の生活様式自体の変化をも意味しているのかも知れない｡かつての意志疎通の

最高手段であった書簡や言の糞が､いまや､文学的色彩も色あせ､単なる伝達手段

になり下がったと言えよう｡時候の挨拶や形式ぼった手紙を書くよりも思い立った

らすぐ電話､真心の龍った肉筆からマンガチックな rax伝達法へと時代は移って

きた｡つまり､難から易への移行の結果ということが言える｡

このような現実とは裏腹に､時代の流れに逆流する人達がいる｡それが､今回テー

マとするところの外国人 (特にここでは留学生)である｡彼らは､その先人達と志

しこそ違えども､学習過程は大同小異であると言える｡今も昔も日本語イコール漢

字的発想は､いっこうに変わることなく､むしろ昨今の日本語ブームに乗って益々

不動の地位を築き始めたようだ｡彼らが､かつて漢字圏が経験したプロセスに到達

することは無いのかも知れないが､もし有るとすればそれはコンピュータの力を無

視して考えることは出来ないだろう｡
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外国人の為の日本語 (漢字)教育におけるコンピュータの有意義性とその可能性､

また効率の良さと論理性のほんの一端を､ここではコンピュータを使用している漢

字クラスから紹介していくものである｡

1. コンピュータ利用の目的

漢字と言えば､昔から白紙さえ有れば 『何度も何度も書け』といわれたものだo

中学に入学し､英語が学習科目に加わった時も我々は同様にただただ書くことによっ

てスペリングを覚えてきたように思う｡或るときは､辞書を食べると良いという噂

さえ飛び交ったものだった｡しかし､時代は目ざましい発展を遂げ､すぼらしい教

育機器がいろいろ現れてきた｡VTRやウォークマン､CDプレーヤにパソコンと

どれをみても我々の時代から考えると夢のような物ばかりである｡例えば､胸のポ

ケットに入り､音質 ･操作 ･機能ともに何の申し分も無いウォークマンOこれさえ

有れば､日本人は発音が悪いとか､英語は読めるが会話が下手だとか､実用性に欠

ける教育だとかは言われなかったような気がする｡また､家庭用VTRの普及や､

音声多重機能付きのテレビは新しい語学教育を何の抵抗もなく日常生活に与えてく

れるようになった｡本当にこれらが､我々の学生時代に揃っていてくれればと､た

だただ口惜しい｡

このように､世は正に学生の勉強天国である｡これらの教育機器を音楽ばかりに

ではなく､語学教育にこそもっと有効に用いるべきでは無いだろうか｡時代は変わ

り､道具も大きく変わった｡それなのに､学習法は依然として旧体制を堅持してい

るのはなぜか｡時代にマッチした指導方法がきっと有るはずである｡特に外国人留

学生のインテンシブ･コースにおいてはその必要性は高いと言えよう.言い換える

と､旧休制の学習法ではいくら日本にいるからといっても画期的に漢字をマスター

できるという期待は非常に薄いといえる｡

時間をかけて､ただひたすら書いて覚える時代はもう古いのではないだろうか｡

これからは､もっと時間を有効にするために漢字教育にもパソコン利用を積極的に

考えてみたい｡パソコンの持っ特質を最大限に利用することにより次のような効果

が期待できる｡1)より早く 2)より美しく 3)確実に 4)しかも平易に繰り返しが

でき 5)ゲーム性にも富んでいるため､集中力の減退を軽減するメリットがある｡

6)また､漢字圏 ･非漢字圏や､全ての学習者の個人的な能力の違いを同じクラスで

同時に､それぞれをその各人の能力に応じカバーし､高めることが可能であるo
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日本語教育における留学生のためのコンピュータ (パソコン)利用法を具体的に

考えてみることにしよう.日本語もまだ不十分である留学生にキーボードの説明や

フロッピーの使い方を説明するのは､一見無謀にすら思える節があり､ややもする

と､これは漢字教育ではなく､タイプライターのような一つの技能教育と間違われ

る可能性を持っている｡確かに当初の1･2カ月は､そのような節もなきにLも有

らずといえるが､この場合は､書式設定や文字の種頬､また､スピードを争うとい

う個人の能力を要求するものではなく､あくまでも手段として使用するものであり､

その点においては外国語教育の基本理念と共通するものがあると確信している｡つ

まり､外国語を学ぶことにより､広く諸外国の文化や歴史を学んできたがごとく､

コンピュータを使いこなすことにより漢字を早く･正しく書くだけでなく､もっと

広い意味で漢字国民の文化や歴史､また国民性を理解する方向に一日でも､いや一

時間でも早く目を向けてもらおうとする意図からであるO

では､より早く･より正確に､しかも着実に漢字をマスターする方法として､実

際どのようにコンピュータを使用していくかという点であるが､私の過去3年間の

漢字教育をそのプロセス順にワープロ専用機の場合と､現在使用 しているNEC

98シリーズのパソコンによるワープロ機能利用の場合に分けて論を進めていきた

い｡

1) ワープロ専用機の場合

漢字を大きく2つに大別すると､読みと書きになる｡それを助けるのが､意味で

あり文章把握力である｡その観点から2種類の問題形式を提示することにした｡し

かし､だからといって無秩序な漢字使用が許される訳でもなく､ここで学習の程度

と目標を明確にしておく必要がある｡

程度 :漢字2000字､常用漢字のレベルを自由に使いこなす

目標 :留学生のための日本語能力試験 1級合格

問題形式を2種類提示するといったが､この提示の仕方も2通りにしてみた｡つ

まり､1つは従来通りのプリントによる方法で､他方はワープロならではのフロッ

ピーディスクによるものである｡また､問題形式は日本語能力試験に準じ(資料1)､

選択問題にした｡

この点からすると､能力試験が要求しているのは､漢字を書くために時間を費やす

ことではなく､正しく認識ができ正確に使えることであるといえ､著者がコンビュー
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タに期待している内容と全く同じであることがよくわかる｡

問題形式1(読み方を学ぶ)

漢字 (主に2語以上の熟語)を与え､その熟語の漢字それぞれの音訓を示し､文

中でいろいろな組合せを考えさせながら回答を導こうとするもので､漢字それぞれ

の単漢字としての読みを確認すると同時に､それが熟語となると､いかに読まれる

かを考えてみようとするものであるoここでは､いわゆる重箱読みや湯桶読みの法

則を確認したり､特殊な読み方に対する可能性を模索 ･練習する場であり,それの

正誤はコンピュータがつぶさに解答を提供してくれるというのが狙いである｡しか

し､ 『有無』のような場合に 『Umu』､『Yuumu』または 『Arunash

i』と入力しても答えとして 『有無』を導きだすことができ､これでは教師の期待

とは大きく異なり､学習者が本当に 『うむ』と読むことが出来るか否かが十分チェッ

クできないので､かならず漢字を求める問題にも､その読みを求める欄を付記する

必要がある｡ (資料2)

問題形式2 (書き方を学ぶ)

読み仮名を与え､音として読めうる漢字を提示し､正しいと思われるものを選択

させるというものである｡この場合も問題になるのは非漢字圏学習者の漢字に対す

る基礎知識である｡漢字が表意文字であるというバックグランドの上に成立してい

ることを知らぬ人々にとっては､見るもの全てがクイズであり､宝探しゲームでし

かないといえる｡また､一般的に書き方のほうが､読み方より能力 ･運用面で劣る

ことは今更声を大にするには及ばない｡従って漢字の持つ意味が分からずに発音

(読み方)から漢字を導くことに抵抗があり､学生はプリントやディスプレイにあ

らわれる全ての漢字 (熟語)の意味を要求してくる｡しかし､その必要性があるの

は同音異義語の時に限定され､それ以外は､意図的に作成された当て字であり､コ

ンピュータには当然存在しないので､意味は無視し正しい音と文字の定着を図り語

嚢を増やすことに傾注したい｡ (資料 1のB)

これらの結果､コンピュータを利用することにより､どの問題をするかを各個人

が進度に合わせてフロッピー目録より引っ張りだして､他人の進度やペースに妨げ

られることなく必要と能力に応じ､何度でも繰り返し練習することを可能にする｡

しかし､そのためには当然のこととして､フロッピーディスクに前もって問題をイ

ンプットしておく必要があるが､思いの他これに時間がかかり悩まされる｡とにか

くここまで出来れば同音異義語の修得を中心とした漢字学習におけるコンピュータ

利用目的の多くを満足させることが出来るといえる｡

考えてみれば､コンピュータによる学習は煩わしい鉛筆も筆順も消しゴムも辞書
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もノートすら要求しないことになり､学生にとっては強い味方と言えそうである｡

2) パソコン利用の場合

以上見てきたようにワープロ専用機だけでも､かなり有効であるといえる｡しか

し､2年間のワープロ専用機のみの使用を通して学んだことは､いくつもの行き詰

まりであった.ワープロが有益だとはいっても､所詮ワープロはワープロでしかな

く､機能的に限界がある.そこで登場となるのがパソコンであるo｢一太郎｣とい

うソフトがパソコンをワープロとして働かせてくれるのである｡では､ワープロと

パソコンは何処が違うのかというと､なんと言ってもプログラムが組めるというこ

とである｡プログラムが組めるということは､とりもなおさずオリジナルな問題を

T･P･0に合わせて希望する形で求めることができるということにある｡だから､

既知または理解できる問題を何度も練習する無駄を省き､間違いや弱点のみを繰り

返し､しかも覚えるまで間違ったものだけを呼び起こしてディスプレイに出るよう

にプログラムし練習できること｡個人の学習記録のみを問題用とは異なるフロッピー

に保存でき､機種もワープロほど多くないので､その保存したフロッど-の一般性

が高く､操作にもその分苦労しなくてもよい｡実際の所､当方では､ワープロ専用

機として東芝のルポを使用していたが､一年違うと同じシリーズでありながら､フ

ロッピーに互換性がなく､読み込みや印刷様式の指定方法や操作方法が異なったり､

キーボード自体に違いがあったりで､指導上困ることが多かった｡その点､NEC

の98シリーズなら､少々型が古かろうがワープロとして使用する分においては､

殆ど差し支えはないといえるので､現在は一人一台の割でNECの98を使用して

いる｡しかし､一見充実し､学び易くなったかに思えるパソコンにはワープロ専用

機以上の課題がある｡それは､有効に使おうと思えば思うほどプログラムが複雑に

なるだけでなく､いわゆるプログラム言語と呼ばれるものをマスターしなければな

らないからである｡ベーシックで書くのは､比較的容易であるが容量やスピードに

問題があり､かといってC言語は使いこなすまでに時間がかかり､やはり文化系の

教員には荷が少々重い感が残る｡その意味では､早く､いいソフトが多量に開発 ･

販売されることを待ち望む以外に方法はないのかも知れない｡

3. 得られた効果

ワープロ､パソコンを通して多くの効果が得られたことになるがそれらの中で特
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に言及に値するものには次のようなものがある｡

1) 言文不一致の法則 (話し言葉と書き言葉の違いが理解できる)

今までの漢字教育といえば､大抵が漢字のみを書かせたり読ませたりするもので

あったが､ここで言うパソコンを利用した漢字教育においては､パソコンを辞書代

わりに使用するばかりか漢字を文章で学ぶ関係で､文書作成能力を培い作文教育に

も通じるところがあり､話し言葉と書き言葉の違いが自然に修得できる｡つまり､

『言う』は 『Yuu』ではなく『Iu』であるを知りえるばかりではなく､『今日は』

が 『Konnnichiwa』や 『Kyouwa』ではなく 『Konnnichiha』

とか 『Kyouha』とインプットすることなどが学べる｡また､『ときどき』『た

びたび』なども､『時時』､『度度』と書かないで 『時々』､『度々』と書くという習

慣すら学びとることが自動的にできる｡

2) 聞こえるもの全て善ならずの法則 (発音に注意深くなった)

つまり､要求されている言黄が長音なのか短音なのか､無声音なのか有声音なの

か､はたまた清音なのか濁音なのか半淘音なのか､物音なのか直音なのか､促音な

のか接音なのかが正確に認識され､正しくタイピングされなければ求められている

漢字が発見できないのであるから､自分の過ちにいやでも気づくし､またコンピュー

タは非常に忍耐強く､人それぞれの過失癖を毎回興奮することなく､丁寧に､確実

に､生真面目に訂正してくれる｡

3) 立体化の法則

いままでの､ただひたすらノートに書いて書いて書きまくり､手で覚える学習方

法からキーボードをタイプすることにより文字を入力し､色で目に訴え､音で耳に

刺激を与えるという､いわば平面的な学習法から立体的な学習法へと移行すること

により､人間の五感をフル回転させ､さらにゲーム的要素を多大に含んでいるため､

学習者の集中力と興味を高める｡

4) 文節変換の法則 (資料3)

言葉を特に文章で与えると､どこで区切るかが分からない学生が意外と多いのに

気付く｡それは英語のように､単語を一つ一つに分けて書かない日本語の特徴のせ

いである｡従って､いわゆる単語と単語の境目が分からないことを言うのであるが､

パソコンを使用するようになってから単語を辞書形で考えるようになり､語尾変化

や助詞に対する注意力が向上した｡

5) 乱筆無用の法則

小さい頃より『字は人格を表す』と言われ､乱筆乱文を悔やんだものである｡欧

米の国々においても乱筆は問題化されており､早くからタイプライターの発達をみ
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るに至った｡それと同様のことが､やっと遅ればせながら日本語にも起こりづっあ

る.ワープロやパソコンが､一家に一台の時代となり我々日本人すら助けられてい

るのであるから､留学生や外EEl人における日本語学習､特に漢字を書くという煩わ

しい行為から開放感が､しいては日本語学習意欲向上へとつながるのである｡

4.今後の課題

現在市販され､即利用できるソフトに服部セイコー社の ｢BasicKanjiBook

l&2｣と日本語CAI研究会のソフトがある｡前者は､その名の通り漢字500字

をマスターするために筑波大学のメンバーで構成 ･開発されたソフトで､後者は初

級日本語として名古屋大学の ｢ACourseinModernJapanese｣に準拠した漢

字1088字と文法1425題のソフトを､Disk-Basic版と MS-DOS版の両方で提供し､

また中級日本語として筑波大学の ｢日本語表現文型Ⅰ･Ⅱ｣に準拠 した105種類の

基本表現と1084の文法問題を提供している｡そのほかには汎用 ･練習用ソフトがあ

る程度で､英語などの他の言語に比べると著しく少ないといえる｡また､外国人の

日本語学習目的と要求はさまざまであり､1･2種類のソフトがあるからといって

安心し､満足できるものではない｡それぞれのニーズに答えるものは､やはりそれ

ぞれの機関や関係者でプログラムされるに勝るものはないようである｡

最後にここで､私のクラスにおける今後のコンピュータ使用の可能性と改善点を述

べておきたい｡

1) 可能性 (より広い使用法を求めて)

上記､言文不一致の法則でみたように､書き言薬と話し言葉の異なる点に注目し､

パソコンを Dictationや Hearingに活用し､より一層の書き言葉としてのE]本

語定着を計りたいものである｡また､発音矯正にも活用したいものだ｡

2) ニーズに答えて

プログラム学習を容易にするので学習者の目的に合わせた到達目標が設定できる｡

また筆順や細部の拡大など､教師が黒板で行う一連の行為をプログラムにセッティ

ングすることも必要であり､漢字の意味も学習者の必要に応じて容易にピックアッ

プできるようにしておきたいものだ｡

以上のように､コンピュータが､特に外国人の漢字教育に与える影響力は大きく､

無視できないものであり,今後の教材開発と共に音声入力なども一般化 ･低コスト

化され､ますますコンピュータは普及し､文字は視覚的なものへと変容していくと
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考えられる｡ただ､あまり視覚化が進むと､漢字本来の意味や成り立ちが忘れられ

そうであり､やはりコンピュータを利用し諸費や漢字を増やし､知識としてインプッ

トした後は､書くことによって定着と確認をはかる一連の学習工程､つまり練習過

程でのコンピュータの価値を大きく認めながら､最終チェックとして､今までの書

くという行為の必要性も強調するものである｡

資料 1

A.次の文の下線の漢字 (漢字とかな)の読みを､それぞれの1･2･
3･4の中から一つ選びなさい｡

高齢化社会の影響で､若い人の冒険心が薄れてきている｡理想もなく積

極的に社会にかかわろうともしない｡現状維持を願う若者に､独自性にあ

ふれた社会建設ができるだろうか｡

1) 高齢 1､たかとし 2､たかれい 3､こうとし 4､こうれい

2) 冒険 1､ぼけん 2､はけん 3､ぼうけん 4､ほうげん

3) 薄れて 1､うすれて 2､はくれて 3､かくれて 4､きれて

4) 理想 1､りしょう 2､りそう 3､りそ 4､りおも

5) 独自 1､ひとじ 2､ひとみず 3､どくじ 4､どくみず

B.次の文の下線の部分の漢字 (漢字とかな)を､それぞれの1･2･
3･4の中から一つ選びなさいO

しょくりょう品は､せんどがたいせつです｡冷凍した物でなければ､次

の日には味も落ちてしまうので､一日でねだんもずいぶんちかってきます｡

できれば閉店直前に買うというのが､一番得な買い方です｡

1) しょくりょう1､食量 2､食良 3､食領 4､食料

2) せんど 1､鮮度 2､選度 3､先度 4､戦度

3) たいせつ 1､大事 2､重要 3､大切 4､大節

4) ねだん 1､価格 2､価値 3､値段 4､値費

5) ちがって 1､違って 2､臭って 3､差って 4､別って
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次の熟語に正しい読みがなをつけよ｡

単 漢 字 の 読 み 執 語 よみがな

1) 翠 ;そつ､そつ､しゆつ､すい

せつ､りつ､ひき

先 ;さき､せん､まず

2) 口 ;こう､く､くち

詞 :ちよう､ちゆう､しら､ととの

3) 追 ;い､ゆい

注 ;学習する漢字や熟語は別紙プリントにて提示

資料3

次の文章を意味を変えないで､できるだけ漢字混じり文にしなさい｡

こんにちは､みなさん｡わたしは､いま､ワープロでかんじのべんきょ

うをしています｡かんじは､かけることがたいせつですが､そのまえにた

だしくよむことを､まなばなければなりません｡おとと､いみのわかるか

んじは､きっとはやくかけるようになるでしょう｡そのために､まいにち

ほうかごワープロのれんしゅうをしています｡



高等学校の英語教育におけるLL装置利用の

現状分析とコンピュータ利用の将来

並 松 善 秋

大阪府教育委員会

Abstract

Thenumberorlanguagelabsinstalledinhighschoolshasnot

grownmuchinthelastdecade.Englishteachershavenotbeenableto

reachtheconclusionthatlanguagelabsareeffectiveinteachingEnglish

totheirstudents.Theauthorattemptstolookforreasonsbyanalys-

ingfivelessonswhichemployalanguagelaboratory.

Asforcomputers,thespeedoftheirintroductionintoschooleduca-

tionwillbemuchfasterthanthatoHanguagelabs,becausetheNew

CourseorStudystronglyencouragestheiruse.

Statisticsshowthatparentsareverykeenontheintroductionor

computersintoschools. Theytellus,too,that82% orthestudents

rind"learningwithcomputersrun"andmanyteachersarewillingto

takeCAIcoursesintheirin-servicetraining. Werealizethatinorder

tointroducecomputersinto schoolswemustquickly develop CAI

software,whichwillbedifficult.

Theauthorconcludesthatteachersbeginningtouseanyteaching

aidsorequlpmentSShouldusethem skillfullyandconstantlyfora

certainperiodortime.They mustusethem withaclearpurpose,

enthusiasmandrul上understandingorhow theyshouldbeused.
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1.現状分析

並 松 善 秋

(1)10年後

落合 (1980)の ｢LL設置校においても､LLのような機器を通じての指導法に

違和感､苦痛感を抱かない教師は､平均して10人中1-3人であろう｡｣という指

摘は､10年後の今もたいして改善されていないようである｡手元の資料では､昭和

63年度末におけるLLの全Eg整備率は公立高校28.3%､公立中学校23.9%にとどまっ

ている｡近年の東京都や大阪肘のような積極的な設置の動きもあるが､同統計によ

れば､公立高校において整備率が50%を超えているのは､7肘県と9政令指定都市

である｡

(2)LLの必要性に対する認識に変化がみられるか｡

LL設置率が高等学校よりも低い上に､週3時間体制が中学校英語教育に敷かれ

たため､高校に入学してくる生徒の多くがLLとは何か､LLにおける授業とはど

ういうものかを知らない｡教育状況としては苦しい立場の中学英語教育によって､

｢英語嫌い｣になりつつある高校新入生は､幸か不幸かLLに対して何の偏見も持っ

ていない場合が多い｡だからそのような生徒にLLについて､正しい認識を持たせ

るのも偏見を抱かせるのも､高等学校の英語教師ということになる.

おおまかな分類をすれば､高校新入生には､①LLの授業を当然のものとして､

自然に英語学習のなかに受け入れて行くタイプと､②訳読が高校英語の授業である

と思い込んでしまうタイプの二つがある｡

筆者が､かつて高校 1年の英語授業に関する印象を生徒に書いてもらった中には

次のようなものがあった｡

(質問事項)中学校と比べて､高等学校の英語の授業で ｢これは良い｣と思うこ

とを挙げてください｡

Oテープを使う

o英語で話すことが多い

oLL授業がある

oLLはいかにも実践的

o外国で本当に役に立っのはLLの授業だ

｡友達と会話の練習が出来る

｡文法が詳しい

o静かな授業
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これらの回答の中に､高校新入生たちの学習ニーズを読み取ることができる.高校

生は基本的にはLLの授業を歓迎している｡しかし､英語科教員の中ではLLの授

業に対する評価や認識がまちまちなのである｡(1989年5月)

｡入試受験指導の邪魔 (もっと長文読解力をつけるための授業時間数が必要で､

LL独自の時間のために過1時間も取られるのは痛い)

oうちの生徒のレベルでは､LLは無駄

0校務に忙しいのにLLを入れると余計に多忙になる

O過 1回程度なら､やらないほうがまし

O教室にテープレコーダーを持ち込んだ授業とどれほどの違いがあるのか疑問

o教員間の共通認識で合意が得られない

o故障､盗難､落書きが心配

｡評価が問題

D今までLLを使ったことがない

我がLLA誕生より30年を経過した現在においても､英語教員のLLに対する認識

は､それほど､変化していないO

(3)LLは不用ではないかという疑念

例えば竹蓋 (1989)は､RepeatLearningSystem と呼ばれるカー ドプレー

ヤーを使う方法､教師が何の機器も使わず､自分の発音と説明だけで教える方法､

LLを使う方法の3種類の実験的指導結果では､得点の平均上昇率でみて一番よかっ

たのがリピーターを使った場合 (35%)で､次が教師だけの場合 (33%)､LLを

使った場合 (29%)であり､リピーターとLLの得点差 (6点)は､有意差がある､

という報告が出されており､とり方によれば､やはりLLは無駄なのかという結論

に短絡される危険がある｡Rivers(1981)も1970年の調査ではかならずLもLL

を使うと効果が著しく出たという結果は報告されていない｡そこであさらかにされ

たことは､テープレコーダーは必須の機器であることと､教師の力量によって成功

が左右されるということである､というようなことを書いている｡LL装置導入の

要求や､LL装置を用いた授業を行うことをdiscourageする言葉として扱われ

かねない｡

果して､パソコンの英語教育への導入の場合は､上記のような疑念を払拭するこ

とができるのであろうか｡

(4)学問に王道なし
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科学的研究を提唱する竹蓋 (1989)は､｢私は使える英語をものにしたいという

英語の学習者には3台の機器を使いっぶしなさいと忠告することにしている｣､｢そ

れにしても現在の科学では外国語を数日や数カ月でものにできる保証はどこにもな

い｡そこで日本人英語教師が学習者に与え続ける動機づけの力に期待するものは大

きい｡｣と述べている｡

JulianDakinが1973年初版の著書 TheLanguageLaboratoryandLan-

guageLearningの中で､"Wearestillinthedarkaboutthenatureor

languagelearnlngandorthelearner."と言っていることは､今もあては

まるようである｡だからこそ､｢科学的｣という言葉を冠するか否かは別にして､

外国語学習の際には､先ず教師が信念と熱意と技術を持って､テープL/コ-ダ､ビ

デオ､パソコン､LL装置等を継続的に､徹底して活用すること以外に外国語習得

の近道はないようであるO教師の実践と､それにも増して学習者自身の意欲と継続

に負うところが大きい｡幸いパソコンは故障が少ない機器であること､LL装置以

上に生徒が個別学習に没頭しやすいこと､効果がありそうだという新しい魔法を持っ

ていること､世論の支持を得ていることなどの点で､LLの場合よりも教師に活用

を迫ると同時に､生徒が楽しみながら学べる要素をたくさん持っている｡

(5)教員研修の重要性

LL装置が学校にあるのだが､ひどい場合は､学校にはテープレコーダーがある

のだが､若い教員が使おうとすると､うちの生徒には必要ありませんと先輩の教師

にたしなめられることが､今日でもあるという｡

昭和61年11月30日の朝日新聞に次のような大阪の高校生 (17歳)からの投書が載

せられた｡｢-前略-私の高校では､先生は生徒に教科書を読ませ､訳させます｡

発音や訳しまちがえればしかられます｡でも先生は正しい発音の仕方など前もって

教えてはくれません｡また､先生が文を読んでも､まるで日本語読みで､生徒たち

とほとんど変わらないのです｡-中略-学校で和訳だけさせ､発音もさせず､試験

の答案に採点だけをし､点数が悪ければしかるだけなんて-､本当に私は納得でき

ないのです｡｣

これを読む者は､現職教員の研修の必要性を痛感するとともに､この高校生にこの

ような思いをさせないで済む高校での英語教育を与えてやりたいと思う｡教育機器

等をうまく活用しながら生徒を満足させる授業を行いたいと考える｡

現在では､教員の資質及び指導力 ･技術の向上のために様々な現職研修が行われ

ている｡
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教育機器の活用研修についても､47県市がパソコン教育及びパソコンを利用した

教育に関する研修を行っているが､需要に研修が追いっかないほど､参加希望が急

増している｡しかし､教科指導を中心としたパソコン研修の充実には､予算的にみ

てももう少し時間がかかりそうである｡

LL研修については､24都道府県において何等かの形でLL研修が行われている

が､受講者のニーズが多様化していることO理論よりも授業に直結する研修を希望

していること｡AETの増員に伴いLL研修そのものへの関心が低下していること｡

などが問題点として挙げられているが､筆者は､LL研修の充実も従来に増して必

要であると考えている｡

日本教育会大阪支部が平成元年7月に行った1684名の教員対象の調査では､｢教

育センター等で行うパソコンなどの教育メディア活用研修の増加を望む｣者が82%

あり､｢パソコンやVTRのソフト教材について､教育センターなどが開発､提供

をすることを望む｣者が84%となっている｡

また､｢より広く､きめ細かな学習指導を進めていく手段として､コンピュータ

の利用は有効であると思う｣者が､教員全体で56%､校種別では､盲 ･聾 ･養護学

校70%､高校59%､小学校58%､中学校53%､幼稚園43%となっているO

東西の比較の意味で､東京都立教育研究所研究紀要第33号に掲載された昭和63年

10月～12月実施の352名の教員対象調査を見ると､｢コンピュータは学習推進のため

に有効だとはいえない｣を否定するものが60.8%で保留が30.4%である｡しかし､

｢コンピュータが導入されると､ますます仕事が増える｣を肯定するものが44.5%

に達している｡｢コンピュータがなくても､十分に教育効果を上げることができる｣

を肯定するものも52.7%ある｡

(6) LL授業の現状

ここ1-2年で､筆者が実際に見たLL装置を使った授業を紹介し､パソコン等の

新しい機器導入の際の問題点と､研修の課題を探るヒントとしたい｡

①A高校

家庭での予習を前提としており､授業は落ち着いた調子で進み､生徒の応答も比

較的正解が多かったが､教師の日本語での説明が目立ち､生徒同志の活動はなく､

リスニング及び読解の練習が主休で､スピーキングの訓練は全くと言っていいほど

行われなかった｡

アナライザーを利用し､正答率をすぐに知らせてやるのは生徒に人気があった.

Dictationをさせた後､OHPを利用して､生徒の英文を皆で検討する方法も行
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われたが､担当者の巧みな指導技術がよく現れていた｡

②B高校

生徒は音声テープを聴きながら､テキストの空所を埋めたり､書取を行うのであ

る｡その後正解が教師から出され､生徒各自でチェックするのであるが､音声だけ

の正解なので､生徒の中には綴りを間違ったまま放置しているものもいた｡その後､

教材提示装置を通じビデオに映る絵を使って､先はど聴いたテキストの例文に関連

した内容について､担当者が生徒に個人的なことがらを質問した｡テキストの内容

や例文と離れることもみられたが､この質疑応答は､見ていて楽しかった｡年輩の

担当教員と熱心な生徒の人間的触れ合いを感じた｡生徒の学習意欲が高いために､

何等問題視されないのであろうが､50分間ずっと生徒全員ヘッドフォンをつけたま

まであった｡リスニングとスピーキングのバランスのとれた授業であった.

③C高校

AETとのティームティーチングをLLの授業で行う仕組みを取っている｡市販

のLL用音声教材の一部を文字で復元したものとAETが自作したものをプリント

して､毎回配付している｡

-ッドフォンを通して英文を一度だけ聞かせた後､いきなりAETがそれについ

ての英問を行うのであるが､生徒は答えを求めて隣の人の方に助けを求めるケース

が多く､なかなか正解が出てこないので､日本人担当者が､質問を日本語に訳

す｡それでもAETに向かって答えを出さないので､しびれを切らしたAETが正

解を自分で言う｡その後､日本人教師がもう一度､質問と答えを日本語で確認させ

るのである｡隣と雑談を始める生徒の数が増えてきた頃を見計らって､AETが､

guesswhatのゲームを始めた｡AETの大げさな身振り手振りや､豊かな表情

もあって､多くの生徒が生き生きと反応し､正解が多かった｡正解が出た後も､日

本人担当者は､そのゲームでのやり取りの文を日本語で再現した.50分の授業の間

生徒が-ッドフォンを着用したのは､合計5分程度であった｡

④D高校

ここでの教材は､NHKテレビ英語会話を録画したものを使用していた｡まず復

習テストとして､前回放送のテキストの一部をプリントし､数カ所覚えるべき文の

所を､空欄にしておき､宿題として暗記してきたとおりに書かせ､その後に､教材

提示装置を用いて正解を示し､生徒同志で採点及び訂正をさせる｡そして新教材の

導入に入る.生徒の手元には､一日のテレビ放送文の英文が全てプリントされ､重

要な暗記すべき表現のところが､数カ所空白になっている｡それを時間の許す限り

ビデオを見せて､穴埋めさせるのである｡多くの生徒は画面を見ながら求められて
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いる英文を復元することに困難を感じていたようだったが､生徒たちは一様におだ

やかな表情で､50分間にわたるビデオ視聴のLL授業を受け終えた｡ここに設置さ

れているLL装置はAAC型であるが､この授業では､スピーキングに関わる活動

は一切行われなかった｡

⑤E高校

1クラスを2グループに分け､半分を1人の日本人教師がLL教室で､後の半分

をAETと日本人教師のティームティーチングで授業を行っていたoLL教室では

英国の出版社が製作したビデオ教材を用い､スクリプトを生徒に持たせ､空欄を埋

める作業を行っていた｡人数が20名程度なので､日本人担当者は､-ッドフォンを

使わずに生徒に直接次々に質問を英語で行い､生徒も割合にリラックスしながら応

答をしていた｡生徒が独自に自分のブースで練習を行う時間は､特に設けられなかっ

た｡担当者が喋りすぎの感はあったが､英語を使って終始授業を展開し､日本語の

使用は最小限にとどめられていた0-万のティームティーチングの教室では､テレ

ビ番組のビデオの一部を話題にして､TPRの手法を用いた授業が展開されていた｡

ここでも人数が20名程度なので､机の配置変えも行われていた｡

2.現状を踏まえた英語教育方法の将来

パソコンによって､成績処理を行ったり､ビデオを制御したり､文字を入れたり

することや､テレビ問蓮集的にコンピュータを使ったりパソコン通信としての活用

は実験的に現在でも行われているが､従来のLL装置活用をも敬して遠ざけている

教員が多い中では､-ードの普及に比べその実質的活用の速度は少し落ちざるを得

ない｡

CAIがよく行われていると言われているのは､専門学校や学習塾においてであ

り､パソコン専用教室やLLの設置を最も華やかに写真入りで紹介しているのは､

学校や大学案内のパンフレットである｡パソコンを設置した部屋やLL装置は労少

なくて外国語が習得出来るような幻想を抱かせるのであろう｡

カセットテープL/コ-ダーが各家庭にはほ行き渡った時代の到来が ｢英語が出来

る｣大量の生徒を生み出さなかったのと同様に､パソコンが各家庭に行き渡る時代

が近い将来きたとしても､｢英語が出来る｣生徒が大幅に増えることにはならない

だろうということを恐れているのは筆者だけではあるまい｡

それでは､活路が全くないのかと言えばそうではない｡LL装置の整備のスピー
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ドに比べ､パソコンの場合は､昭和60年度から ｢教育方法開発特別設備整備｣､平

成2年度から新たに公立小 ･中･高校のパソコン整備 5か年計画による国庫補助

(財政力指数1.00を超える都道府県を除く)が整備の速度を助けている｡高校にお

いては､数学､物理､家庭科の科目の中にはコンピュータそのものについて学習す

ることが､平成6年度に実施が開始される学習指導要領に位置づけられているもの

もあるので､-ードの整備は急務である.目の前に機器があれば､全くないよりも

使おうとする人の数が増えるのはまちがいないからである｡

この点で､従来におけるLLの場合とは事情が異なる｡

(1)行政先導型のパソコン教育

｢情報機器が高価であり貴重であると感じている世代は､教室に機器を持ち込む

ことについてためらいを感じる｡｣､｢一般社会では､職場のなかにコンピュータを

はじめとする情報機器が確実に浸透しつつある｡仕事の関係で情報機器に触れなけ

ればならない状況が増えている｡しかし教師の世界はそれを外部から強制されるこ

とはない｡教師の職業は､外部での変化にたいして､自分の意識や行動を変化させ

なければならないような事態になることの比較的すくない職業である｡したがって､

進取の気質が旺盛でなければ情報機器は導入されない｡･.･中略･.･機器の利用は､理

論として正当であるから推進されているのではなく､現実的には行政的あるいは政

治的･経済的など､はかの理由によって推進されたり､いろいろな制約によって､

阻害されたりしながら､学校教育のなかに具体化されている｡｣と西之園時夫が述

べているように､教師以外の様々な事情で新しい機器の導入が行われてきた｡パソ

コンについては特にその観がある｡身近に例をとってみても､今から10年も前に､

先進的な1人か2人の教師が､自分の学校に1台のパソコンを入れるのにどれだけ

のエネルギーを必要としたか｡周りを説得するのに非常に苦労した｡大阪府の場合

5年前にLL装置を申請して翌年に自分の学校に設置されると信じた人がいただろ

うか｡簡易LL装置が1年に2校しか設置されない時代にあっては､10校の申請が

出された場合には､5年後に設置されれば上出来で､まして､フルラボを申請しよ

うという気持ちなど涌いてこなかったのが本音であった｡しかし､教育機器につい

ては､時代は変わった｡

(2)意識調査

平成元年12月5日～平成2年1月10日に大阪府教育委員会が､中学校在学生の保

護者､府立高等学校在学生の保護者､村立高等学校卒業生 (卒業後7年以内)及び
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生涯学習活動者のそれぞれ500名を対象に行った ｢高校教育と生涯学習に関するア

ンケート｣の結果によると､府立高校で今後充実すべき施設 ･設備として最もニー

ズが高かったのは､｢パソコン教室､LL教室 (語学演習室)､視聴覚教室などを充

実する｣で54.5%と過半数にのぼっている｡

これを属性別にみると､中学生の保護者の場合62.3%､府立高校生の保護者の場

合56.8%､府立高校卒業生の場合47.8%である｡全ての年代別､性別でみても､

｢パソコン教室､LL教室､視聴覚教室｣が第1位となっている｡

府立高校に設置すべき新しい学科としては､｢外国語科｣が76.2%､福祉関連学

科54.4%､体育科19.4%､理数科15.7%となっている.属性別では､高校生の保護

者の82.1%､中学生の保護者の75.4%､府立高校卒業生の73.3%が ｢外国語科｣を

府立高校に設置すべき学科としており､地域別､性別､年齢別を問わず同じ傾向と

なっている｡

この意識調査の結果をみると､大阪府立高校における英語科教員の今後のとるべ

き方向も自ずと理解できるのである｡この傾向はおそらく全国的に普遍性をもって

いるではなかろうか｡

(3) -ードとソフト

大阪府立高校におけるLL装置の設置は平成2年度末で63校となり､目下フルラ

ボの充実を継続中である｡ビデオ編集 ･映写システム配置校は75校になる｡パソコ

ンLANシステム (16ビット生徒機48台)については新学習指導要領の実施前まで

普通科高校への設置を継続するというように､-ードの充実が急速に行われるよう

になった｡平成元年度末の現在､大阪府立高校には､8ビット単体25台を設置して

いるのが19校､16ビット単体25台を設置しているのが35校､16ビットLANシステ

ム生徒機48台を設置しているのが9校であり､昭和47年に開始したLL装置整備と

昭和59年に始まったパソコン配置の数がほぼ並び平成2年度末では追い越されるこ

とになる｡それに伴って､それぞれに活用を図るための委員会を設置しソフト面で

の研究も平行して行っている｡

-ードの面で現在難しい点は､機種の選定であるO予算を最も有効に使い､学校

における教育効果を最大限に図る｡しかも､将来の動向をも見極めながら､教え､

使う人の希望にできる限り添うことが求められる｡大きな買物をする場合には､最

も気心の知れた夫婦間でも意見の違いが出るように､すべての人を十分に満足させ

る機種というものは､予算とも関係して､存在しないのではないかとの思いを強く

する｡また､その-ードを使って何を行うのかということが､機種の決定を大きく
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左右するのは当然であるが､ソフトの面での立ち後れが目立っていることとも関連

して､これこれのソフトを使って (作って)これこれの授業を行いたいので､この

機種がはしいという議論にはなりにくいのが実状である｡この種の議論が出される

必要がある｡

機器の設置を申請する学校が多くなったことは喜ばしい現象である｡ところが､

一方では､教員のコンセンサスが得られないと言う理由で､設置の辞退を申し出る

学校もある｡その理由の主なものは､教員に過重負担になるというものである｡

文部省は平成2年度2,300万円の予算で ｢学習用ソフトウエアの改善開発研究｣
を民間団体に委託する｡大阪府立高校においてもコンピュータ活用教育の推進を図

るため平成2年度のパソコン用試行ソフトの研究開発を行う事業に570万円の予算

措置が行われている｡英語教育におけるパソコン活用に限っても研究発表としての

パソコン教育の段階を脱していないわけだが､速読演習､単語学習､文法の繰り返

し学習､キャプション入りビデオなどの面に､教員独白のソフト開発が行われてい

る｡これを授業に取り入れている教師は､他の重要なことを犠牲にしながら行って

いるに違いない.--ドはよく目立つが､ソフトはその開発の墓に隠されている膨

大な知恵とェネルギーが正当に評価されにくい面が確かにある｡人と時間に対して､

更に多くの予算措置が望まれるところである｡

平成元年3月の財団法人コンピューター教育開発センターの ｢市販教育用ソフト

ウェア調査｣によると､外国語の場合､幼稚園就学前用が5本､中学校用が48本､

高等学校用が15本となっており､特に高等学校用のみに限ったものは少ない｡また､

各学校､生徒の実態に合っていないので､ほとんど利用されないという状態である｡

また､学校の教員が開発したもののなかには優れたものもあるが､個性の強いマニ

ア的なプログラムが多く､他の教師や他の学校では利用しにくいという問題点があ

るのも事実である｡しかし､プログラムの開発には､膨大な時間が必要であるため､

個人の教師が行うには限界がある｡

幸い､この1年間の動きからみても､各パソコンメーカーをはじめ､教育関係の

各出版社の教材ソフト開発は積極的なものがある｡今後､よい教材が出回る可能性

は大きいと言えよう｡また､国立教育研究所の教育情報センターに構築されている

｢教育ソフトデータベース｣は､既に全国の自主開発教育ソフトを検索するための

基本システムとして､教材ソフト開発の支援ツールとしての機能を果たしていると

いわれている｡大阪肘においても､現場の教員の援助を行うために､同様の計画を

持っている｡
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(4)繰り返し学習とCAI

先進的実験校の報告書 (文部省､1989)によれば､82%の生徒がコンピュータ利

用の授業を楽しいと思い､そのうちの28%は非常に楽しいと思っていると報告され

ている｡他にも ｢受身だった生徒が､教師に質問する機会が増えた｡授業に目を輝

かせて取り組む｡友達の意見を聞いて柔軟に物事を考えられるようになった｡授業

に極めて意欲的である｡授業後30分もするともじもじし出した落ち着きのない生徒

がパソコンだとかなり集中力を持って取り組む｡敬遠しがちな反復練習を楽しみな

がら取り組む｡｣等の報告が､各地の教員から報告されているのを読むと､CAI

は現状の学校教育状況を打ち破るきっかけになることは､間違いなさそうである｡

プリントの問題をやると5分でいやになるのに ｢電子ページめくり機｣を使って

同じ問題をやらせると､知らぬ間に30分集中出来た､ということであれば､少々コ

ストは高くつくが､教育効果は上がったと言える.良い教師と良い教育マシーンに

共通することは､｢やさしく｣教えてくれ､何度聞き直しても嫌な顔を見せない､

しかも返答に時間がかかっても待ってくれる､その上30%も正解しようものなら誉

め言葉も言ってくれる ｢やる気｣を起こさせてくれる人 (機器)という点である｡

この点でCAIの優れたソフト開発とその利用が待たれるところであるが､仲佐

(1989)は､自分が経営する学習塾での経験を基に､｢CAIの問題点は､出来る生

徒はより出来るようになり､出来ない生徒は思ったほど進歩しない｣と報告してい

る点の分析も必要であろう｡同氏の言を借りれば､｢教師はコンピュータ導入前に

生徒たちをいかにして､自学自習ができるところまで高めることができるかが､コ

ンピュータ学習が成功するか否かのカギを握っているといっても過言ではない｣と

いうことである｡このことは､そのままLL装置やAETの導入の際にも当てはま

る｡

3.結 論

(1)進取の気質を持っ教師

CAIによって教育の個別化が実現し､集団教育の中では十分に満たされなかっ

た平均値から隔たった理解度を持っ生徒に対しても､それぞれの理解度に適合した

教材と進度で教育できる可能性が生まれた｡しかし､学校本来の機能は集団の中で

の切礎琢磨であるO英語を使ったコミュニケーションを図ろうとする積極的な態度

の育成などは､LL装置やCAIの導入だけで成功するものではない｡先に紹介し
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た5校のLL授業のように､検討及び改善すべき課題も含んでいるが､とにかく先

ず教師がやってみることが貴重なのである｡使いながら機器活用教育を体系化して

洗練していくことは重要なことである｡

AETが日本人教師とともにLLやパソコンを使うのは ｢お金の浪費｣であると

いうことは言わないほうがよい｡日本の教育設備がすこし余裕を持ち始めたと考え

ればよい｡

(2)生徒に可能性を信じさせる教師

ビデオ､パソコン､AET､テープレコーダー､短期海外研修等によって､どん

どんと英語教師の周りの外堀が埋められてきた｡後の望みは小人数クラスの実現か､

指導時間数の倍増か､それとも長期海外研修の制度化実現かQこの中で小人数クラ

スの実現を願うのは当然のことであるが､5年後､10年後にも案外､英語教育の敵

は､教師自身と学習者自身の中に住んでいるのではないかという気がする｡

大槻説平は､｢CAI(ComputerAssisitedInstruction-コンピュータを補

助に使って教師が教えること)の適用限界を字義通りに認識して､辞書や顕微鏡を

使うのと同様に､よいコースウエアを先生の指導のもとに活用すれば､従来の教育

の方法とは異なった個別教育のための新しい方法が生まれる可能性があるのではな

かろうか｡｣と述べているが､筆者もCAIをこのレベルで捉えている｡

例えば､LL装置が持っ多くの機能のうち､アナライザーだけを徹底して活用す

るだけでも､教師の生徒理解や授業の評価が変わるであろう｡パソコン教室でワー

プロソフトとプリンターを活用して英作文 (自由作文､和文英訳)を徹底すること

が生徒に学習への意欲をかきたてるきっかけを与えるであろう｡ついでに言えば､

｢コミュニケーションA､B､C｣の授業にビデオカメラを持ち込むことによって

授業を活性化できるのである｡

(3)課題

LL､パソコン教室のレイアウトは従来の型を脱することも必要であろうが､教

室というものの固定観念を変えるには､時間がかかるようだ｡
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1. コンピュータと集積回路

1946年に完成したENIACという世界最初のデジタル ･コンピュータ (以下､

コンピュータと省略)には約19,000本の真空管が使用されていました (特許裁判で

1937年から1942年にかけてJohnV.AtanasorrとClirrordE.Berryによって

発明されたものが世界最初であることが判明)｡大変な電力を消費し､そのため熟

を発生し､真空管の寿命を短くしてしまうので信頼性の低いものでした｡

この真空管の働きをシリコンやゲルマニュウムといった半導体でおきかえたのが

トランジスターで､電流の｢増幅｣と電流を流したり止めたりする ｢スイッチング

機能｣をそなえています｡ トランジスターは､小型 ･軽量であることにくわえ真空

管のような発熱によるトラブルの心配もなく､とても速く電流のオン･オフができ

るのです｡このオン･オフが速ければ速いほど "頭の回転の速い"コンピュータ

がつくれるのですから､半導休の発明は､蘇ってもない技術革新であったわけです｡

1.1.演算素子 ･記憶素子 (メモリー)

コンピュータの "計算をする"回路は演算回路といい､この回路をもつ半導体

のことを ｢演算素子｣とよびます｡データを記憶する回路をもつものを ｢記憶素子｣

とよびます｡｢ICメモリ｣､｢メモリーチップ｣､あるいは単に ｢チップ｣とか ｢メ

モリー｣とよんだりもします.トランジスタで演算用とデータ記憶用の回路をっく

れるので､コンピュータの小型化 ･高速化が可能となったのです｡

いくつかのトランジスタで1つの基本回路をっくりますが､この回路を一つの半

導体素子で実現したものをICといいます｡いったん ｢回路を集積する｣というア

イデアを思いっくとあとはどんどんいくつものIC回路を一つの素子に組み込む回

路の数をふやす競争が始まります｡この半導体回路の集積度の進歩の移り変わりを

おおまかに見ると､つぎのようになります｡

年代 名称 q!吋rQ'

1940年代 (transistor) 夷空管 1本と同じ働き

1960年代 IC (集械回路=

lntegratedCircuit) タと同じ働き

LSl (高雄拍回路:Circuit) 数千個の トランジスタと同じ働き

超LSI(超高雄柏回路=

表1 年代別によるICの集積度
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1.2. ワンチップCPU

大型コンピュータ (メイン･フレームとも呼ばれる)はいまでも､集積回路をい

ろいろ組み合わせて演算回路をっくっています｡ この演算回路全体は､中央演算

装置とか CPU(CentralProcessingUnit)とよばれますが､これをたった

1つの超 LSIで構成したものをワンチップCPUといいます｡1971年にアメリカ

のインテル社が日本の会社の依頼で開発したi4004というLSIが最初のものだと

されています｡このころはマイクロ･プロセッサ (microprocessor)とよばれて

いたので､これを使った小型コンピュータはマイクロ･コンピュータ (microcom-

puter)とよんだのですが､日本ではマイ･コンという名前でよばれていました｡

もちろん今日のパーソナル･コンピュータにも､このワンチップCPUが利用さ

れているので小型 ･軽量化ができるのです｡さきほどのi4004は4ビット･タイプ

のものですが､パーソナル･コンピュータ用にはその後､8ビット､16ビット､32

ビット･タイプのCPUが開発されてきました｡

国産パーソナル･コンピュータの高級機には､16ビット･タイプのCPUが使わ

れています｡国産の16ビットCPUもありますが､主流はインテル社のi80286と

いうものです｡ほかにアメリカのモトローラ社製の68000シリーズのものがありま

す.また最近の最高級機には､インテル社のi80386やモトローラ社の68030という

32ビット･タイプのものが使われ､ますます高性能なものとなってきています｡こ

れからも新しい素子が開発されていくことでしょう｡

1.3.MIPS

コンピュータの性能を比較するのは非常に難しい問題なのですが､その性能を評

価する尺度のひとつに､MIPS(MillionlnstructionsPerSecond)という単

位が用いられます｡これは整数の演算を1秒間に何百万回できるかを示すものです｡

インテル社のi80386(20MHz)は3-4MIPS､モトローラ社の68030(20MHz)

は8MIPSはどの性能があるとされています｡この整数の演算という表現が唆味で､

各社のMIPS値の算定規準が統一されていないのでいちおうの大まかな目安程度

に考えるのがよさそうです｡

理工系の大学や研究所でよく用いられてきたアメリカのDEC社のVAXll/780

という高性能ミニコンピュータがコシビュータの性能比較の規準としてよく用いら

れます｡このコンピュータの性能をlMIPSとし､はかのコンピュータの性能を相

対比で求めます｡
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1.4.FI.OPS

科学技術計算では整数演算だけでは事足りません｡当然複雑な計算をするわけで

すから､浮動小数点演算というものが使われます｡この計算をプログラムを書いて

ソフトウエアでおこなうのと､浮動小数点演算専用の回路を-ードウエアでおこな

うのとではそのスピードはまるで違ってきます｡MIPSという尺度では､科学技術

計算をするときのコンピュータの性能を正しく反映できません｡そこで科学技術計

算をおもにおこなうスーパーコンピュ-タの性能比較には､浮動小数点演算を1秒

間に何回おこなえるのかを示す FLOPS(FLOatingpointinstructionsPer

Second)という単位が用いられます｡ちなみに1990年に発売が予定されているク

レイ杜のCRAY･C190というスーパーコンピュータは､最高16ギガFLOPS(ギ

ガは10億を示す)の性能があると発表されています｡

1.5.キロ･メガ ･ギガ ･テラ

大きな数を示すのにつぎのような単位が用いられます｡

1キロ(kilo)-103-1,000

1メガ (meg&)-106-1,000,000

1ギガ(giga)-100-I,000,000,000

1テラ(tera)≡1012-1,000,000,000,000

コンピュータ用語として､640Kバイト､1,2Mバイト､20MHzといったような

使い方をします｡以上のはかにペタ(peta)､エクサ(exa)といったとても大きな

単位があります｡

1.6.ミリ･マイクロ･ナノ･ピコ

微小なものを示すのにつぎのような単位を用います｡

･ミリ(血illi) -10~3=忘

1マイクロ(micro)-10~8-

1ナノ(nano) -10~9-

1t='=(pico) = 10-12-

1

1,000,000
1

1,000,000,000
1

1,000,000,000,000

このほかにフェムト(femto)､アト(atto)というもっと小さな単位もあります｡

コンビ.1-夕の性能を､ある計算をするのに1秒の何分の-かかるのかという方法
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もあります｡1ナノ秒というと､10億分の1秒ということです｡さきほどのクレ

イ杜スーパーコンピュータの記憶素子には信号処理速度が8ナノ秒の日本製のメモ

リーが使われることになっています｡1ナノ秒間に光は約30センチしか進まないの

です｡

1.7.ピット･Jtイト

ビット(bit)は､2進数の1桁を意味するBinaryDigitの略語です｡コンピュー

タは2進数演算をおこなってデータ処理をしていきます｡2進数はコンピュータの

論理回路にかかる電圧の ｢高･低｣にちょうどうまく対応し､2進数の 1̀'と･0･

で表現しますOデータとしての数字 ･文字をもコンピュータ内部では2進数で表現

します｡ただ1桁の2進数では2つの ｢状態の違い｣しか表現できないので､8桁

の2進数で英数字を表現しています｡この8桁の2進数をバイト(byte)とよびま

す｡《図 1〉にその様子を示してあります｡四角の枠のなかが､ある瞬間にコンピュー

タから見える電流の電圧の変化です｡ちょうど8つの電圧の山と谷のつながりが見

えるようになっています｡

0 1 00 0 0 0 1

｢ ー ｢

l l
ー_｣ ｣_- _

｢ ~ 一 一 ｢
l l
_｣ ｣__

図1 コンピュータ内部のデータ表現

1.8.アスキーコー ド

パーソナル･コンピュータではアスキー(ASCII)とよばれる記号体系が用いら

れています.《図1》の状態はアスキーコードだとして解釈すると À'という英文

字を表現していることになります｡アスキーコ-ドというと､AmericanStand_

ar°CodeforInformationInterchangeというもとの名前からすると､コー

ドが2回でてくるので少し妙な具合ですが､オリジナルの英語でもASCIIco°es

という表現があるので安心して慣例にしたがうことにします｡

さて､《図1》の電圧変化のパターンを 0̀100･0001'と8桁の2進数で

表現するのですか､これでは人間に理解しにくいので､そこで左の4ビットと右の
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4ビットに分け､2桁の16進数表現 (hexadecimalnotation)に読みかえます｡

電圧変化のパターンとその2進数表現､またこれを16進数での読みかえるとどうな

るか､そしてそれぞれのパターンが対応している文字 ･記号を (表2》に示してあ

りますO

2進数 16進数 英数記号 2進数 16進数 英数記号

0011.0000 30 0 OlOO.0000 40 ㊨

0011.0001 31 1 0100.0001 41 A

0011.0010 32 2 0100.0010 42 a

0011.0011 33 3 OlOO.0011 43 C

0011.0100 34 4 0100.0100 44 D

0011.0101 35 5 0100.0101 45 E

0011.0110 36 6 0100.0110 46 ど

0011.0111 37 7 OlOO｡0111 47 G

0011.1000 38 8 OlOO.1000 48 H

0011.1001 39 9 0100.1001 49 Ⅰ

0011.1010 3A 0100.1010 4A ∫

0011.loll 3B OlOO｡lOll 4B I(

0011.1100 3C < 0100.1100 4C L

0011.1101 3D 0100.1101 4D M

0011.1110 3E > OlOO.1110 4E N

0011.1111 3F ? OlOO.1111 4F 0

表2 ASCIIコードの一部抜粋

人間の使う記号 ･文字 ･数字は､2つの背番号を持っているというふうに考える

といいでしょう｡さきほど述べたようにコンピュータは､8桁の2進数単位でデー

タ処理をしていきます｡これが1つめの背番号です｡2つめの背番号は､プログラ

マーに理解しやすいように2桁の16進数に最初の背番号を読みかえたものです｡こ

の背番号の数字の大小を比較することで､英語の単語をアルファベット順に並べか

え(sort)たりすることができるのです｡

1.9. 2進法

《表2》の最初の2進数の部分を上から下に順番に見ていってください｡一段ご

とに1ずつ数が増えていっています｡つまり｢1を足している｣のです｡桁上がり
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の要領に注意をして見てください｡2進法の足し算は､つぎの3つのルールで行わ

れます｡

0+0- 0

0+1- 1

1+1-ll

1.10.16進法

つぎに16進法の桁上げのルールはどうでしょう｡16進法では1桁で0から15まで

の数を表します｡1から9までは10進法と同じように､1から9の16進数で表しま

すが､10進数の10から15まではAからFの一文字で表現します｡つまり0､1､

2､3､4､5､6､7､8､9､A､B､C､D､E､Fという順序になります｡

そして､

F+ 1-10

という桁上がりをします｡

日本のJIS規格もASCIIに準拠しています.8ビットでは､256種類の異なっ

たパターンを表現できますから､数字､大文字 ･小文字のアルファベット､記号､

データ通信用の符号を表現してもまだ余裕があります｡この余裕部分に JISの場

合は半角の片仮名文字をあてているのです｡

1.ll.2バイ ト･コー ド

漢字を表現するのに8ビットの背番号では役に立ちません｡そこで16ビット､つ

まり2バイトの背番号で漢字を表しています｡16ビットは8ビットの2倍だなんて

単純な計算をしてはいけません｡なるほど桁数は2倍ですが､16ビットだと

16ビットで表せる状態の総数 -216

つまり､65,536種類のパターンをっくれるのです.だから当用漢字や常用漢字程度

の数の字母はじゅうぶんに表現できるのです｡32ビットで表現できる種類の総数

は､つぎの式でもとめられます｡一度計算してみてください｡その数の大きさに

驚かれるはずです0

32ビットで表せる状態の総数 -232
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そう､ちょうどあの懐かしい､｢今日から向こう30日間､一文倍増 しにて､お金

をいただきたいのです｡本日は一文いただきまして､明日は一文の倍の二文をいた

だきます｡明後日は二文の倍の四文､そのつぎの目が四文の倍の八文という具合に､

毎日毎日､二倍増しにして三十日間いただきたいのです｣という､太閤秀吉も一ケ

月後の金額に驚いたという曾呂利新左衝門の噺と同じてのものです.

倍々ゲームで新左衛門が30日目に受け取る金額は､229文､つまり526,870,912文

となります.総額だと230文 (1,073,741,824文)です｡32回続けると総額は232-

4,294,967,296文となります｡これは 0̀'と 1̀'だけを組み合わせて､32桁の

背番号をっくるとすると､4,294,967,296人分の背番号ができるというのと同じ理

屈なのです｡

1.12.情報量 (エントロピー)の単位ビット

ビット･バイトの項の 《図1》は､8ビット･タイプのパーソナル･コンピュー

タのCPUがなにか計算をしているある瞬間に見ることのできる範囲を示していま

す｡これが16ビット･タイプのものだと､16の電圧の谷と山､つまり16ビットの情

報を1回で処理できるということです｡さらに32ビット･タイプだと､一度に32ビッ

ト分の情報を扱えるということです｡

いま32ビット分の ｢情報量｣と書きましたが､情報理論では情報総量は､｢ビッ

ト｣という単位で表されるのです｡そしで情報総量にはエントロピー (entropy)

という名前がつけられています｡シャノン (ClaudeE.Shannon)がつぎの式で

表したものです｡

H=-K∑ p.lo g p .1=1
(1)

1.13.エントロピーとテストの項目分析

語学教師の生活に式 (1)は､いっけん無縁な数式に見えますが､テスティング

の項目分析の分野で多肢選択問題の難易度をもとめる尺度の一つに使われています｡

例えばっぎの問題を46名の学生に与えたとしましょう｡

Dr,WeaVerw8S8StOundedtohearhissecret8rySanswer.

A.gre8tーycried ( 0)

B.gre8tlyi∩furiated ( 0)

C.gr88tlysurprised (43)

表3 ある多肢選択問題と回答者数
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( )内の数字はそれぞれの選択肢を正解だとした学生数だとします｡式 (1)

のp.というのは､この場合には選択肢 iを選んだ学生の受験者総数 (N-46名)

にたいする割合を意味しています｡それぞれの選択肢を選んだ学生の割合は､つぎ

のようになります｡

p̂ =% -o
0

pB=有 =0
43

pc=J訂 砧0･935
3

pD=有 村01065

対数は2を底としたものを使います｡するとp.log2P.は､つぎのようになり

ます｡(ただし､pl-0のときはpilog2PL-0)

p̂ log2P.4-0×log2P̂ =0

pBlog2PB=0×log2PB-0

pclog2Pc-0･935×log20･935--0･090

pDlog2PD-0･065×log20･065--0･256
ill

式 (1)のKは定数なので､K-1として計算します｡∑ pilogpiというのは､
I-I

上でもとめた4つの数をすべて足すという意味ですから､この問題のエントロピー

｣打 は､つぎのようにもとめます｡

H--1X(0+0-0.09010.256)-0.346

ただし式 (1)が成り立つには､｢学生全員がいずれかの選択肢を選択している

こと｣という条件があります｡無回答がある問題のエントロピーは､今までの方法

でもとめても無意味なものとなります｡また選択肢の数が違う問題のエントロピー

を比べて､問題の難しさを論じることも無意味です｡なんらかの理由で回答しなかっ

た学生がいる場合には､無回答も選択肢の1つとして扱うこともできます｡その場

合にはテストの全問題について同じ対処をしないと､エントロピーをっかっての難

易度の比較対象はできません｡ただ無回答を選択肢の1つとして数えるというのは､

数学的に微妙な問題だと思います｡

求めたエントロピーの数値が小さいほど､その間題はやさしかったと解釈してい

いでしょう｡この間題の情報量は､受験者46名には､0.346ビットで表現できるも
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のであったということです｡

I.14.実糞選択肢致

しかしこれではわたしたちの日常的な感覚ではピンときません｡ところが問題の

選択肢がどれだけ学生をまどわせるのに役立ったかを客観的に表すためにエントロ

ピーをもちいるとその価値が分かります｡

有効にはたらいた選択肢の数 -2H

さきほどの H-0.346を式 (2)に代入してみると､

(21

20346Ri1.27

が求められます｡ 《表3〉のそれぞれの選択肢と回答者数を見比べてください｡4

つのうち1.27選択肢が有効に機能した､という指標は､われわれの日常的な感覚に

も納得のいくものであることがお分かりでしょう｡これは､とりもなおさずエント

ロピーがたんなる数学的遊戯でないことを意味しているのです｡

2. コンピュータの基本ソフト

コンピュータにキーボードから入力したデータは､コンピュータ内部のメモリー

に2進数の情報として記憶されるのですが､このデータはコンピュータの電源を切

ると消えてしまいます.計算の答えさえでればいらないデータもあるかもしれませ

んが､やはりデータは保存をしたいと思うのは人情です｡いくらコンピュータの計

算が速いからといって､同じデータを何回も計算のたびにキーボードから手で入力

していたのでは､かえって能率が悪くなってしまいます｡

2.1.ポー

そこでマイコンの時代には､普通のカセット･テープにデータを保存していまし

た｡1秒間に300ビット(-300ポー)のデータを記録できるものでした｡1秒間に

伝送できる情報のビット数を ｢ボー(baud)｣という単位で示します｡一本のテー

プにいくつものプログラムやデータを記録すると､テープの最初から目的のプログ

ラムやデータが記録されている部分を探していくのでとても時間のかかるものでし

た｡

最近では ｢ポー｣のかわりに ｢bps(bitspersecond)｣という表現も使われ



124

ています｡

北 村 裕

2.2.シーケンシャル･アクセスとランダム ･アクセス

ファイルの先頭から順番にデータをさがす方法を､ ｢シーケンシャル･アクセス

(sequentialaccess)｣法とよびます｡いっぽう音楽用の CD のように聴きたい

曲の番号をコントロール･スイッチで選ぶと､すぐに曲の頚だLができるものをラ

ンダム･アクセス方式とよぴます｡とうぜんランダム･アクセス法のほうが能率が

いいわけで､プログラムやデータをランダム･アクセス方式のファイルとして記録

できるフロッピー･ディスク装置と-ードディスク装置が急速に普及してきました｡

2.3.DOS

ディスケット(diskette)とか､フロッピー･ディスク (floppydisk)あるい

は単にディスク (disk)と呼ばれるものにデータを記録 (save)したり､読みだ

し (load)たりするのにもそのためのプログラムが必要です｡また記録したデー

タやプログラム (いずれもファイルと呼ばれたりもする)に名前 (ファイル名とか

ファイル･ネームと呼ばれる)をっけておくと保存 ･再利用のときに便利ですが､

やはりプログラムが必要です｡このようなデータをディスクに記録したりするのに

必要な基本的なディスク管理プログラムをDOS(DiskOperatingSystem)と

よびます｡

2.4.OS
ディスクのみならず､キーボード･画面 ･プリンタ-といった装置をすべてファ

イルという概念であっかい､コンピュータの機能を利用 ･管理する基本プログラム

を集めたものを OS(OperatingSystem)とよんで､DOSとは区別します｡そ

してこの基本プログラムの一つ一つをコマンド(command)といいます｡

パーソナル･コンピュータ用の主要なDOSやOSには 《表4》にあるようなも

のがあります｡

2.5.シングルタスク vs.マルチタスク

《表4》の機能という項目のなかのシングルユーザーというのは､1台のコンピュー

タは1人しか利用できないという意味です｡マルチユーザー (multi-access)と

いうのは何人かで同時に1台のコンピュータを利用できるということです｡またシ

ングルタスクというのは1台のコンピュータでは1つのプログラムを使えるという
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名称 CPU ビツI 特徴

CP/M80 インテル社のi8080サイロク杜のZ80 8ビット シンダノレユーザー.シングルタスク

OS/9 モトロ-ラ杜の6809 8ピッTL マノレチェーザー.マノレチタスク

CP/M86 インテル社のi8086慕 16ビツー シングノレユーザー.シンダノレタスタ

MS-DOS インテル社のi8086莱 16ビット

OS/68000 モトローラ社の68000シリーズ 16ピッT./32ビット マルチユーザー.マルチタスク

P/M68 モトロ-ラ社の68000シリーズ 16ピッTL

MSOS/2インテル社のi80286/8038616ビット/32ビットシンダ人/ユ-ザ-.マスチタスク

XENⅠⅩ インテル社のi8086系 16ビット マノレチユーザー.マルチタスク

UNⅠX インテル社のi80386I.p-ラ杜の68020/6803 32ビット マルチユ-ザ-.マルチタスク

表4 ノヾ-ソナル ･コンピュータで使える主なDOS/OS

のにたいし､マルチ ･タスク (multiprogramming)というのは､1台のコンピュー

タで同時にいくつものプログラムを実行させることが可能であることをいいます｡

OS/9は､8ビットCPU用(実は8ビットと16ビットの中間的な もの)にもか

かわらず､1980年代の初頭にすでにマルチユーザー ･マルチタスク機能を備えてい

たのですO ミニコンピュータ (minicomputer)用の UNIXが同 じ機能をもって

います｡ ミニコンピュータは､名前こそミニとついていますが､これは大型コンピュー

タ (mainframe)と比べて小さいという意味で､パーソナル ･コンピュータよ

り,はるかに高性能なものなのです｡そして最近ようや くインテル社の16ビット･

32ビットCPUにマルチタスクが可能なOSが搭載可能となって､これからマルチ

タスクが普及 しようとしているのですから､いかに OS/9が先進的なものであるか

がうかがえます｡

2.6.互換性

《表4》にはあげていませんが､IBM社のIBM PC用の PCDOSは､MS-D

OSと基本的には同 じものです｡IBMPCのモデルとPC-DOSおよびMS-DOSの

版の関係は､つぎのようになっています｡
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発表年 Models PC-DOS MS_DOS

1981 IBMPC 第1.0版 第1.0版

1982 第1.1版 第1.25版

1983 IBMXT 第2.0版 第2.0版

第2.01版

第2.11版

1984 IBMAT 第3.0版 第3.0版

第3.1版 第3.1版

1986 第3.2版 第3.2版

1987 第3.3版 第3.3版

表5 PC-DOSとIBM PCの発展

pc_DOSとMS-DOSが同じといっても､コマンドとその機能が同じというこ

とで､DOSを構成しているプログラムの中身はまったく別ものです｡ですから

pcIDOSの記録されたフロッピーを国産のMS-DOSマシ-ンで作動させること

は出来ません｡

2.7.MS-DOSフォーマット

しかしフロッピーのフォーマットが同じなので､IBM PCで作成 した英文の文

書ファイルを､PC-9801で読むことが可能です.コンピュータにしろワープロに

しろ新しいディスクだとそのままではデータを記録できません｡ディスクの初期化

あるいはフォーマッティングという操作をしてはじめて使えるようになります.節

しいディスクはちょうど白紙のようなもので､これに磁気的にノートのように罫

線をひくことを初期化とよんでいます｡MS-DOS用のフロッピーには2D (320K

/360K)･2DD(640K/720K)･2HD(1.2M)の3種類のフォーマットがありま

す｡

最近のワープロは､文書ファイルをMS-DOS標準テキストファイルに変換する

機能を備えているようになってきたので､ワープロで作成した英文やデータをIBM

pcやPC-9801といったパーソナル･コンピュータで読み書きできます｡またそ

の逆も可能です｡ (ただしワープロ用のフロッピーをMS-DOS形式で前もってフォー

マットしておかねばなりません｡ところがMS-DOS形式でフォーマットできるワー

プロ機種はほとんどないのでワープロ用フロッピーをパーソナル ･コンピュータで

フォーマットしておかねばなりません)
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2.8.AXマシーン

IBMPC用の利点は利用可能なソフトの圧倒的な数です｡ところが漢字が使え

ないので､日本ではIBMPCのユーザーの数は多くはありません｡ところが AX

マシーンとよばれる国産機は､PC用のソフトが使え､しかも漢字も使えるように

設計されていますOメーカーがAX協議会を結成し､そこで統一規格を決めて各

社が独自にハー ドウエアやソフトウエアを開発 ･販売 しています｡Gram-

matikHIや各種英文ワープロソフトを使いたいが､日本語ワープロソフトも利用

したいときには､-ードウエアの二重投資がさけられるのでありがたい存在だとい

えます｡

2.9.UNIX

AT&Tのベル研究所で開発されたUNIXの特徴は､先に述べたように､マル

チユーザー･マルチタスクが可能なことです｡これまでにさまざまな改良が加えら

れて､何種頬もの版がありますが､AT&Tが開発したものとバークレー校がこれ

に改良を加えたものとに大別されます｡最近､この二つを統合したものが開発され

ています｡

AT&TはUNIXを大学に手数料程度で配布してきたので､アメリカの大学や

研究機関で広く使われています｡コンピュータによる文書作成を開発目的にして完

成されたものなので､英語教師にとっても d̀itrorr'､s̀tyle'､s̀pell'といった便

利なプログラムがたくさん含まれ (bundle)ています｡

3.コンピュータと音声 ･画像

コンピュータはおもに数字･文字をデータとして扱ってきましたが､｢音声｣や

｢画像｣もデータとして処理できるのです｡コンピュータにとっては電圧の ｢高 ･

低｣だけが処理可能なデータなのです｡｢音声データ｣にしろ､｢画像データ｣にし

ても電圧の変化に対応する2進数データにしてコンピュータに入力できれば処理が

できるようになります｡

3.I.A/D変換･I)/A変換

アナログデータをデジタルデータに変換する装置を A/Dコンバータ (Analog/

DigitalConverter)､その逆にデジタルデータをアナログデータに変換する装置

をD/Aコンバータ (Digital/AnalogConverter)とよびます｡
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音声の研究にコンピュータを利用する場合には､まずマイクから音声をとりこん

で､A/Dコンバーターで音声をデジタル化 (digitize)します.音声波形は ｢連

続した｣ものですが､A/Dコンバーターはある一定の周期ごとに音声を計測 しま

す｡1秒間に計測する回数をサンプリング周波数 (samplingrate)とよびます｡

分析したい音声の特徴が含まれている周波数の2倍にサンプリング周波数を設定し

ます｡母音のみならず子音の微妙な特徴まで分析をするには､20KHzのサンプリ

ング周波数で A/D変換する必要があるといわれています｡ちなみに音楽用 CD

は､48KHzのサンプリング周波数で録音されていますo音の ｢高低｣という特徴

にはサンプリング周波数で対応するわけです｡

音にはもう一つの ｢音の強さ｣という特徴があります.A/Dコンバーターは､

計測した音声の ｢連続した｣音の強さを､ ｢段階分け｣された ｢整数値｣として特

徴抽出します｡音の強さを ｢段階分けされた整数値｣で表すことを ｢量子化(dig-

itize)｣するといいます.《図2》のグラフは音声がマイクで電流の変化に変換さ

れたようすを図示しています｡

振幅

図2 アナログ･データの例

この電流の変化をA/Dコンバーターに入力すると､《図3》のように計測が行わ
れるのです｡《図3》の等間隔で現われる縦の線が量子化されたデータを表してい
ます｡3ビットでの量子化が図示されています｡

音声アナログ信号をA/D変換するには12ビットで表される段階の量子化をすれ
ばよいとされています｡これは音の最大振幅を 212-4,096の段階にわけて量子化

するということです｡(音楽用CDは16ビットで量子化されています)



解説 ;外国語教師のためのコンピュータ利用入門 129

皇子化された音の強さ
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図3 アナログデータのデジタル化の例

誰の声かはっきり判断できるほどの高い精度のデータを､5秒間記録するのに必

要なコンピュータの内部メモリ-容量を計算してみましょう｡サンプル周波数を

20KHz､12ビットで量子化するとします｡すると1秒間で20,000回､5秒間だと

100,000回のサンプリングがおこなわれます｡1回のサンプリングで12ビットのデー

タが発生しますが､メモリーには8ビットごとにアドレスという区切りがあるので､

簡単のために16ビット､つまり2バイトで一回分のデータを記録することにします｡

すると2バイト×200,000-400Kバイトのメモリーが必要となります0

3.2.画像とメモリー容量

つぎに画像をコンピュータ処理する場合についてみてみましょうCたいていのパー

ソナル･コンピュータのディスプレーは､640×400の画素 (pixel)で構成されて

いますO白黒の画像だと､1画素を1ビットで表現するので､一画面で32Kバイ ト

のメモリーが必要となります｡さらに､画像に自然な色彩と階調をっけるとなると､

たった1画面の画像を記録するのに1〆ガ･バイト近くのメモリーが必要となりま

す｡

動画は1秒間に30画面で構成されますから､わずか1秒分の動画データ (簡単の

ために1画面1メガ･バイトとする)は30メガ･バイトという計算になります｡高

性能なコンピュータと大容塁のメモリーがないとコンピュータで動画を扱うのは不

可能であることがこれでおわかりになるでしょうOもし音声と画像を教材に利用し

ようとすると､コンピュータの内部メモリーの容量のみならず教材を記録保存して
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おくために大容量外部記憶装置が不可欠なものとなりますoさらに ｢データ圧縮｣

という技術も必要となります｡

4.コンピュータ･ネットワーク

｢三人寄れば文殊の知恵｣といいますが､1台では限られた性能のパーソナル ･

コンピュータもネットワークを組んで統合すると､大型コンピュータにも匹敵する

ような働きすらします｡大型コンピュータはそもそも非常に高価なものですから､

一刻たりともコンピュータに休ませないように､時分割という方法を使って何人も

のユーザーが 1台のコンピュータを共用できるようにしてあります｡何人もの人が

同時にコンピュータを使うものですからいくら高性能だといっても処理速度は遅く

なってしまいます｡

必要なデータ処理をわざわざ本社のコンピュータで処理しなくても､パーソナル･

コンピュータで手軽に必要な仕事が処理できることが理解されてからは､パーソナ

ル･コンピュータを大量に導入し､各セクションにパーソナル･コンピュータを置

いて各自データ処理をするようになったのですOでもこの方法にも大きな欠点があ

ることが分かってきました｡これだと各セクションで作成されるデータを全体で共

有しにくいのです｡

4.1.LAN

そこで何台ものコンピュータをケーブルで結んで､データを共有するという方

法がとられるようになってきました｡これをローカル･エリア ･ネットワーク

(LAN/LocalAreaNetwork)とよびます.LLでいえばマスターコンソールと

学生のコンソールがケーブルで結ばれていて､教材はマスターコンソールに1つあ

ればよいのと似ています｡

4.2.水平分散処理 ･垂直分散処理

コンピュータのネットワークを組んでデータ処理をする方法を分散処理と呼びま

す｡ちょうどLLのマスターコンソールのように ｢親機 (server)｣に何台かの ｢子

樵 (clientmachine)｣が結ばれているタイプを ｢垂直分散処理 (master/slave

system)｣とよびます｡

いっぽう､データはそれぞれのコンピュータのハードディスクに置きながら､は

かのマシーンにあるデータにも自分のマシーンのデータとして利用できるように工
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夫されているタイプのものを ｢水平分散処理｣とよびます｡

CAI教室をつくるときには､水平 ･垂直分散処理のいずれのタイプにしろ､LAN

でコンピュータを結んでおくことが肝心ですoCAIの特徴の一つは ｢一斉学習｣

でなく､｢個別学習｣で学習者のレディネスに応じてきめこまかな教材を提供でき

ることです｡これは学習者の個々のレベルにあわせた教材がたくさんある (いる)

ということです｡学生それぞれにフロッピー･ディスクで教材を与えようとすると､

たいへんな数のフロッピーを管理しなければならなくなります｡LANを導入 して

おくとこの問題はおおいに軽減されます｡

4.3.RS1232C

LANというのはコンピュータ間で通信をおこなうということです.1秒間で通

信できる情報量をポーという単位で表すと前に説明しましたOパーソナル･コンピュー

タにはたいていRS1232Cインターフェースというデータ通信用の仕組みが内蔵さ

れています｡この方式だと普通9,600ポーが最高の通信スピードです.9,600ポーだ

と1秒間に半角英数字で約1,000字のスピードで通信できます01対 1の通信の場

合はこれでそれほど不自由はありませんが､CAI教室の場合にはこの程度の通信

速度は実用的ではありません｡

4.4.Ethernet

最近データ通信用にEthernetというRS-232Cとは比較にならないほど高速で

信頼度の高い通信が可能lj:ネットワーク方式が普及 しはじめていますoEthernet

の転送速度は4メガ･ポーですから､RS-232Cの400倍以上のスピードでデータを

転送できます｡このほかにトークン･リングLAN､OMNINET､APPLENET

というものもありますOさらに光ファイバー (opticalfibercable)LANだと

10メガ･ポーで通信できます｡

通信速度は､速ければ速いほど便利ですが､その分-ードが高価なものになりま

す｡またLANを管理するプログラムが必要となり､パーソナル ･コンピュータ

のどの機種でも高速LANが組めるわけではないので､CAI教室の設計と機種選

定にはこの点の十分な配慮と検討が必要です｡

4.5.モデム

遠く離れたコンピュータと通信をおこなうには､公衆電話回線を利用して行いま

す｡この通信方式は､最近 ｢パソコン通信｣として知られていますO電話とコンビュー
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夕を結ぶのに ｢モデム(modem)｣という装置を外付けして用います｡モデムと

コンピュータはRS-232Cで結ばれますから､パソコン通信をするには､使用機種

にRS-232Cインターフェイスカードが内蔵されていなければなりませんO

モデムはコンピュータのデジタル･データをアナログ･デ-夕に変換してくれる

一種のD/Aコンバータです｡最近ではコンピュータ本体に内蔵するモデム ･カー

ドというものも開発されています｡数種類の通信速度のモデムがあります｡通信速

度は通信相手と自分のものとが同じでなければなりません｡もちろん通信のための

プログラムが必要となります｡

4.6.VENUS-P

海外のコンピュータとも電話を通してデータ通信を行えます｡日本の国内公衆電

話網と海外のコンピュータ･ネットワークの接続はKDDのVENUS-Pという名

前の回線を利用するので､海外のデータベースなどをアクセスするにはまず前もっ

てKDDに利用申請をおこない､VENUS-PのID番号 (免許証の番号のようなも

の)とパスワード(第3着による不正利用を防ぐための暗証番号)を取得しておく

ことが必要です｡

4.7.VAN

VENUS-P以外に､通信事業法の改正以後 ｢TYMPAS｣や ｢Tri-P｣といっ

たVAN(ValueAddedNetwork)を個人でも利用できるようになっています｡

VANというのは､たんにユーザーに回線を有料開放するのみならず､さまざまな

サービスを提供しています｡それぞれ料金体系が違うので､自分の利用のしかたに

適した回線を選ぶことで使用料金を軽減できます｡

4.8.OnlineUniversity

海外のコンピュータ･ネットワークの中には､通信教育の講座をコンビュ-夕通

信で開講しているものがありますOこれを受講することで国内にいながら海外の大

学の単位が取得できるようになっています.このようなコンピュータ通信による通

信教育をOnlineUniversityと呼んでいます｡ニューヨーク工科大学の Ameri-

canOpenUniversityと呼ばれるプログラムが1985年からOnlineUniversity

サービスを開始しています｡
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4.9.0mlineshopping

コンピュータ･ネットワーク上のサービスの中に､Onlineshoppingと呼ばれ

るものがあります｡パソコン通信で買い物をし､代金はクレジット･カードで決済

するというものです｡CompuServeのTheElectronicMall/Shoppingという

ものが代表的なものです｡

4.10.E-Mail

コンピュータやワープロで作成した文書を､コンピュータ･ネットワークを利

用して特定の相手に伝送することができます｡これを電子メール (Electronic

Mail/E-Mail)とよんでいます｡アメリカのビジネス社会では電話にかわる新しい

コミュニケーションの手段として発達してきています.

電子メールの特徴は､コミュニケーションの ｢非同時性｣です｡イギリスの管理

職160人について行われたある実験で､管理職についている人が30分以上中断され

ずに仕事を続けられるのは､2日間に1回しかないことが発見されています｡仕事

の中断の大きな原因は､ひっきりなしにかかってくる電話であることは容易に想像

できます｡電子メールの場合は相手が不在でも伝送されるし､いっぽう受け取る側

も自分の都合のいい時間に電子メールを読むことができます｡ひとの仕事の邪魔は

しないし邪魔されたくないという風潮が電子メールを発達させているのでしょう｡

じっはこの ｢用語解説｣は､共同執筆者の安田氏と電子メールを利用して執筆を

しています｡相談のためにどこかでおちあう時間もなかなかままなりませんので､

とても有益な通信手段です｡

4.ll.ISDN

普通の電話回線ではアナログ･データがやりどりされます｡これに対し､デジタ

ル･データを直接通信 (つまりコンピュータのデータをそのまま通信できる)する

ための回線網を ISDN(IntegratedServicesDigitalNetwork)とよびます｡

ISDNを利用した通信の特徴は､大容量のデジタル･データを正確に､しかも高速

に伝送できることです｡パケット通信という伝送効率のよい技術が使われていて､

長距離通信でも通信料金は低額です｡

日本の主要都市はすでにデジタル通信網でむすばれ､1988年からINSネット

61､1989年からINSネット1500というNTTのデジタル公衆回線サービスが始まっ

ています｡
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4.12.JUNET･RITNET･CSNET

商用のネットワーク以外に学術用のネットワーク･サービスも始まっていま

す｡コンピュータ･サイエンス関係の大学や企業を結ぶものにJUNET(Japan

Uni又/UniversityNETwork)があり､学会や研究会の日朝翫軟口･教官募集案内･

討論などにおおいに利用されています｡JUNETはアメリカ､ヨーロッパ､韓国

のネットワークと結ばれているので海外の研究者と意見交換も電子メールで可能で

すO他にアメリカのBITNET､CSNETといった世界規模のネットワークがあり

ます｡

文部省も｢学術センタ-｣を発足させ､教育 ･研究者に学術データベースと電子

メールのサービスを開始していますO電子メールのほうは無料サ-ビスです.自宅

からこの電子メールを利用するとき､利用者が負担するのは自宅ともよりの計算機

センター間の電話代だけということになります.電子メールは利用者の輪が広がれ

ば広がるほど有益なものとなります｡

5.データベース

コンピュータにファイル化されたデ-タをデータベース(database)とよびま

す｡コンピュータをっかう醍醐味の一つは､データベースから一瞬にして目的のデー

タを見っけることです.人間がコンピュータに自然言語で質問をすると､コンピュー

タがそれを理解し､データベースから必要なデータを見っけだしてくれるといいの

ですが､現在のところはSF映画のようにはいきません｡

データベースにデータを記録したり､修正をしたり､必要なデータをとりだすた

めのプログラムは､データベース管理システム (DBMS:DataBaseManage-

mentSystem)､あるいはリレーショナル･データベース言語とよばれます.MS-

DOS用には､データベース言語が数多く開発されていますoコンピュータが自動

的にデータを記録してくれれば便利でしょうが､いまのところ人間がデータを入力

しなければなりません｡

入力するデータは､文字が中心となり､あらかじめデータ同士の関係をきっちり

と決めておかねばなりません｡しかしこれからは､記録 ･消去が何度でもできる光

磁気ディスクが低価格化してくるため､音や画像をふくめたマルチメディア･デー

タベースも構築しやすくなるでしょう｡
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5.1.文献テ一夕ベース

データベースは､ビジネスでは顧客管理や在庫管理などに使われていますが､個

人の場合には住所録の整理や､レコードや音楽テープあるいはビデオテープの管理

に利用されているようですoわれわれ教師には､文献デ-タベースが魅力的な存在

です｡文献データベースについてもう少しつつこんで考えてみましょう｡

データベース言語を使って文献データベースを作るには､まず本や雑誌のどん

な情報をデータとして整理したいかを決めなければなりません｡これをデータ構造

を決めるといいます｡個人の文献データベースですから､自分に必要な文献の項目

だけをデータベース化すればいいのです.極端な場合､書名だけでも別によいので

す｡

5.2.書誌データ

手元に ｢オフィス･オートメーション入門｣という1冊の本 (日本で初めて原稿

執筆から電算写植機用原稿まで､パーソナルコンピュータで作成してできた本)が

あるので､この本を例にとり書誌データとデータベースについて考えてみましょう｡

この出版物の<種類>は ｢本｣で､<書名>は ｢オフィス･オートメーション入

門｣です｡表紙にも奥付けにも書名の下に ｢OAをこなす知恵｣と印刷してありま

すから､これが<副題>でしょう｡<著者>は､｢安Ef]寿明｣さんで､おく名前の

読み>は､｢やすだ･としあき｣さん､著者の<所属>は ｢東京電機大学工学部電

気通信工学科｣と書かれています｡<出版年月日>は ｢昭和56年10月23日｣､<出

版社>は ｢講談社｣で､同社の<双書>｢ブルーパックス｣の一冊です｡<双書ナ
ンバー>は ｢B476｣です.<発行所の所在地>は ｢東京｣､<定価>は｢560円｣

になっています｡

こんなところがこの本の書誌データです｡見やすいように整理してみると､つぎ

のようになります｡

<種類>

<書名>

<副題>

<著者>

<名前の読み>

<所属>

<出版年月日>

｢本ロロ｣

｢オフィス･オートメーション入門ロロロロロロロ｣

｢OAをこなす知恵ロロロロロロロロロロロロロロ｣

｢安田寿明□□ロロロロロロ｣

｢やすだ･としあき□□□□｣

｢東京電機大学工学部電気通信工学科□□□□□□｣

｢昭和56年10月23日｣
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<出版社>

<双書>

<双書ナンバー>

<発行所の所在地>

<定価>

表6
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｢講談社□□□□ロロロロロ｣

｢ブルーバックスロロロロロ｣

｢B476□ロロロロロロロ｣

｢東京□□ロロロロロロロロ｣

｢560円□□□｣

ある本の文献データ書誌項目の例

5.3.データ構造

いま一冊の本についてのデータをまとめましたが､このひとまとまりのデ-夕を

1レコード(record)とよびます｡それぞれのカギカッコ (｢ ｣)でくくってあ

るものをフィールド(field)とかタプル(tuple)と呼んだりしますOこれらのフィー

ルドの中身をレコード･データ (recorddata)と呼びますO

いっぽう､ギュメ(< >)で示されているものをフィールド名 (fieldname)

と呼びます｡データベースを作るには､まずデータ構造をきめる必要があるといい

ましたが､パーソナル･コンピュータ用に開発されたdBASEIIだと具体的には

つぎのことをさします｡

1) それぞれのフィールドのフィールド名をきめる

2) それぞれのフィールドの長さをきめる｡
3) それぞれのフィールドに記録するデータの種類をっぎの3つのうちから

きめる｡

● 文字 ･文字としての数字

● 計算をするための数字

● 論理値

5.4.固定長レコー ド

2)の ｢フィールド長｣を､実際のデータの長さにかかわらず一定にする方式を

｢固定長レコード(fixedlengthrecord)｣方式と呼びます. 《表5》の書名のフィー

ルド長は全角の21文字としてあります｡実際にはもっと長い書名の本があるかもし

れないので､フィールド長をもうすこし大きく設定したほうがよいかもしれません｡

ところが固定長のデータ形式しかとれないデータベース言語で文献データベースを

作ると､いくら書名が短くてもフィールド長を21文字と最初に設定してしまうと､

フロッピーやハードディスク上に讃名フィールドのために21文字分のスペースが確

保されてしまうのです. 《表5》でそのようすをそれぞれの項目のデ-夕のうしろ
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のロ印で表しています｡

5.5.可変長レコード

｢可変長レコード(variablelengthrecord)｣方式のデータベースの場合は､

データの長さは自由で､固定長のように余分なスペースはフロッピーやハードディ

スクに記録されず､実際のデータだけが書きこまれていきます.シリーズものでな

い本のときは<双書>フィールドには該当するデ-夕がありませんが､固定長レコ-

ドのデータベースだと記録媒体上にやはりスペ-スは確保されてしまいますが､可

変長レコードのデータベースだとムダなスペースはできません.可変長レコードの

データベースで文献データベースを作ると､固定長レコードのデータベースの場合

の10分の1のディスクスペースで同じ分量のデータを記録できるといわれています.

可変長レコードのデータベース言語として M̀UMPS'が有名です0UNIXには可

変長レコード文献データベースを作るためのコマンドが用意されていますO

固定長 ･可変長データベースのいずれにしろ論理的に整理されたデ-夕構造を持っ

ていなければなりませんが､これはとても不自由なことです｡実際に実用になる文

献データベースを作成しようとすると､《蓑5》の例よりもっと複雑なデータ構造

となります｡ここでは著者は､ひとり分のフィールドしかとっていないので､共著

の場合や､原著者と訳者の場合には対応できません｡また論文やジャーナルは､別

のフィールドが必要でしょう｡

5.6.PIM

ところが書誌データや本を読んでいて思いっいたことを､データベースの形式に

とらわれず､自由にメモがわりに書きこめれば､とても便利です｡これを可能にし

てくれるのが､フルテキスト･データベース言語と呼ばれるものです｡菱川英一氏

の紹介 (ASCII1989年7月号)によれば､IBMPC用にPIM (Personallnror-

mationManager)というソフトの新しい分野ができたそうです｡この種のソフ

トとして､Broderbund社の M̀emory Mate'､ Lotus杜 の IAgenda'､

TravelingSortware社の V̀iewLink'があるそうです｡これらのソフトでは､

データ構造にとらわれない自由なデータ入力が可能だそうですoPIM もフルテキ

スト･データベース言語に分類してもよさそうです.

5.7.論理演算子

リレーショナル･データベース言語には､たくさんのデータの中から目的のデー
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夕を検索するために､論理演算子 (logicaloperator)のAND､OR､NOT

が用意され七います｡これらはブール代数 (Booleanalgebra)の基本概念で､

ブール演算子 (Booleanoperator)ともよばれます.ANDは ｢遵言 (conjunc-

tion)｣､ORは ｢選言 (disjunction)｣､NOTは ｢否定 (negation)｣と呼ばれ

ます｡ほかに ｢大小関係｣や ｢同値｣を示す演算子があります｡ANDは日常の言

語の ｢かつ｣とか ｢で｣､ORは ｢あるいは｣とか ｢か｣､NOTは ｢でない｣､と

同じ働きをします｡

5.8.論理積 ･論理和

ANDによる条件検索を ｢論理積 (logicalproduct)｣､またORによるものを

｢論理和 (logicalsum)｣をもとめると言います｡｢著者 《は〉夏目淑石 〈で》定

価 《は》1,500円であった本｣という条件で､dBASEHをつかって検索するには

キーボードから､つぎのように入力します｡ (二重ギュメでかこまれた部分が､論

理演算子に対応しています｡)

.listforauthor-"夏目淑石''.AND.price-1500

(ただし､authorは著者フィールド名､priceは定価フィールド名.定価フィー

ルドには 計̀算をするための数字'がデータの種類として設定されているものとする)

これが論理積をもとめる式です｡これらの論理演算子をいろいろ組み合わせるこ

とで､もっと複雑な検索が可能です｡｢著者 《は〉夏目軟石 《あるいは》森鴎外

《で》､出版社 《は》岩波書店 《でない》ところから出版されている本 《で》､定価

《は診2,500円 《以下》のもの｣という条件は､つぎの検索式で表されます0

.listfor(author-"夏目淑石".OR.author-"森鴎外")

.AND.publisher#"岩波書店" .AND.price<-2500

このようにパーソナル･コンピュータでもデータベースを作成し､高度な条件検

索をおこなえるのです.上記の式は途中リターン･キーなしで入力します.

5.9.OCP

数少ない人文科学系パッケージ･ソフトに､0Ⅹford大学計昇殿センター(OUCS

orOxfordUniversityComputingService)が開発したOCP(0ⅩrordCon-

cordanceProgram)があります｡OCPはテキスト中の ｢語の一覧表と出現頻度
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表｣､｢索引｣､ならびに ｢用語索引｣を作成するプログラムです｡文学作品の文体

分析や語法研究に有力な手段を提供するものです｡

OUCSは1978年から､使用機種に依存しない文書解析用のプログラムの開発に

着手し､1981年に大学 ･研究機関に公開されたものです｡この初版はFORTRAN66

でプログラムが書かれていましたが､1985年から1986年にかけて全面改訂がおこな

われています.OCPのユーザーに第2版のプログラム言語としてPASCALを採

用することについてアンケート調査をおこなった結果､FORTRAN77が採用さ

れることになりました｡

第2版のOCPは､初版の3倍はどの処理スピードがあると報告されています.

DEC社のVAXll/785というミニコンだと､5分で約 1万語のラテン語のテキ

ストからコンコーダンスを作成できるとされていますoOCPは大型コンピュータ

かミニコンでないと利用できないので､ユーザーは限られていました.(『コンピュー

タによる文書解析入門-OCPへの招待-』(長瀬真理 ･西村弘之､1986)にOCP

が詳しく紹介されています｡)

5.10.Micro-OCP

IBM PC用に0Xrord大学出版局からMicrO-OCPが発売されています｡NEC

のPC-9801シリーズ用にも､日本語対応のものが沖電子より発売されています｡

Micro-OCPは､OCPの第2版の簡易版でなく､OCPと同じコマンド体系です｡

さらにMicrO-OCP本体はProsperoFORATRAN77で､ユーザーインターフェ

イス部分はBorland杜のTurboPascalで書かれていて､使いやすい設計となっ

ていますO最近の--ドディスクの大容量 ･低価格化のおかげで､パーソナル･コ

ンピュータとMicrO-OCPでかなりのサイズのテキス トデータを処理できま

す｡

5.ll.テキスト処理のためのプログラム

OCPはFortranでプログラミングされていると書きましたが､Fortranは科

学計算用のプログラミング言語で､実はテキスト処理はどちらかといえば得意では

ありません｡FortranがOCPに採用されたのは大型コンピュータ用にいちばん

普及しているのが､Fortranだったからです｡

テキストデータを処理するには､SNOBOLとSPITBOLという言語が開発さ

れていて､パーソナル･コンピュータでも利用可能です｡OCPの開発者の一人で

あるSusanHockeyが S̀NOBOLProgrammingFortheHumanities,(0Ⅹ-
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fordUniversityPress,1985)の中でこれらの言語について詳しく解説をしてい

ます｡この本は 『SNOBOL入門』(丸善)という翻訳が出版されています｡はか

にICONという言語もあります｡

またUNIXにはAWKというテキスト処理に適した言語があります｡これは

UNIXに含まれているので､あらたに購入する必要はありません｡AWK につい

ては開発者であるA.V.Aho､B.W.Kernighan､ P.J.Weinbergerによっ

て TheAWK丹･ograTnTningLanguage(1988)という解説書が書かれていま

す｡『プログラミング言語AWK』(トッパン)という翻訳が出版されています｡こ

の本にはAWKで10行ほどで苦れたKWICのプログラムが紹介されています｡G

AWKという無料のソフトがMS-DOSで利用できます｡

5.12.語塵統計

語学研究にコンピュータを用いた例としてブラウン大学が1964年に完成させたブ

ラウン･コーパスが有名です｡書籍 (HenryKucera&W.NelsonFrancis,
ComputationalAnalysisofPresent-DayAmericanEnglish,1967)と､

磁気テープのいずれでも入手可能です.このコーパスは1961年にアメリカで発行さ

れた出版物から500サンプルを選び､これらのサンプルからとった約100万語の資料

をもとに語の出現頻度をもとめたもので､その後の AmericanHeritage社の

WordFrequencyBoohや､ t̀heLOBCoT･PtLS(theLancaster/Oslo-Bergen

CorpusofBritishEnglish,1978)といったコーパスの先駆けとなっていま

す｡

ブラウン･コーパスが約14メガ･バイトの資料ですから､今日のパーソナル･コ

ンピュータをもってすれば処理することも可能です0

5.13.KWIC

KWICは K̀eyWordlnContext'の略語で､フルテキストの用語索引である

コンコーダンス(concordance)を意味します｡コンピュータで作成されるコンコー

ダンスをKWICと呼ぶことが多いようです｡テキスト中の語をその前後のコンテ

キストとともに一覧表形式で出力します｡OCPや MicrO-OCPを用いるとプログ

ラミングの必要がなく､簡単なコマンドを入力するだけでKWICをっくることがで

きます｡
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6.文体分析プログラム

コンピュータの語学教育の利用法のひとっに ｢文体分析｣をあげることができま

す.ディクテーションの採点をしてみると採点規準の首尾一貫性を保っことが､い

かに困難なことであるのかがよく分かります.まして学生の書く英文を終始一貫し

て客観的な尺度で評価をするのは至難の技であるといえるでしょう｡

ところがコンピュータはプログラムであたえられたルールを例外なく忠実に適用

するので､英文の計量分析には適しています｡文中の絵語数､センテンスの平均長

などの統計量をもとめたりするのには､コンピュータが最適です｡自分でプログラ

ミングをしなくてもこのような文体分析や各種統計量を自動的に計算 してくれる

G̀rammatikII/ⅠⅠⅠ'や､ R̀ightWriter'といったソフトウエアがパーソナル ･

コンピュータ用に市販されています｡またUNIXには s̀tyle'という同種のプロ

グラムがあります｡これらのプログラムはいずれもFleschの R̀eadability'を

計算してくれます｡

6.1.GrammatikII/ⅠⅠI

WangLaboratories杜の製品で､IBM PC とその互換機で利用可能です｡

GrammatikIIは国産のMS-DOSマシーンでも作動しますから､PC-9801シリー

ズでも利用できます (ただし､GrammatikIIのシステム･ディスクを作成する

ときに､ANSI画面制御手順を設定することが必要)｡いっぽう最新バージョンで

あるGrammatikIIIはIBM PCのグラフィクス機能を多用しているので､国産

MS-DOSマシーンとのソフト互換性はありませんO国産機ではAXマシーンでの

み利用可能です｡

分析対象の英文中のセンテンスや語に関する各種統計値や Flesch-Kincaidの

公式にもとづいてリーダビリティーを算出してくれます｡リンカーンの演説､-ミ

ングウェイの作品､生命保険の約款の英語を規準にしてグラフで統計量をわかりや

すく表示します｡また英文の誤りを指摘したり､さまざまなコメントを本文に自動

的に書きくわえるように設計されています｡出現単語一覧表を作成することもできます｡

6.2.RightWriter

RightSort杜の製品で､1989年4月に改訂がおこなわれた第3.1版が最新のも

のです.第3.0版と第3.1版は､GrammatikII/IIIと同じようにリーダビリティー

がグレード･レベルでグラフ表示されるように改良されています｡さらにつぎの3

種類のリーダビリティ･インデックスを計算してくれます｡
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● Flesch-KincaidReadabilityIndex

● Foglndex

● Fleschlndex

ほかにもいくつかのインデックスが求められて､文章の ｢力強さ｣や ｢平明さ｣

を数値化してくれます｡またGrammatik同様､英文の誤りや用語法に関するコ

メントを本文に書き加えます｡出現単語一覧表を作成することもできます.

6.3.style

GrammatikII/ⅠⅠⅠやRightWriterの原形となったUNIX用のプログラムで､

wwb(Writer'SWorkBench)というプログラム群の中の1つです｡パーソナ

ル･コンピュータよりははるかに高性能なミニ･コンピュータ用のもので､大量の

英文を分析したり､各センテンスごとのリーダビリティーをもとめたりするのに威

力を発揮します｡

6.4.readability

英文の難易度 (readability)を求める研究についてはGeorgeR.Klareの

TheMeasureTneTu0/Readability(1963)に詳しく解説されていて､実にたく

さんの公式がこれまでに考案されてきたことが分かります｡RudolrFleschが

1948年に発表したReadabilityEaseを求めるものが有名で､つぎのようにして

計算されます｡

ReadabilityEase-206.835I0.846wl-1.015sI

wlはサンプルの単位となる100語中の平均音節数､slは語数でしめされる平均

センテンス長です｡

コンピュータを利用すると､分析しようとする英文のサンプルを採ったりせず､

全文を計算対象にできるので計算の精度が上がります｡リーダビリティーは研究段

階にとどまることなく､実際に応用されています｡例えばアメリカ国防省の技術マ

ニュアルは､その難易度が定められたレベルに合致するようにマニュアルを作成す

るように規定されています｡そしてそのためのリーダビリティー算出の手順が MI

L規格 (MILM-3878B)で示されています｡

英語教育においても､教材のリーダビリティーを計算すれば､教材の配列の順序

をきめるひとっの客観的な判断材料になりそうです｡
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7 ワープロ専用機 対 ワープロソフト 対 エディタ

7.1 ワープロ

ワープロは英語のワードプロセッサ (Wordprocessor)の略で､文章を作成､

編集､印刷､保存するための

1)プログラム､

または､2)コンピュータ

を意味しますO前者は ｢ワープロソフト｣とも呼ばれています.後者は､｢ワープ

ロ専用機｣の愛称としてワープロと呼ばれていますが､一般にはコンピュータでは

ないようにも思われがちで､｢私はコンピュータではなく､ワープロを使っていま

す.｣などの会話が交わされたりします.しかし､実際はどちらもコンピュータで

使えるソフトウェア･プログラムです｡コンピュータが語源の Compute【計算す

る】というイメージが強いために､総称としてのコンピュータよりも､パーソナル･

コンピュータやミニ･コンピュータ､大型電子計算機と区別する意識が働いている

ようです｡

いずれにしても､日本語や外国語の文書作成が ｢タイプライタ｣や ｢和文タイプ｣

から｢ワープロ｣を使って可能である現在では､コンピュータが､単に科学計算や

数式処理などのための狭義の ｢計算｣から､文字 ･コードを変換し､記憶､変容す

るものであるという理解が進みつつあることも事実といえます｡

ワープロ (ソフト)の最大の特徴は､作成した文書が保存可能で､作成中はもち

ろんのこと､いったん作成 ･保存した文書に編集を加えることができることです｡

手書きやタイプの場合には文書の校正､訂正､編集が煩雑で､特に削除､挿入が大

変です｡訂正には､鉛筆と消しゴムが一番簡便なのですが､論文などの作成には､
削除と挿入が増えると用紙を新しくする必要がありました｡欧文原稿作成のための

タイプライタでのタイプミスには､ ｢蝉取り｣のように ｢リフトオフ｣できるワン

タイム･フイルムリボンなどを備えた英文タイプが1980年頃までは大変ポピュ

ラーでしたが､稿を重ねる度に用紙を新しくする必要がありました.ところが､ワー

プロ (ソフト)のおかげで､これらの編集が容易にできるだけではなく､以前に作

成した文書の再利用はもちろんのこと､段階的に文書が作成できるメリットがあり

ます｡ しかし､その操作が手書きの場合と比べて複雑なために､小説を書いたり､

論文を作成する際の内容についての思考が途絶えるという向きも多いのも事実です｡

7.2 キーボードとカーソル移動
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E]本語文書の場合には､キーボードでの漢字変換のための操作のストローク数が

多いので､専用キーボードが準備されている､専用ワープロがパソコンよりも好ま

れたりもします.最近では､パソコンにも､専用ワープロ機と同じく､入力効率を

高めるためのキーボードが商品化されてはいますが､パソコンも専用ワープロ機の

どちらも､その変換スピードは手書きの比にはなりません.例えば､｢シンダイシャ

タノム｣｢ウラノニワニ-ニワノニワトリガイル｣｢キシャノキシャガキシャシ
タ｣などの電報文に似た文章を意味単位 (文節)に変換したり､同音異義の複数の

漢字を選択する必要があります｡｢カシコイカンジへンカン｣といっても､熟語は

ともかく､｢キ｣という音に対する漢字が60数個ある日本語の宿命なのかも知れま

せん｡

このキーボードはワープロ (ソフト)の文字入力のために使用される装置で､ア

ルファベット文字､数字､記号が一定の規則にしたがって配列された､タイプライ

タに似た装置です｡一般には QWERTY配列や JIS配列が使用されています｡

タイプライタにはない､コンピュータのキーボードの特殊なキーとしては､左右 ･

上下の矢印の形をしている ｢カーソル｣コントロールキーがあります｡形は 【-】

【-】 【†】 【J】で､直感通りの機能をもっています.この ｢カーソル｣とはコ

ンピュータやワープロ画面で次に文字を入力するのがどこかを表示するマークです｡

タイプライタの場合には用紙上の横移動には､バックスペースとスペースバーを､

縦移動には indexキーやローラーを手作業で回す必要がありますが､ワープロ

(ソフト)では画面上をこの矢印キーを使って移動するわけです｡初心者にはアル

ファベットの入力のキーボードトレーニングとともに､カーソル移動や削除､バッ

クスペース､取消キーなどの編集特殊キーの操作機能の学習が必要となります.

7.3 漢字変換 :機器組み込みとFEP

1960年代の日本では､日本語でコンピュータを使用することが大きな夢であっ

たといっても過言ではありませんでした｡日本語入力に革命的変化をもたらしたの

は､1978年の商用の日本語ワードプロセッサで実用された､かな漢字変換方式

です｡これは表意文字である漢字を音声記号である仮名で入力し､コンピュータプ

ログラム化された単語辞書と文法的解析の働きにより､かなから漢字へといわば

｢翻訳｣するシステムです 【参考文献 :河田 (1990)】｡

専用ワープロ機の場合はこの漢字変換のシステムが､既に機器の中にいわばチッ

プ化された形で組みこまれているので､一般のユーザはテレビなどの家電機器のよ

うにスイッチをいれると起動するようになっています｡一方､マイコンのワープロ
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ソフトの場合には､おしなべて機能が豊富なので自由度も高いのですが､オプショ

ンの設定に少々複雑な前処理が必要です｡例えば､どの辞書を使用するのか､漢字

変換の入力はローマ字からなのか､カナ変換にするのか､さらには､禁則処理､句

読点の選択などを命令するプログラムを作成 ･編集することが必要です｡しかし､

例外もありますが､別に商品化された複数の漢字変換のシステム･ソフトの中から

選択できるので､ある分野の専用辞書を使用したり､データベース､表計算などの

他のアプリケーションソフトで ｢調教 ･学習｣させた同一辞書を継続して使用でき

るメリットがありますOワープロソフト用に開発されたこの漢字変換プログラムを

他のアプリケーションソフトにも使う場合には､フロントエンド･プロセッサ (F

EP:Front-EndProcessor)と呼ばれます｡

7.4 ワープロ専用機 対 パソコンワープ田ソフト

7.4.1-体型とコンポーネント型

ワープロ専用機の場合は､最近のブック型のものを除いて､最初から必要な機器

が全部揃っている一体型です｡一方､パソコンの場合はコンポーネント型ですので､

組み合わせが自由です｡すなわち､本体はA杜製品､プリンターはB社製､ディス

プレイはC社製という具合に-ードの組み合わせができます.新しく本体を買い替

えても､既存のプリンターがそのまま使用できます｡しかし､ワープロソフトは別

途揃える必要があります｡さらに､データの入出力､保存のための DOS (Disk

OperatingSystem 【前出の 2.3の項参照】)といわれる基本プログラムも必要で

す｡

7.4.2 ワープロ専用と汎用性

ワープロ専用機は､文字通りワープロ専用ですから､電源のオン･オフでワ-プ

ロが使用できたり､停止することができます.ところが､パソコンでのワープロソ

フトの起動はそういうわけにはできません｡電源をオンする時に､MS-DOSなど

の特別なプログラムを起動しなければなりません｡そして､起動時に辞書や漢字変

換モードなどの設定をしてはじめて､ワープロソフトが使えます｡その理由は､パ

ソコンの汎用性にあります｡すなわち､ワープロだけの利用ではなく､表計算､デー

タベース､作図などの他のアプリケーションソフトにもパソコンが利用できるから

です｡

このように一見不便に思えるパソコンですが､実は色々とメリットがあります｡
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そのひとつは､ワープロ以外のプログラムソフトが使用できることです｡例えば､

論文などの研究のデータ処理に表計算やグラフ作図や数量データの統計処理を経て､

その結果をワープロソフトに組み込むことができます.さらに､目次や索引の自動

生成から引用論文の一覧表の作成などができる高機能なワープロソフトも使用でき

ますし､欧文のスペルチェック機能､類語辞典閲覧機能も別途ソフトを追加して活

用することもできますoさらに､異なるパソコンやワープロソフトを使っている仲

間同志でも､簡単に文書のシェアをしたりしながら､たとえば論文の共同執筆がフ

ロッピィーを介してできます｡通信ソフトを使用すれば､FAX 転送のように印

刷したハードコピィーではなく､人力文書を保存したファイルとして､遠隔地の相

手に転送する､いわゆる電子メールも可能です 【前出の4.10:E-MAIL の項参

照】｡入力している文書の音読や日英翻訳も追加ソフトで可能となります｡これら

のソフトウェアが商品として複数ある中から選択できるだけでなく､無料ないしは

僅かな謝礼を支払うだけで利用できる PublicDomainSoftware 【後出の 7.8

の項参照】として流通しているので､パソコンの本体を買い替えることなく､機能

をグレードアップできます｡いいかえれば､ワープロ専用機と比べて､パソコンは

このような汎用性と拡張性があるので､その初期投資は大きいものの､長期的なコ

ストパフォーマンスが高いといえます｡

7.4.3 編集可能な文書の容量と同時編集可能な文書数

編集可能な文書の容量の点では､ワープロ専用機では､1,000文字程度の文

書で多くて20ページまでで､平均的にはA4サイズで5ページ程度までであるの

に対して､パソコンのワープロソフトでは､無制限あるいはメモリーの許す限りと

いう仕様がほとんどです｡したがって､卒業論文や研究論文のような長い文書の作

成 ･編集にはパソコンのワープロソフトのほうが優位といえますo文書の中の複数

の箇所にわたる比較 ･参照することや､文字の検索 ･置き換えなどの編集には､や

はりワープロソフトのほうが適しているといえます｡

長い文書の作成には､ワープロ専用機に限らず､ワープロソフトでも､文書を分

割して作成､編集､印刷することも可能ですが､その場合には同時に複数の文書を

編集する機能が必要となります｡この点でも､ワープロ専用機の場合は性能の点で

劣ります｡2つの文書の参照はできても､同時に編集できないものがほとんどです｡

この点､ワープロソフトでは2つ以上の文書間での文字テキストの複写､移動など

の ｢切り貼り (Cut&Paste)｣が標準機能として提供されていますので便利とい

えます｡
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7.5 エディタ

7.5.1 エディタは文書編集用のソフト

エディタは文書編集用のソフト パソコンでのユーザの中には､｢ものを書く｣

のに､｢ワープロソフト｣と､｢エディタ｣と呼ばれる ｢プログラムのソースコード

を入力 ･編集するプログラムソフト｣を併用する向きも多いですO文書の草稿の入

力の段階では､｢エディタ｣を主に使い､清書の印刷には ｢ワープロソフト｣を使

うというものです｡その理由は､エディタの編集機能が､｢ワープロソフト｣と比

較して､高速でかつ高度であるからです｡

7.5.2 エディタと文書 ･請書印刷ソフト

エディタには､文字飾りやアンダーラインを付加する清書文書の印刷についの機

能がないので､ワープロ (ソフト)と比べてかなり工夫が､または別のソフトが必

要になります｡

それは､印刷清書 ･文書整形プログラムや DTPソフトです｡印刷清書 ･文書

整形プログラムとは､既に入力 ･保存されたテキストに､印刷制御のコマンド･情

報を付加して印刷出力するものです｡大型コンピュータや UNIX 系の機種では､

RUNOFF､ROFF と呼ばれるプログラム 【杉原 (1979)】が､パソコンでは

FIN や PRT と呼ばれるユーザサポートのPDSがあります｡PDSとは､

publicDomainSoftwareの略で､著作権のないもの､または､著作権が放棄

されたソフトを意味します 【後出の7.8の項参照】｡一方､DTPとは､Desk

TopPublishingの略で､グラフィックなどの画像と文字を組み合わせる高度な

印刷機能を備えたソフトです｡TeX (テフと読む)とPageMakerがその代表

的なソフトの例です｡

一方､ワープロ (ソフト)では､文字 ･フォントの大きさ (添え字､眉宇､倍角

文字)､文字飾り (アンダーライン､網掛けなど)が､印刷出力のイメージのまま

編集画面で閲覧できるので､初心者には特に好まれる傾向があります0

エディタのユーザは､内容中心の文字 ･テキストの入力に専念できるというメリッ

トでエディタを愛用している､少し高度なユーザです｡草稿の段階ではエディタを､

清書印刷には印刷用のソフトを併用することで､複数のソフトの機能をそれぞれフ

ルに活用したパソコンユーザともいえそうです｡事実､エディタと印刷清書 ･文書

整形プログラムの併用は､もともと大型コンピ ュータと､ミニコンピュータである

UNIXマシーンから発達し､パソコンでも利用できるようになったものなのです｡
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7.5.3 ラインエディタとスクリーンエディタ

エディタには大別して次の2種類があります｡

① ラインエディタ

② スクリーンエディタ｡

①のラインエディタは起動時のメモリーが少なくて高速なのですが､編集する対

象の単位が1行に限られるので､②のスクリーンエディタと比較すると少々不便で

す｡スクリーンエディタでは文字通りコンピュータのスクリーン･画面単位のテキ

ストが編集の対象になります｡ソフトにもよりますが､縦が20行から25行で､

桟の桁数は漢字で40文字の大きさのスクリーン上に文字を入力したり､削除した

りすることができます｡

7.5.4 編集操作とプログラム開発支援のための特殊編集機能

このエディタ (ソフト)は､もともとコンピュータのプログラムの命令などのソー

スコードの入力･編集のために愛用されてきた ｢プログラム編集ソフト｣です｡編

集操作のための機能はほとんどワープロ (ソフト)と同じですが､

① メニュー式のものと､

(参 複数のキー操作の組み合わせで操作するコマンド式のもの､

③ それらを併用するもの

の3つのタイプがあります｡

メニュー形式とは､ある特殊なキー､例えば取消キーともいわれる 【ESC】を

打鍵すると､編集操作や印刷書式などの操作手順のメニューが画面の一部にいわば

｢窓 ･ウィンドウ｣の形で呈示されるものです｡それぞれの項目にはさらに､小項

目やオプションのウィンドウが入れ子になって順次メニューが呈示されていくもの

です｡これらの項目の選択をショートカットするように､複数のキーを同時に押す

ことで編集操作が選択できる方式のものもあります｡組み合わせる複数のキーとし

ては､

① 特殊キー､例えば､ 【CTRL(コントロール)】､

【ALT(前面)】､

【sHIFT】キーと､

② 英文字 【A～7,】や

(蚤 ファンクションキー (【F･1】や 【F･2】など)

が採用されています｡

エディタはプログラムのソースコードの編集用に開発されていることもあり､プ
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ログラム言語に使われる特殊文字､たとえば､Lisp言語の "("､ ")"や C言

語の "("､ ")"などについて､階層を含んだ括弧の数と対照となるべくの左右

の有無のチェックができる機能があります｡また､キーワードのある箇所を複数マー

クしておき必要な時にその箇所にジャンプできるなど､高級言語プログラム開発や

ディバッグ (debug:エラーのことを bug【虫】というので､それをなくす作業)

のために便利な編集機能が備わっているものが多くあります｡

7.5.5 マルチウィンドウ･スクリーン機能

2っ以上の文書の編集には､画面を重ねるか､画面を反転するように切り替える

モードが提供されます｡俗にいう ｢マルチスクリーン機能｣と呼ばれるものです｡

エディタはもちろんのこと最近のワープロソフトにはほとんど採用されていますが､

やはりエディタの方が､速度の点で勝っています｡

この ｢マルチスクリーン機能｣の概念を発展させ､文書の編集だけでなく､プロ

グラムの実行などの操作を複数の画面に分割して実行できるようにした ｢ウインド

ウ機能｣を提供するパソコンやプログラムソフトもすでに商品化されています｡パ

ソコンでは､アップル社のマッキントッシュの ｢ウィンドウシステム｣がユーザフ

レンドリーな環境として有名ですが､アイコンとよばれるグラフィック化された

｢オブジェクト項目｣を選択して､ウィンドウを開く感覚で､文書編集､印刷､デー

タ処理などのプログラムが実行できます｡しかし､従来からのパソコンと同じく､

1つのプログラムを選択し､その終了までは別のプログラムの実行ができない ｢シ

ングル ･ジョブ｣の ｢ウィンドウシステム｣です｡｢ウィンドウ機能｣を駆使した

ソフトとしては､Digital杜の Smalltalkというソフ トがあります.それぞれ

のウィンドウにはプログラムとデータがまとめらている ｢オブジェクト｣の形式を

とり､逐次実行結果が継承されていくもので ｢オブジェクト指向プログラミング｣

の代表的なソフトですO以上のようなコンピュータの画面の ｢ウィンドウ｣分割に

加えて､同時に複数のプログラムの実行を可能とする ｢マルチ･タスクまたはジョ

ブ機能｣を備えた機種システムもあります｡それは､SONYのNEWS､XEROX

杜の STAR､NeXT杜の NeXTなどのワークステーションに採用されている

オペレーティングシステムのUNIXマシーンです｡パソコンでは､IBM 社の PS

/2と呼ばれるOS と､マイクロソフト社開発の OS/2システムのプリゼンテー
ションマネージャ (PM)の Window システムでもこのマルチタスク機能が利用

できます｡日本の機種にもすでに採用されています｡
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7.6 外国語教育とワープロ (ソフト)

7.6.1 作文教育のためのワープロ (ソフト)の選定

ワープロソフトの選択は､機器によって自ずから限定されるのが普通です｡個人

の場合はともかくとして､学校の授業などで教室に機器を導入して外国語教育のた

めのワープロ (ソフト)を選ぶ場合には､その使用目的を充分吟味してから､複数

の機種の中から､それぞれで使用可能なワープロ (ソフト)の機能をチェックして

機種を選定する必要があります｡たとえば､英作文教育のためのワープロ(ソフト)

を選定する場合には､価格や性能などを業者と相談して決めることにはなりますが､

あらかじめ､次のような項目･必要性をチェックしておく必要があります｡

① 編集 ･入力する文書は英語のみか､日本語と英語文字の混在が必要､また､

可能かどうか｡

② 英語の単語のワードラップ機能､右揃え機能が標準仕様かどうか､また必

要かどうか｡

③ 句読点などが行頭に来ないようにする ｢禁則処理｣が備わっているかどう

か｡

④ コマンドやメニューの言語 ･メッセージが英語か日本語か､選択可能か｡

英語のみでもいいのかどうか｡

⑤ コマンド･操作手順の習得のためのワークブック､チュ-トリアル･プロ

グラムが入手可能か､講習用のビデオが入手可能かどうか｡

⑥ ハードコピーのマニュアルを読まなくても､文書を編集している時に操作

などで困った時に使える-ルプ機能がオンラインで閲覧できるかどうか｡

(勤 欧文単語のスペルチェック機能が必要かどうか｡標準で付属しているかど

うか｡英語以外にも対応､必要かどうか｡

⑧ 欧文単語の類語辞典 (Thesaurus)ソフト･機能が必要かどうか｡英語

以外にも対応､必要かどうか｡

⑨ ワープロ･作文教育以外に､例えば､CAI教育利用などにも同じ機器が

使用できる汎用性があるか､必要かどうか｡

⑲ 日本語を含めて､英語以外の言語の文書作成が必要かどうか｡同じソフト

で処理可能かどうか｡また､同機種で別の欧文用のワープロソフトが利用

できるかどうか｡

⑪ ワープロソフトで作成された文書が他のアプリケーションや異機種にも使

えるかどうか｡すなわち､複数アプリケーションや機種間での文書の入出
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力 ･互換 ･変換機能が可能か､必要かどうか｡

7.6.2 ワードラップ､右揃え機能

ワードラップ機能とは､欧文文書中のたとえば英単語が途中で行末になった場合､

分割しないで､次の行に送ることをプログラムで自動的にするものです｡英文の文

書での右揃えの機能の際に単語が行をまたがって分割される場合は､自動的に文節

の区切りにハイフンを付加するプログラムまたは機能が必要です｡いずれも､タイ

プライタでの欧文文書の作成の場合には手作業で行っていたものです0

7.6.3 マルチリンガル用ワーフo田

上記のチェックポイント⑲の ｢日本語を含めて､英語以外の言語の文書作成が可

能な､そして､同じソフトで処理可能である｣要件を満たす､いわゆる ｢マルチ･

リンガル用｣として優秀なワープロソフト･ワープロは､残念ながら現在のところ

まだなお開発途上といわざるを得ません｡たしかに､ワープロ専用機やパソコンで

の日本語用のワープロソフトには､英語はもちろんのこと､｢ドイツ語､フランス

語､ギリシャ語｣対応などと広告されてはいますが､実のところ､独仏文字の入力

にはその都度文字を一覧表から選択し､いわば印刷活字を拾うような原始的な入力

方法が提供されているに過ぎません｡その理由は､パソコンやワープロで用いられ

ているDOS【前出の 2.3の項参照】と呼ばれる基本オペレーティングソフト･プ

ログラムのコード体系 【前出の 1.8の項参照】が機種や国籍により一郎異なるとい

う問題があるからです｡したがって､アメリカなどで開発されているパソコンのワー

プロソフトでは､英語と独仏語の混在が可能ですが､日本語は文字化けなどを起こ

すなどで問題があります 【中川,and三輪 (1989)参照】0

しかし､マルチリンガル対応の機器 ･ソフトが存在しないのではないのですか､

当然ながら価格の点で問題があります｡XEROX杜の JSTARワークステーショ

ン､アップル社のマッキントッシュがその数少ない機種システムの一例です.

したがって､現在の機器 ･ソフトのレベルでは､日英のバイリンガルのワープロ

ソフトか､英語を基本とした､英語 ･独仏語対応のワープロソフトを選択する形で

機種を選定することが賢明と考えられます｡

7.7 アウトラインプロセッサ

7.7.1 アウトラインプロセッサとは
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アウトラインプロセッサとはワープロ処理による文書作成に加えて､文書の構成､

骨組みに相当するアウトラインをもとに文書作成を支援するソフトウェアを意味し

ます｡たとえば､論文や書籍の目次などに見られるような､｢章｣､｢節｣､｢項｣な

どの項目を単位として､｢見出し｣を作成 ･編集すると同時に､それらに文章を付

加するような文書作成が可能となります｡アウトラインは､輪郭､略図､概略など

の訳語がありますが､ここでは作文教育における文書の骨組みをあらわした見出し

の集合といえます｡下記のアウトラインの見出し例の左の書式は､ローマ英数字を

見出しにした､右は､この用語解説の項と同じく､算用数字のみを組み合わせたも

ので､法律専門家が使用するといわれる書式です｡

Ⅰ工.

C.
D.

A.
a.

図4:アウトラインの見出し項目の書式例

7.7.2 アウトラインプロセッサの特徴

アウトラインプロセッサの特徴としては次の4つがあげられます｡

① 1行の見出し (項目)を単位として､文章の付加､編集､移動などの操作

ができます｡

② 項目に ｢章｣､｢節｣､｢項｣などの上下の階層構造をもたすことや､自由に

展開 ･移動 ･修正ができます｡

③ 複数の階層を持っ項目は､付加された文書はもちろん､その下位に付属さ

れた ｢下位項目｣をまとめて移動ができます｡順序はもとより､文章の論

理構成の編集が容易にできます｡

④ 項目の移動 ･編集により､上位､同位､下位の項目間の構造の変更ができ

るので､全体の階層柄道の変更が段階的にできます｡

7.7.3 別名:｢アイディアプロセッサ｣､｢ドキュメントプロセッサ｣
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上記の機能の特徴④にあるように､はじめから構成が決まっていなくても､段階

的に､｢アイデア｣をまとめながら､文章を作成するのと同時進行で､全体の構成

が修正 ･操作可能であるところから､｢アイディアプロセッサ｣とよばれたりもし

ます｡すなわち､はじめは､｢漠然とした｣､｢断片的な｣アイディアを､上位､下

位関係の構想を練りながら､全体的にまとまった ｢論理的な｣､｢説得性｣のある文

書､報告書､論文などの作成の支援をするというものです｡

従来のワープロ (ソフト)の編集と違って､アウトラインプロセッサでは､文書

の移動が､｢項目｣の移動をもとに自動的に行われますので､｢文書設計｣が ｢文｣

や ｢パラグラフ｣のテキスト･文字単位ではなく､｢項目｣､すなわち､内容をまと

めながらの ｢概念｣単位で行えるものといえます｡

実際の ｢項目｣の操作には､簡単なキーで､上位の項目の下位階層を隠したり､

展開する機能があり､複数の項目とのつながりが視覚化された形で容易に ｢項目｣

の編集ができます｡項目間の関連ネットワークの提示には書籍の目次に似た､従来

の ｢アウトライン一覧表｣はもとより､｢カード･フレーム｣やスポーツの トーナ

メント図のような ｢木構造｣で出力できるものもあり､講習会などの発表にも利用

できることから､｢プリゼンテーション｣ソフトとよばれるものもあります｡

これらの基本機能に加えて､文書だけでなく､表計算､グラフ､画像､音声など

の複合メディアを取り込むことができるのものがあり､｢統合化プリゼンテーショ

ン･ドキュメントプロセッサ｣や ｢-イパー･テキスト｣とよばれるものが商品化

され､広義の ｢アウトラインプロセッサ｣として､最近多く利用されています｡

7.7.4 項目と文書の編集

｢文書｣と ｢項目｣がどう開通されているかなどのプログラムの仕組みについて

は､われわれ一般ユーザにとってはブラックボックスでいいのですが､｢項目｣間

に文書のテキストが挿入されるのではなく､項目は項目で編集し､文書は文書とし

て編集する環境が提供されます｡だからこそ､項目の移動が ｢文書｣の移動を意味

するのですが､イメージとしては､カードの裏表に項目とメモが記載されていると

考えてもいいし､データベースのように､キーワードと番地管理のいわば索引と本

文の関係と考えてもいいでしょう｡いずれにしても､｢文書｣の編集は､｢項目｣の

編集環境から､あるキー操作により､いわば表裏2画面が反転するような形や重ね

画面の環境となり､ユーザーにとっては､｢構成 ･アイディア｣の編集と文書入力

の編集が分離されるので､長い文書を論理的にまとめるビジネスの報告書や企画書､

研究論文の作成には最適といえます｡
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7.7.5 アウトラインプロセッサの実行例

下記の図は松村裕美氏作成の ｢メモ｣というPDSのアウトラインプロセッサで

の実行画面の一例です｡左は ｢項目編集画面｣で､右がその画面での ｢一覧モード｣

という項目を 【HOME】キーの操作で文書編集に展開した ｢文書カード編集画面｣

です｡実際は画面は切り替わりますが､ここでは重ねたものです｡項目には番号が

付加されませんが､階層のレベル毎に右にインデントされます｡

196] (-t)'90年5月2日(火)14:21
MEMO.DAT r 21: 6961

機能制限

一党モー ドと群集モ- ド

l一覧モー ド

暮採集モー ド
一覧/撰集モー ド共通機能

lヘルプ表示

終了,セーブ.シェル実

l新カー ド挿入

Iファイル入力 (1)

Ilファイル入力 (2)

lファイル出力 (1)

lファイル出力 (2)
ファイル名入力

lプリンタ出力

lカー ド移動

l検索 (1)

l検索 (2)

‡置換 (1)

一覧モー ドと編集モー ド

MEMOには,一覧モー ドと編集モー
ー覧モー ドと相集モー ドは,HOMEで

一覧モー ドでは多数のカー ドが表示さ

内容 (カー ドデータ)が表示されます

一覧モー ドと編集モ- ドではタイ トル

ます.

モー ド 中央部分

一覧モー ド カー ド番号/全力

相集モ- ド カー ド番号:b-I/チ

一覧モー ドにおける操作対象は,カレ

ド)およびその子カー ド群です.

編集モー ドにおける操作対魚は,原則

図5:項目の一覧編集と文書編集画面

7.7.6 従来のワープロソフトでは不可能 ?
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7.7.6.1 不可能ではないが､煩雑な操作が必要

上記のような､｢項目｣の階層構造の構成の変更､修正などの操作が､従来のワー

プロソフトでは､不可能なのでしょうか? その答えは､可能ですが､かなり｢複

雑｣でその操作も煩雑すぎるので､このようなソフトが進出してきたといえます｡

どのように複雑なのかを､ワープロソフトによる ｢アウトラインプロセッサ｣に

近い文書作成の方法を紹介しながら説明することにしましょう｡その方法には､お

もに次の3つが考えられます｡

① 手書きのアウトラインをメモ･カードにする方法､

② ワープロソフトのアウトライン機能を利用する方法､

③ 文書差し込み (メールマージ)機能を利用する方法｡

7.7.6.2 3つの方法

7.7.6.2.1 手書きのアウトラインをメモ･カードにする方法

その1つは､構想や構成についてはあらかじめ別のファイルか､手書きで原稿ま

たはカード上で作成し､それにあわせて長い文書を作成する方法です｡しかし､こ

れでは､全体の構成をはば完成させた上で文書を展開することが要求されますので､

後に構成の修正が必要な場合に伴う文書の編集にはかなりの操作が必要です｡論文

などの長い文書であっても､数ページ程度の文書の清書のためにワ-プロを利用す

るのに近い､原始的な利用といわざるを得ません｡

7.7.6.2.2 ワープロソフトのアウトライン機能の利用

2つ目の方法は､全体の文書の構成の作成として､それぞれのパラグラフの1行

目に､パラグラフ番号とともに文書の見出しやキーワードを設ける方法です.上記

の手作業による項目作成と文書作成を同一ファイルにする方法です｡従来のタイプ

ライタでは､タブによるインデントや､例えば､ Ⅰ､Ⅲ､Ⅲのローマ数字と A､

B､Cや1､2､3の英数文字の組み合わせで､見出し項目に階層番号をつけて論文

をタイプしてきたわけですから､ワープロ (ソフト)でも不可能ではないことはま

ちがいありません｡それに､見出し項目の連番やその階層関係を自動的に管理して

くれる ｢アウトライン機能｣付きのワープロソフトが商品化されていますので､利

用しないてもありません｡

しかし､｢アウトラインプロセッサ｣と違って､文書の編集の段階での修正と移

動にはかなりの工夫操作が伴うという限界があります｡それは､｢アウトライン｣
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用に見出しを設けても､実際に文書を作成する際には､同じファイル･画面の項目

間に挿入されるために他なりません｡すなわち､だんだんと文書が挿入されてしま

うので､見出しだけの閲覧はもとより､項目間の階層関係を視覚的に管理して編集

することは不可能になります｡さらに､かなり完全な形で文書設計のプランニング

をアプリオリに立てておく必要があります｡確かに､｢アウトライン機能｣のワー

プロソフトでは､アウトライン項目とパラグラフの範囲指定によるブロック移動に

伴って､連番号を自動的に変更してはくれるのですが､ブロックの移動は､文字ど

おり､ブロックの消去を経て､別の場所への挿入を意味するので､誤操作によるブ

ロックの誤消去の危険があります｡特に､複数のページにまたがるブロック移動は

かなりの集中力と注意が必要です｡誤消去防止の意味で､｢復元 (アンドゥ)｣機能

やマルチ画面の編集機能を駆使する方法などがありますが､かなり高度な技術が前

提になります｡このような､複雑な編集操作に追われて､肝心の ｢文書設計｣｢構

成｣がおろそかになりがちというよりも､｢不可能｣に近いといえます｡

7.7.6.2.3差し込み印刷 ･メールマージ機能の利用

上記の2つの方法の欠点は､長い文書の編集が複雑であることから起因している

ものです｡これを克服するのが､最後の3つ目の方法です｡それは､長い文書をは

じめから複数のファイルに分割して文書を作成し､印刷時にその順番を決めるとい

う方法ですOもちろん､構成のプランニングはある程度必要ですが､丁度カードに

文書を作成するように､まず､文書ファイルを作成してから､それらの順序を決定

する方法です｡実際には､個別に作成 ･編集した文書をそれぞれ印刷出力したプリ

ントをもとに､手作業で順番を決めながら､ページ番号を通し番号で付加したりし

てファイル･整理することでもいいのです｡しかし､多くのワープロソフトには､

複数の文書の印刷管理のための機能が備わっています｡それは､いわゆる宛名､住

所などのデータを基本文書に挿入する ｢差し込み印刷 (メールマージともいわれ

る)｣の応用 ･変形の機能で､複数のファイルの ｢連続印刷｣の機能です.このメー

ルマージ機能を使えば､印刷のフォーマットやページ番号はもとより､脚注などの

番号などら自動的に管理されて印刷できるので､便利な機能といえます｡

しかし､途中でマージンや行間などを変更した場合には､元の書式フォーマット

に戻さなければ､以後の文書印刷に副作用が生じる危険などがあり､初心者はマニュ

アルをよく研究する必要があります｡このような副作用を防止する意味で､最近の

欧文ワープロソフトでは､書式フォーマットをスタイルシートとして登録しておき､

局部的な利用と全文書にまたがる書式スタイルの使い分けの方式が採用されつつあ
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ります.いずれにしても､マニュアルの参照と少々のテストで､メールマージ機能

の使用方法は簡単に理解されるので､さほど問題ではありません｡

もっと問題なのは､ファイルの名称とその管理です｡複数の文書ファイル名には､

それぞれの文書の内容と全体の構成についてのキーワードをもとに工夫する必要が

あります｡限られた文字数の制限はもとより､類似した名称間の混同､無意味な番

号でのファイル管理には思わぬまちがいが生じることになりかねません｡さらに､

複数のファイルを分割したり､結合したりするには､それぞれの文書の内容を再度

編集操作を経て､ファイル管理する必要があることで作業が煩雑になります｡そし

て､｢階層構造｣の構成 ･編集や ｢文書設計｣を支援するというものにはほど遠く､

単に印刷の順番を操作するといってもよいもので､｢文書設計｣機能を旗印にして

いる ｢アウトラインプロセッサ｣には及ばないといえます｡

7.7.7 トップ･ダウンとボトム･アップ方式

｢文書設計｣を支援する ｢アウトラインプロセッサ｣には

(D トップ･ダウン方式と､

② ボトム･アップ方式

の2つが考えられます｡

①のトップ･ダウン方式は､最初に ｢文書の構成｣を構造化してから､その内容

を書く､いわば ｢演梓的｣文書作成です｡はじめは､｢漠然とした｣､｢断片的な｣

アイデアを､上位､下位関係の構想を練りながら､まず､文書全体の.｢構造｣をま

とめていく方式で､ほとんどの ｢アウトラインプロセッサ｣が採用しています｡丁

度､会議などでブレーンストーミングしなから､作成しようとする文書の内容をあ

らわすキーワードを羅列し､順序を変更したり､主従 ･上位 ･下位関係をあきらか

にしていくのに似ています｡

一方､②のボトム･アップ方式は､｢文書｣から ｢構造 ･構成｣を考える ｢帰納

的｣な文書作成の方式です｡まず､文献調査などのメモ･ノートや､とりあえず思

いっいたことがら･アイディアを文書として入力してから､最後にはそれらのいわ

ば断片的なカード単位の肉付けを経て､文書全体の ｢構成 ･階層｣の構造化をする

方式です｡商品化されているものでは少数派ですが､日本語の ｢アウトラインプロ

セッサ｣に多いのが特徴です｡

どちらの方式を採用した ｢アウトラインプロセッサ｣でも､｢文書設計｣には実

際の文書の内容の肉付けにより､その都度､修正 ･変更が不可欠となるので､両方

の方式が必要に応じて利用できるものとなっています｡例えば､①のトップ･ダウ
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ン方式で､階層関係を設計してから文書を作成しても､編集時には､②のボトム･

アップ方式のように､文書の内容により､階層関係を変更することが必然的に行わ

れるものです｡ただ､その方法が､トップ･ダウン方式であるので､まず､項目を

移動､細分化します｡それで､文書の移動､新規作成になります｡一方の②のボト

ム･アップでは､丁度カードを章立てにしたがって､項目の ｢箱｣にいれるような

イメージで文書全体の構造化をするものと考えていいでしょう｡既に作成しておい

た､アイディア･文書のカードの取捨選択をして､項目に分類していくわけですが､

一段落すると､全体の構成からみて､新しい項目､または､項目の細分化が必要に

なることがあり､新規のカードの作成が必要になることが容易に想像できます｡

いずれにしても､文書の入力 ･編集と同時に文書の設計が可能となるもので､あ

る時は全体の構成を主に､ある時は文章のテキスト･文字単位の表現の編集作業を

並行しながら作業が進められるという点で､特に長い文書を執筆する研究者をはじ

め､ビジネス文書やプリゼンテーションの企画者の間で大いに注目されているソフ

トのひとっです｡このように､単なる清書機能におわりがちな ｢ワープロ(ソフト)｣

とは一線を画するのが ｢アウトラインプロセッサ｣です.しかし､今後多くのユー

ザに浸透するためには､まだなお改良を要する課題も少なくないのも事実です｡

7.7.8 アウトラインプロセッサとKJ法

上記の文書作成のボトム･アップ方式は､KJ法に類似した方法です｡KJ法と

は､考案した川喜田次郎氏のイニシャルから名付けられた問題解決法で､アイディ

アなどを思いっくままカードに記し､それらを並び替えながら､全体の関連性を探

る方法で､社会科学､特に人類学研究のフィールドワークのために開発された方法

ですが､アイディアを生むのに有効なため､現在広く日本のビジネスマンに使われ

ています｡

一方､トップ･ダウン方式は､梅樟忠夫氏の 『知的生産の技術』の中での ｢こざ

ね式｣に似た方法といえます 【この研究集録の北村論文 ｢英語教育とコンピュータ｣

の2.1.3の項参照】0

ちなみに､｢KJ法｣と ｢アウトラインプロセッサ｣については､米国において

は､テキスト形式の長い文書の作成を支援するアウトライン･プロセッサが広く使

われていますが､一方日本においては､コンパクトに表現されたチャート形式の文

書が好まれる傾向があるとする､興味ある論文が最近発表されています 【大岩､河

合､和久､and小山 (1990)】｡その理由とは､漢字変換を含めたワープロや和文

タイプが非能率で長い文書を作成するのが容易でないというものです｡日本語文書
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作成支援の ｢アウトラインプロセッサ｣に ｢ボトムアップ｣方式が採用されている

のが多いのも偶然ではなさそうです｡

なお､この用語解説は､英語のソフトの日本語版で､トップ･ダウン方式のそし

て､日英の文書作成用のアウトラインプロセッサのソフトを利用して作成しました｡

この研究集録の性格上､具体的なソフトの商品名をあげませんが､従来のワープロ

(ソフト)との比較の項では､パソコン上でのワープロソフトを意味し､専用ワI

プロ上での機能については調査しておりませんことをお断りします｡具体的なソフ

トについては､マイコン雑誌や関連書籍に比較レポートが特集されていますので､

後出の参考文献を参照下さい｡

7.7.9 アウトラインプロセッサと外国語教育

｢アウトラインプロセッサ｣ソフトが英語圏で発達してきたソフトなので､外国

語教育､特に英語教育の作文教育､すなわち､和文英作ではなく､自由作文やパラ

グラフ作文を意味する "ExpositoryWriting"に応用可能かどうかが注目され

ます｡

その応用の可能性については､学界では意見が分かれています｡その肯定的な意

見の代表は､パラグラフの演梓的な書き方を指導する方法､特にトピックセンテン

スを元にパラグラフに展開する方法をプロセスとして学習するのに効果があるとす

るものです｡特に､英語を外国語として作文する場合には､1字1句の翻訳をしが

ちな学習者が､まず､アイディア､概念をまとめ､論理的なパラグラフを展開し､

作文をすることが重要だということを学習できるツールとして価値があるというわ

けです｡

一方､否定的な意見は､｢アウトラインプロセッサ｣によって､パラグラフの展

開方法が固定化されて､クリエイティブなそして自由な作文 ･発想が妨げられると

するものですOさらに､｢ソフト｣そのものとコンピュータの操作が複雑で､作文

の内容をまとめるのに思考が妨げられ易いとする意見もあります｡

実はこの間題は､作文教育､特に英語を母語とする作文教育の中での ｢アウトラ

イン｣指導法の効用についての､従来からある是非論と関連している問題でもあり

ます｡いわば古い問題がコンピュータでの ｢アウトラインプロセッサ｣の効用とい

う形で議論されているものです｡

このように､意見が分かれているので､その教育利用には慎重にならざるを得な

いのですが､実験研究 ･報告が少ないこともあり､今後研究の成果を期待したいも

のです｡ただ､英語を第2言語とした場合の作文教育には学習者の訳語の選択など
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のオーバーヘッドがあるので､かなり上級者レベルの教育に限られるのは確かでしょ

う｡なお､この点に関する文献と議論については､この研究集録の Susser論文

が参照できます｡

7.8 PDS(パブリック ドメイン ソフトウェア)

7.8.1PDSとは

PDSとは､PublicDomainSortwareの略で､本来の意味は､著作権のな

いもの､または､著作権が放棄されたソフトをさします｡PDSのことばにはすで

に ｢ソフト｣ということばが含まれてはいますが､｢PDSソフト｣と使われたり

もします｡現在､PDSと呼ばれているものには､上記の本来の意味のもののはか

に､フリーウェアとシェアウェアを含む総称として使われていますが､厳密には大

きな違いがあります｡主な違い･特徴は下記の通りです｡

① PDS･････著作権が放棄されていて､改訂が自由｡

② フリーウェア･･著作権あり､転載は許可が必要などの条件がある｡

③ シェアウェア･･商品､使用料金 ･寄付の支払が必要｡

｢フリーウェア｣は､無料で使用できるものの､制作者の著作権は放棄されていな

いものを指します｡｢シェアウェア｣は本来商品であり､テスト期間の後､気に入っ

て使用をする場合には､一定の金額を支払うことがドキュメントに明確に述べられ

ています.なお､これらのソフトには､ハードコピーのマニュアルがなく､ドキュ

メントもプログラムもすべて磁気化された形で提供されます｡

PDSは､いうなれば､ユーザサポートのソフトといえます｡高度な機能を備え

ていて､後に商品化されるものも少なくありません｡上記の簡単なルールを守りな

がら､お互いを助け合い､世界中のパソコンユーザのりタラシーが向上することを

願う主旨で流通しているソフトです.｢無料｣だからといって､ルールを無視する

ようでは､PDSの著作者の好意を踏みにじるものになりますので､学校などでこ

れらを導入する際には､商品化されたソフトと同じようにきちんとした手続きをす

べきものです｡

7.8.2PDSの入手方法

PDSの入手方法は､次の3つによりできます｡

(∋ 商用パソコン通信からのダウンロード:

電話回線を介して子機のパソコンにコピィ-する､
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② 数百種類のソフトがすでに焼き付けられている CD-ROM を購入して､

フロッピィ一にコピィーする､

③ 販売店でコピィーする｡

7.8.3 PDSの対応機種と種類

PDSは国内外のパソコン毎に配布されています｡対応機種としては､

A)IBM-PCとその互換機 :東芝 J3100､AXマシーン､

B)日本電気 PC9800シリーズとその互換機､

C)マッキントッシュ､

D)UNIX マシーン

などで､その種類も次のような分野に多岐にわたっています｡

① ワープロソフト､

② ェディタ､

(診 アウトラインプロセッサ､

④ ファイル処理ユティリティー､

6)ゲーム､⑥ テキスト処理 (文書整形､印刷ユティリティー等)､

⑦ 通信ソフト､

(参 その他｡

8CBE:CMl､CAl､CAL､CALL､そしてtCAl

8.1CBEとは

CBEはComputerBasedEducationの略で､コンピュータを道具として

利用する教育の総称として使われます｡それには､情報処理､情報科学の基礎教育

から､コンピュータによる文書設計 ･レポート作成 ･指導､会計 ･統計データ処理

教育､情報検索の作成 ･利用､それに､外国語教育などの基礎教育分野でのCAl､

CMIが含まれます｡この用語解説の項では､CMI､とCAI､CAL【後出 8.

3の項】を中心に説明をします｡

8.2 CM1

8.2.1 CMlとは
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CMIとは ComputerManagedlnstructionの略で､コンピュータを使用

して､カリキュラムや成績管理などの教育管理をするソフト･システムを意味しま

すo同じくコンピュータを利用するCAIとの比較では､CMIを "Teaching

withthecomputer"､CAIを "Teachingbythecomputer"と定義する

こともできます｡CMIにはコンピュータを使って､テストを実施する方法と､教

育管理データ記録し保存する2つの利用があります.いずれも､コンピュータで

データを処理したものを結果 ･記録をもとに､授業でのよりよい教材の提示や教育

法を決定することを支援するものです｡CAIが学習者を支援するものに対して､

CMIは教授者を支援するシステムといえます｡この意味で､CAIにおける学習

履歴の分析をもとに､CAIのレッスンを改良したり､授業の指導法の改善をする

ことは､CMI的利用ともいえます｡

CMIを細分すると次の4つに大別できます｡

① テストの採点 ･分析のための利用 :

イ)マークシートによるテスト､

ロ)レスポンス･アナライザーによるテスト､

② 記録保存 ･処理のためのコンピュータの利用 :

イ)成績 ･進路指導のために学習者の個人データの記録 ･保存 ･更新す

るプログラム利用､

ロ)授業研究 ･診断のための利用｡

8.2.2 テスト処理 ･分析のためのCM1

8.2.2.1 マークシートによるテスト

CMIのテストに関する利用で､テストの実施と採点処理が､リアルタイムに行

えるかどうかで次の2っのタイプがあります｡いずれも､外国教育に限らず､多く

の教科の教育の現場で利用されているコンピュータのCMI利用です｡

イ)マークシートによるテスト

ロ)レスポンス･アナライザーによるテスト

イ)のマークシートによるテストのCMIとは､客観テストの回答がマークされ

たマークシートが､光学読み取り機 (OpticalMarkReader)に読まれ､コンピュー

タの採点プログラムにより採点処理を行うシステムです｡大型汎用コンピュータは

もちろん､現在では､パソコンでも利用可能となっています｡採点結果が､個人用

に印刷出力されるだけでなく､データがコンピュータに保存されるので､テストの



解説 :外国語教師のためのコンピュータ利用入門 163

記述統計処理から､信頼性､項目分析なども可能です｡テストの分析や統計処理の

プログラムを､プログラム言語を記述 ･移植することはもちろんのこと､SPSS

やSASといわれる統計パッケージソフトの利用も可能です｡

関西学院大学のある研究プロジェクトでは､日本の教育界で共通一次テストなど

で､マークシートの利用が普及されだした1979年に､マークテストに関する共同研

究を進め､その研究成果として大型汎用コンピュータ上での公開プログラムを開発

しました｡それは､ASTEM(AnalyticalSystemforTEst-ingbyMark-

sensingの略)の愛称で呼ばれていて､コンピュータの知識がなくても､簡単に

マークシートのテストの自動採点とテストの統計処理が可能です.現在も､同大学

の情報処理研究センターの大型計算機システム上に移植され､公開利用プログラム

として提供されています 【Thrasheretal.(1979)】0

8.2.2.2 レスポンス･アナライザー

8.2.2.2.1 リアルタイムのテスト分析と正誤判定

レスポンス･アナライザーによるテストもコンピュータを利用したCMIのひと

つです｡

レスポンス･アナライザーと呼ばれる､集団反応測定機を使って､LL教室など

でテストをした場合には､上記のマークシートの処理と違って､テストを実施しな

がら､採点 ･得点分析ができます｡さらに､学習者に対して､即座に回答の正誤の

判定がフィードバックできます｡レスポンス･アナライザーは､LLシステムと一

体化されたものとして､外国語教育には永く利用されています｡単純な記述統計処

理から､SP表の分析､項目分析などの高度な教育統計処理が可能なシステムもあ

ります｡これは現在のコンピュータ･ローカルネットワークのシステムの特殊な利

用といえます｡テストの実施に限らず､アンケート回答の収集システムとしても利

用可能です｡テストデータのオフラインの統計処理はもちろんのこと､外部のコン

ピュータと連携することも可能で､いわゆる菓械CAIにも発展応用が可能です.

テストの回答の入力の方法は､LL子機のカセット･テープレコーダを併用したり

する､ボタン入力になることから､実施できるテストは､客観テストの多肢選択に

なります｡

1988年度に関西学院大学で導入したLL教室のアナライザーシステムは､16ビッ

トのコンピュータと､子機側に電卓のようなテンキーパッドによる入力端末を組み

合わせ､従来の機能を大幅にグレードアップされたものとなっています.主な機能
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としては次の7つがあります｡

① 多肢回答- 0-9と無回答の計11の多肢テストの実施が可能､

② デ-タをフロッピィー (MS-DOS)に保存可能､

③ 質問に対する反応の収集 ･記録､及び各種のフィードバック (正答率 ･正

答､締切タイマーその他の提示)､

④ 反応分布､回答履歴の印刷､

⑤ 従来の手動モ-ドと､テープの進行と連動させて連続的に質問の回答を収

集する自動進行モード､

⑥ 指定期間 (月日)内のデータの集計 (区間集計)､

⑦ 座席指定なしの､出席 ･遅刻管理が可能｡区間の出席簿出力も可能｡

将来のLL教室には､コンピュータのキーボードの極小化が進み､大型汎用コン

ピュータの TSS(TimeSharingSystem)のように､回答に文字入力が可能と

なる子機を備えた､アナライザーシステムが設置されるかも知れません0

8.2.2.2.2 S-P表分析

S-P表分析とは､教育テストの項目分析の一方式で､Sは Studentの､Pは
Problem の頭文字で､その文字通り､問題と生徒の回答のかかわりぐあいを､教

師が目でみて判読するための得点一覧表分析法です｡英語名をStudent-Problem

ScoreTableAnalysisといい､佐藤 隆博らが開発した､日本で生まれた､教

育テストの回答の統計分析の方式です 【佐藤 (1975)】｡その目的は､ ドリルやテ

ストを実施した際に､各項目について､易しかった問題はどれで､難しい問題がど

れかを判断し､学習指導の各段階においての形成評価の判断をすることです｡形

成評価とは､学習者個人の学習状態を把握し､教授指導法の改善を行うための評

価方法です｡つまり､CAIの学習者の回答の正誤判定情報であるKR情報

(KnowledgeofResults)に似た､教師に対する､指導法に対するフィードバッ

ク情報が提供されるというものです｡

従来行われている､テストのデータ処理は､平均点や得点分布図の分析､順位を

求めたり､偏差値などがありますが､これらは集団における個人成績の相対的な位

置を決定するものです｡この集団データの記述統計手法では､学習者個人の成績に

ついて集団の中での相対的情報しか分からず､上記の形成評価のための的確な情報

とはなりえません｡というのは､点数化した正誤の数量処理では､学習者個人の問

題に対する回答正誤の質的なパターン分析が行えないからです｡

また､各設問の正答率を求めても､よくできる者が本当にできたかの判断ができ
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ないので､点双列相関係数 (テスト問題各項目についての正誤 :0か1と､受験者

のテスト全体の成績との相関係数)を求める､いわゆる項目分析でも､被験者個人

の識別は集団の数量化平均化されてて埋もれてしまうというのです 【項目分析 ･点

双列相関については､Guilrord(1965):pp.493-509;pp.322-325､肥田野他

(1967):pp.1571158､Thrasheretal.(1979):pp.29-33､肥田野 (1972):

pp.60-91､池田 (1973):pp.111-130､池田 (1978):pp.237-284などを参照】O

そこで､回答者個人の正誤の素データと､問題項目との質的なパターンを分析す

るために提唱されたのが､S-P表の手法です｡具体的には､縦軸に上から成績の

高い順に回答者を並べ､個人の設問毎の正誤の素データを､正答率の高い順に左か

ら右へ並べられた横軸の問題項目毎にプロットした一覧表をもとに､誤答のパター

ンがどの位置にあるか､どのように分布しているのかなどの誤答分析ができるとい

うものです｡そして､学習者の誤った反応や誤った概念形成の質的分析を経て､こ

れらの原因を吟味した上で､指導法の改善が計れるとしています.

この並び替えの作業を手作業の代わりにコンピュータが行うことも可能で､単体

のプログラムが市販されていますし､最近のレスポンス･アナライザーシステムに

は､S-P表の作成を自動化するものもあります｡

8.2.3記録保存 ･処理のためのコンピュータ利用のCM1

8.2.3.1成耕 ･進路指導のための利用

成績や､学習者の個人データをコンピュータに記録しておき､成績報告の計算処

理や､進路指導に役立たせる利用もCMI利用といえます｡使用できるソフトとし

ては表計算やデータベースなどがすでに商品化されています｡また､自作でプログ

ラムを移植することも可能です｡コンピュータの教育利用の中では､もっとも簡単

にできるのが､この成績処理のためのCMTの利用です｡コンピュータが1台あれ

ばできる手軽さと､中高では複数教科の報告書作成の利用ニーズが高いこともあり､

CAI関係の研究会や雑誌などでは､いちばん多く発表されています｡教科内容が

限定されない汎用性のあるソフトとして情報交換がなされ､先進CMIユーザの教

師の自作プログラムの入手も雑誌を通して可能です 【『自作教育ソフト年鑑』(毎年

発刊)､『NEW教育とマイコン』(月刊)､『CMI実践事例百科 :NEW教育とマ

イコン別冊』(1989年5月)- いずれも学習研究社の編集】.

小生の英語の授業で実施する平常テストは年間で約15回にもなり､手作業での成

績集計では､受講者の人数も大きく､欠席者の処理も煩雑になり､また､まちがい
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を犯しかねません｡出席簿の罫線行に点数を転記し､テストの種類に対して決まっ

た配点率をかけ､学生毎に集計し､その都度検算をするのは ｢憂彰｣な作業です.

そこで､まさにCMIですが､この成績の集計 ･分析処理をコンピュータで行って

います｡平常テストのうち､マークシ-トとアナライザーによるテストは､結果を

そのままコンピュータのデータとして､自宅のパソコンや大型汎用機上で活用でき

るメリットがあります｡さらに､テストの集計だけでなく､複数のテストの相関を

みたり､項目分析などの統計分析も可能です.使用しているソフト･言語は､大型

汎用機ではSASの統計パッケージ､パソコンでは､データベース用の DBASE

Ⅲ+ですが､処理スピードの関係から､パソコンと大型間のデータはその都度変換

しないで､主にパソコンをベースとして､大型計算機に通信回線を介してアクセス

利用しています｡

テストそのものの再利用や共同利用のためにデータベースを作成することも可能

です｡従来では､個人毎にプリントやカードで保存していた､テストのデータを､

コンピュータ上にデータベース化することによって､再利用はもとより共同利用に

よる蓄積ができます｡分野､対象､レベルなどのテストの属性に加えて､客観テス

トの項目の統計データも保存する､"item bankingsystem"を開発している研

究グループもあります 【菊川他 (1977,1978,1979,1980)】.

8.2.3.2授業研究 ･診断のための利用

上記のような学習者の成績やテストの実施 ･管理 ･分析の他に､コンピュータを

使って､CAIを含む教育工学関係の文献データベースの構築 ･検索や､教授 ･学

習過程を研究したり､授業研究 ･診断をすることもCMIといえます0

教育工学関係の文献データベースのシステムとしては､米国のERIC

(EducationalResourceslnrormationCenter:1966年から)が有名ですが､

国内では､京都教育大学の EDMARS-KYOTO と､後に岐阜大学に移管された

EDMARS-GIFU システムがあります 【EducationalDocumentsManage一

meれtAndRetrievalSystem】0

上記の文献研究に加えて､授業研究 ･診断のために､現職教育や教員養成のため

の､特にマイクロティーチングなどにおける教育技術のデータ分析などでのコンピュー

タの利用が可能です｡マイクロティーチングとは､教育技術の実証研究で､特に教

育実習の ｢小規模実践授業｣を意味します｡すなわち､教授技術の訓練と向上 ･評

価のために､ビデオに録画し､言語 ･非言語の教師と学生の相互関連をさまざまな

角度から分析するのに､そのコード処理にコンピュータが使用可能なわけですOた
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とえば､教師の質問での学習者に対する励まし､賞賛､承認などと学習者の行動 ･

変化をカタゴリーしてコンピュータに入力し､教師と学習者の相互作用の量的 ･

質的な分析を行うものです 【(Flanders(1970)､Fanselow (1987)､脇坂他

(1988)】｡また､京都教育大学では､上記のような授業場面を録画したビデオをコ

ンピュータでコントロールしながら､次の場面を予測するなどの授業研究ができ

る CASIST システムを開発しています 【ComputerAssistedSelHnstruction

system forTeachers】｡

8.3 CAl､CAL

8.3.1 CAl､CALとは

CAIとは､ComputerAssisted/Aidedlnstructionの略で､｢電子計算機

支援教育｣システムをさします｡Instructionの ｢教育 ･教授｣の代わりに､｢学習｣

を強調する意味で､CAL:ComputerAssistedLearning と呼ばれたりもし

ます｡CBE､CMIを含んだ総称としてCAIが使われたりもします｡しかし､

コンピュータを利用する学習といっても､コンピュータの使用に関する知識や､プ

ログラム言語学習などの､コンピュータ･リテラシー教育とはCAIは異なります｡

間接的にはコンピュータ･リテラシーの向上にもつながりますが､CAIは､コン

ピュータサイエンスを含めた､外国語教育､数学などの教科内容についての学習 ･

教育にコンピュータをアプリケーションとして利用するものです.また､映像と

音声のメディアを駆使したIAV (対話ビデオ :InteractiveAudioVideo/

visual) 【後出の9.3の項参照】がマルチメディアCAIと呼ばれたりもします｡

8.3.2理論背景とCAlの特徴

教育工学におけるCAIの関連 ･基礎研究そのものはかなり古く､それは1950年

代に開発された､Skinner(スキナ-)や Crowder(クラウダー)のティーチン

グマシン(TM)までさかのぼることができます 【CAI関連の心理学研究につい

ては山口 (1985)､TMについては那々木 (1986)を参照】0

スキナ一によるプログラム学習の特徴としては､次の5つがあります｡

① スモールステップの原理 :

教科内容を細かく納分割して､学習の最適化を計ること､

② 単線型または直線型 (リニアー)の構成 :

提示される説明と質問をフレームといい､そのフレーム間の流れは､直
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線のように一本に系統されていること｡すなわち､すべての学習者は同一

の教科内容の学習を同一の順序で学習することになります｡

③ 即時フィードバックの原理 :

フレーム毎のひとっの質問に対する解答がひとっで､学習者の回答に対

する正誤の判定 ･情報が即座に知らされること､

④ 自己ペースの原理 :

学習者は自己のペースで進行できること､

⑤ 鉛筆による回答入力が可能｡

文字入力が可能といっても､解答と回答のチェックは学習者自身が行い､

誤答の場合には正解を書き込みながら次の質問に進むというものです｡

一方､クラウダーは､上記のスキナーの ｢直線型｣に対して､｢枝分かれ (分岐)

型｣のプログラム学習を提唱したことで有名です｡その特徴は次の3つがあります｡

(∋ 分岐型 :

学習者の反応の正誤の種類により次に提示されるフレーム･情報が異な

るように構成されているので､学習の順序は､学習者によって異なります｡

直前のフレームや､最初のフレームに戻ったりすることができ､これは､

現在のCAIシステムで使用されいる､｢フレーム･ステップ｣の概念が

すでに採用されていたといえます｡

(診 複数回答 :

ひとつの質問に対して､複数の回答が用意されていること､

③ 回答入力は多肢選択ボタンによる｡

問題の提示は､文字に加えて､図面､グラフィック､写真などが透視型

のスクリーンに現れるという､最近のCAIシステムで採用されている視

聴覚教材 ･情報提示の環境がすでに提供されていましたが､回答入力はボ

タン･キーを押すというものでした｡

このような理論背景からみた､CAIの特徴は､

① コンピュータの持つ特有の機能を生かして､

② 個別的学習と､

@ 双方向学習と､

④ 正しい概念 ･学習への強化 (Reinforcement)が可能であることです｡

｢コンピュータの機能｣とは､コンピュータの優れた情報処理能力です｡例えば､

問題のテキストなどのデータや提示方法 ･順序の手順をプログラム化したものが保

存 ･修正ができること｡そして､その決められた手順に従って学習･教授プログラ
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ムが実行できること｡さらには､周辺機器と組み合わせることができる拡張性をさ

します｡

｢個別的｣というのは､学習者のレベル､理解の程度にあわせての学習が可能な

ことを意味します｡｢双方向性｣とは､テレビなどを視聴する受け身の学習ではな

く､学習者とシステムが対話するようにして､学習が進められていくことを意味し

ます｡たとえば､学習者が問題の回答を記号や文字で入力したのを､プログラム･

システムが正誤の判断をして､次に進むべき問題を提示したりできることです｡学

習の ｢強化｣とは､正誤の結果が即時学習者にフィードバックされることにより､

正しい概念の理解が促進され､逆に誤った学習の矯正ができることを意味します｡

8.3.3 歴史

8.3.3.1 大型CAl時代

CAIの歴史というか､CAIブームの歴史を､その限界 ･意義という観点から

簡単に下記に紹介します｡CAIは過去に2度にわたるブームがありましたが､そ

のいずれもが定著しませんでした｡現在は､CAIの名称をCBE(Computer

BasedEducation)に変えたり､マルチメディア機器と一体化させるなどの､商

戦合戦の到来で､成人式を終えたばかりのCAIの第3期ブームともいえます｡

さて､名称はどうあれ､現在のマイコン･パソコンのCAIの歴史は､1950年後

半の大型汎用コンピュータにおける対話型システムの第1期CAI開発時代にさか

のぼります｡それはアメリカではじまりましたOまず､巨人 IBM 社とコントロー

ルデ-夕杜のコンピュータ会社oNSF(NationalScienceFoundation)やカー

ネーギ財団の助成研究O大学 ･研究機関としては､BASIC言語を開発した John

Kennedyらのダートマース大､｢CAIの父｣ともいわれるPatrickSuppesらの

スタンフォード大､そして DonaldBitzerらによる PLATOシステムのイリ

ノイ大です｡その頃から研究が進められていたシステムの中には､1963年のスタン

フォード大学のスピースらによる小学生レベルの数学と外国語の練習 ドリル型ソフ

ト､イリノイ大学での PLATOシステムなどで現存するシステムもあります｡

8.3.3.2 PLATOシステム

PLATOシステムはアメリカの学校教育用に1960年に開発が始められて､現在

も研究がなされている､最初の広域CAIシステムです｡｢TUTOR｣と呼ばれる

CAIレッスン開発のためのオーサリングソフト【後出の 8.3の項参照】とよばれ
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る簡易言語をもとに､イリノイ大の教授陣が数多くの教科のCAIレッスンを開発

し､広域にわたる公教育機関に対して､補習プログラムを提供しました｡現在では

5,000本､延べ1万 2千時間の学習時間にも及ぶソフトがあるといわれています｡ し

かし､1984年現在でも1校あたり$6,000にもなるという高価なシステムです｡

-ードとしては､ホストコンピュータに通信でつながった､学習子機には､プラ

ズマディスプレイ､回答選択の際に画面の一郎を触れることにより入力できるタッ

チスクリーンと子機が構成されていました.問題の提示は､文字だけではなく､グ

ラッフイク､さらに音声出力も可能です｡現在では､パソコンユーザが通信ネット

を介して在宅学習できたり､パソコンに移植されたシステムとして､商用ベースで

学校などでの設置が可能となっています (CDC:コントロール ･データ杜､日本

CDC杜､TDK社)0

外国語教育のための PLATOソフトについての論文集は､Hart(1981)があ

ります｡

8.3.3.3 パソコンCAl時代

大型CAI研究は1970年中期にかけて下火になりかけました｡その理由として､

米国のETS (EducationalTestingService)は次のように報告しています

【Coburn.(1982)】0

① ハードウェアの費用､

② 開発費用､

(参 工学機器に対する教育担当者の偏見と恐れ､

④ 一般教育陣の開発技術と指導訓練の欠如､

⑤ CAI効用の過大宣伝､

⑥ 教育界の保守性､

以上の他に､関連論文からは次の4つの理由が読み取れます｡

⑦ すぐに使える良質の汎用ソフトの欠如､

⑧ 研究所 ･大学 ･--ドメーカーなど特殊な環境での研究開発の孤立化､

⑨ CAIの効果実験報告の多様性とその解釈の困難性､

⑲ CAIの背景理論となるべき教育心理学､教育工学､認知科学などの基礎

研究の欠如-すなわち､-ードウェア先行｡

そして､1977年頃になると､マイクロ･コンピュータをベースとしたCAIの開

発研究が再燃しました｡大型コンピュータの費用に比べて､-ードウェア費用が

格安になったことが最大の理由です｡具体的には､1977年の Commodore杜の
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PET機に続く､1978年のタンディ･ラジオシャツク社の TRS-80機とアップル社

の AppleII機のパーソナル･コンピュータの発売 ･登場がきっかけとなりましたO

そして､米国教育省のNCES(全米教育統計センタ- :NationalCe.nterfor

EducationalStatistics)の調査では1981年当時で全米の教育界でのCAI利用

が50%にも上ったといいます 【Coburn(1982)】｡それに比べて日本では､パソ

コンの導入そのものの歴史も浅く､CAI利用を含めた､所有台数 ･率が低いのは

予想通りです｡同時代の1983年 1月での文部省社会教育課の調査では､小学校

で､0.1%､中学校1.8%､高校ではやっと45.6%という数字を示しています 【坂元

(1985),p.12.] Q

いずれにしろ､マイクロコンピュータの到来により､上記に記した大型汎用コン

ピュータにおけるCAIブーム不定着の理由の数々が解消されたことは明らかですo

Lかし､上記の④,⑤,⑥,⑦,⑨,⑲の理由はいまなお現存していると言わざるを得ま

せん｡

特に､⑨の ｢CAIの効果実験結果の多様性とその解釈の困難性｣については､

今後のCAI開発研究のために､また60年代に存在していたCAIに対する熱狂と

その後の期待はずれの幻滅感の教訓を生かすためにも､若干説明を要すると思われ

ます｡以下では､CAIの効果実験の結果を紹介してみます｡

8.3.4 CAlの効果実験

1960年と1970年代に行われた官民の研究助成を受けた､大型機による広域のCA

IプロジェクトのCAIの効果実験の報告では､残念ながら､数少ない例外を除い

て､そんなに強くCAIの普通授業に対する優位性を打ちだしたものではありませ

んでした｡ところが､これらの大がかりなCAIプロジェクトの他に､この20年間

にさまざまな教育レベルと教科で､大小のCAIが行われてきたわけですが､それ

らのいわば ｢草の根｣CAI研究報告では､分野の種類に関係なく､CAIの効

果として､またCAIの効果に関わる要素として､次のようなものが共通して指

摘されているのは非常に興味のあるところです 【実験報告 リストは､Chambers,

andSprecher(1983):pp.21-23を参照､複数の実験報告のメタ研究は､Kulik,

Kulik,andCohen(1980)や､Kulik,Bangert,andWilliams(1985)を参

照】｡

① 学習理解の向上 :

ほとんどのCAI実験報告では､通常の授業と比較して､学習理解が向

上したとするか､有意差がないとするものです｡すなわち､劣ると断定し
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たものが少ないということです｡

(診 学習 ･理解定着の時間の短縮 :

ほとんどのCAI実験報告では､通常の授業と比較して､学習に要した

時間が短縮されたとしています｡

③ 被験者のコンピュータに対する態度の向上 :

CAI授業を受講したことによって､コンピュータに対する態度が向上

するとされています｡

④ 教師の介入が鍵 :

単体のCAI利用ではなく､通常の授業の中でCAIを使用した場合の

教師による学習者に対する､介入 ･支援の質と量がCAIの成功の鍵とな

るCAI実験報告があります｡それは､PLATO と肩を並べる広域のC

AIシステムのTICCITプロジェクトで､数学と英語のCAIコースの結

果に顕著にこの教師の補助介入が要素となったというものですO英数の両

CAIコースの成績の向上については､通常授業に比べて勝っていました

が､数学のCAIコースでは､落伍者が多く､また数学CAIコースに対

する意見も良くありませんでした.一方､英語のCAIコースでは､コー

ス終了者の数は通常の授業と同じでした 【Alderman(1977)】0

⑤ パーソナリティによる相違 :

CAIコースを途中でやめてしまう落伍の数が､外向性のパーソナリティ

を持っ被験者の方が､そうでない者と比べて､有意な差で多いという報告

があります 【(Horrman,andWaters(1982)】｡ところが､教師の介

入が増えると､ドロップアウトの率が下がったというので､上記の④が重

要な要素であることが再認識できます｡

CAIの実験については､コースウェアの内容､受講者のレベル (学力､年齢)､

-ード環境､学習時間数など､実験計画の際にコントロールすべき変数が多様なだ

けに､上記に掲げたCAIの効果についての解釈はたいへん困難です｡しかし､確

かにいえることは､｢CAIが万能とか､CAI廃止論とかの両極端の議論｣は説

得性がないことです｡この20年間を経たCAIの経験から学べるのは､CAIが効

果を発揮するのは､それなりの環境が必要ということです｡その必要条件の第1は､

CAIコースウェアの作成にあたっては､教科内容の専門知識と､その教授方法の

経験の蓄積と洞察が備わった教科の専門家と､教育心理学の専門家､そして､コン

ピュータの専門家の協力体制が必要なことです｡第2は､CAIの自習主体の単体

利用ではなく､いかに通常授業での位置づけをするかの､人間教師の判断で､特に､
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動機づけやパーソナリティが多様な学習者に対する､きめ細かい教師の援助 ･対応

が必要なこと｡そして､最後に､CAI構築のための--ドのコストが低い環境が

必要です｡

いいかえれば､教育における古い問題 :動機づけ､学習戦術の多様性､個別能力

のための教授法等々が､CAIを通して浮き彫りにされたともいえます｡今後に残

された問題も多く､さらに実験を積み重ねる必要があります｡例えば､

･どのCAI学習モードが､どの教科の内容に適しているのか ;

テキストなど文字情報による読解中心の学習と演習 ･実習を伴う教科の

違いによるCAIの適合性 ;

･帰納的と演梓的な学習の組み合わせ ;

･CAIの補助利用と自習利用の割合の程度､

どの程度の､どのような質の教師の介入が多様な学習者に対して必要な

のか ;

などの課題が残されていると思います｡

8.3.5種類とタイプ

8.3.5.1 分類

CAIを授業との関連での利用形態で分類すると次の2つに大別できますO

イ 授業 ･教師の代わりに用いる､完全自習利用 (Primary CAI)､

ロ 授業 ･教師の補充的役割としての補充利用 (Adjunct CAI)0

cAIの初期の大型CAIの時代では､主に完全自習型のCAIが中心となって開

発されてきましたが､最近では､後者の利用が増えつつあります｡

また､CAIをその指導方式で分類すると下記の6つになります｡

(D 練習･演習タイプ

(参 チュートリアル (個別教授)タイプ

③ 問い合わせタイプ

④ ゲームタイプ

⑤ シミュレーションタイプ

⑥ 問題解決タイプ

(Drill&Practice)
(Tutorial)

(Inquiry)

(Games)

(Simulation)

(Problem Solving)

さらに､岡本 (1987)では学習の進行 ･制御の観点から､次の3つに分煩してい

ます｡

A 教授者主導制御型 (上記(丑､②)､
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B 学習者主導制御型 (上記③､④､⑤､⑥)､

C 相互主導制御型 (上記AとBの組み合わせ)0

以下では､それぞれのタイプ･方式を外国語教育を例にして説明してみます｡

8.3.5.2 ① 練習ドリルタイプ

①の ｢練習 ドリルタイプ｣は､単語 ･イディオムの意味､文法の知識などの練習

問題が中心となった､いわば ｢電子テスト｣タイプから､次の②のチュートリアル

タイプとの併用で､回答の種類によって次に進む説明や課題が分岐していく､説明

と問題の組み合わせ方式があります｡例えば､動詞の過去形､前置詞､形容詞 ･副

詞などのdiscreteな文法事項の学習にこのタイプCAIがよく採用されています｡

この学習の流れを処理する単位､すなわち､画面にあらわれる説明 ･問題などの

教授情報と､学習者の回答とその評価を提示する情報をフレームと呼ぶところから､

アドホック･フレームCAIとも呼ばれています｡過去に盛んであったプログラム

学習に酷似しているものです｡

印刷物のドリルブックの電子化ともいわれます｡1960年代に導入された教室での

外国語教育のパターンプラクテス･文型練習と同じように､反復練習を重視し､刺

激と反応と､矯正の方式に基づいて構成されています｡しかし､反復練習をあきる

ことなく提供してくれる環境として､今まで多くの学習にも役に立ってきたCAI

の代表的な方式です｡

8.3.5.3 ② チュートリアルタイプ

(参の ｢チュートリアルタイプ｣は､個別教授､個別学習､説明指導様式の学習な

どと訳されます｡これは教科の専門家の教師と学習者が1対1の状況で個別指導す

るのとほとんど同じ様式で行われるものです｡しかし､教師の肩代わりとはいえ､

きわめて限定した方法でしかないことは容易に想像できると思います｡すなわち､

わからないところを質問したりすることができない限界があります｡

この方式は､上記の①の ｢練習 ドリルタイプ｣と併用されることが多くあります｡

すなわち､ある概念 ･事項の説明のフレームのあとで､その理解チェックのための

問題フレームが続き､その回答の種類にしたがって､別の｢説明｣フレームに分岐･

プランチングする方式です｡

外国語教育のチュートリアルフL/-ムの内容に､例えば､関係代名詞や分詞構文

などの説明で､単に文法の解説書を単に電子化したものに過ぎないものがあり､

｢電子ページめくり的｣と批判されたりもします｡
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8.3.5.4 ③ 問い合わせタイプ

学習者がコンピュータに､問題やその関連事項の説明を求めながら学習が進めら

るCAIの方式ですoコンピュータ上にデータベースの構築をするものですが､あ

らかじめ教科･学習内容の概念の構造化を念入りに設計する必要があります｡上位･

下位概念の構造に対応して､キーワード検索的な手法で､問い合わせに応答する

ものです｡外国語教育の分野では､残念ながら､この種のCAIソフトは見あた

りません｡できたとしても､それは､研究者レベルの言語学的な知識と文法事項

のかたまりのソフトになりかねません｡｢なすことによって学ぶ (learningby

doing)｣という運用力を養成するための外国語教育の応用にはほど速くなるもの

といえます｡しかし､ドリル型やチュトリアル型のCAIレッスンに､系統化され

た文法事項に対する質問ボタン･ボックスの程度は､ある学習者にとっては好まれ

るかも知れませんO例えば､分詞構文や能動 ･受動態などかなりルールベースの文

法事項については､例題や練習問題だけではなく､そのルール･知識を理解 ･納得

することも必要なので､データベース化も可能で､有効であるともいえます.とは

いっても､ドリル型とチュートリアルフレ-ム型を併用する多くのCAIソフトで

は､学習者の ｢問い合わせ｣を ｢予想｣して､あらかじめ､ ｢概念の整理｣や､

｢ヒントとなるルール｣の説明フレームを組み込んでいるのが事実ですOここに､

｢教え込み｣的なチュートリアルタイプと､ ｢学習者主導型｣の問い合わせモード

の思想の違いが大きく現れているのです｡

この ｢問い合わせタイプ｣のCAI構築で忘れてはいけないのは､1970年代の知

的CAI【ICAI:後出8.3.7の項】の先行研究です｡それは､Carbonellの南

米地理学に関する､SCHOLAR と呼ばれるシステムです.｢緯度｣､｢面積｣など

の事実関係の知識の関連づけに ｢意味ネットワーク｣という人工知能の知識表現手

法を駆使し､さらに､｢格文法｣的な構文解析 ･生成プログラムのもとに､自然言

諺 (英語)で会話･質問･応答が可能という､まさに人工知能型CAIの先駆的な

システムです｡事実､その対話例を読むと､これを英語教育で使えないだろうかと

思えるぐらい､自然な会話が記録されています 【Barretal.(1982),田中 ･淵

(監訳 :1983),日本語訳では,pp.320-335】oその一例を下記にリストします.C

で始まるのがコンピュータの出力文､Sは学習者の入力文です｡

C: WhtisthelanguageofArgentina?
S: ProbablySpanish･
C: Verygood.ApproximatelywhatistheaLreaOfArgentina?

tSttldentchangestopic･..]
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S: TeunesonethingaboutPeru.
C: Peruisacoultry.ItislocatediJISouthAn erica.The
capitalofPenlisLima.Nowanswerthequestionyoudidn't
anSWerbefore.

(･･･血allyanswersthequestion.i
S: TbeareaOfArgentizlais1,100,(X氾squareJniles.
C.･ Approxinatelytrue,butamoreenctvalueis1,200,(XX).The
easternborderingcouzltryofPeruis....
lStudentmakesanerrorandiscorrected....I

S: Catholicism.

C: Wrong･Catholicismisnotaco皿trybutareligiozl.The
correctansweris:Brazil.

図6･.SCHOLAR との対話例 【田中 ･淵 (1983),pp.3221323.】

学習者の千差万別の多くの質問に対応するには､どのような質問が出るのかなど

の予想よりも､むしろ､概念 ･キーワ-ドの関連での綿密な設計が必要です.専門

用語をもとに､かつそれらの構造化が可能な教育分野でこの方式を採用し､研究開

発がなされている国内の一例としては､ ｢情報科学｣のキーワード検索･データベー

ス利用のCAIソフトがあります 【田村 ･白井 (1987)】0

8.3.5.5 ④ ゲームタイプ

8.3.5.5.1 教育ゲーム

④の ｢ゲームタイプ (Games)｣は娯楽用のゲームの ｢遊び｣の要素を生かした

｢教育ゲーム｣です.ゲームというと､RPG (ロールプレイングゲーム)やファ

ミコンのドラゴンクエストのアドベンチャーゲームをすぐに思い浮かべますが､は

やくから､成人用の英会話ソフトでこのアドベンチャー･ゲームの形式を取り入れ

たソフトとしては､ストラットフォード社の Education と Adventureをコイ

ンした商品名の "Eduventure"があります 【日経サイエンス社編集部 (1984),

pp.84-85.】 ｡これは､アメリカ西部を旅行しながら､訪ねるべき友人の家を探す

想定で､現地人に質問をするというもので､1984年に発売されています｡質問の会

話文の入力は､文章ではなく､複数の回答メニューから番号で選ぶものです｡音声

出力用にビデオ･ディスクを付加するモデルもあります｡

英語を母語とする児童から大人を対象とした通常のカード･ボードゲームのう

ち､外国語教育に利用できるものが､パソコンのプログラムとして多く市販され
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ています｡もちろん､PDSの利用も可能です 【使用する機種のカタログや雑誌

を参照､教育ソフト専門雑誌としては､TheGarlinghouseFamilyGuideto

EducationalSoftwaT･eがあります】｡日本での英語教育の利用での､ソフトの

内容､難易度のおよその基準としては､アメリカの小学校4から6年生レベル用に

開発されたものが､高校高学年から大学生のレベルにあうようです｡

外国語教育のためのゲームソフトの利用としては､構文の練習よりは､綴字や単

語 ･語句のドリルとして利用できるものが多くあります｡英語教育の利用の例とし

ては､次のようなものがあげられます｡

･ハングマン､マスターマインドなどのゲームマシンでよく知られているゲー

ム､

･クロスワードパズル､スクラブルのボードゲーム､

･パスワード､20の扉､しりとりなどグループで楽しめるクイズゲーム

-ングマンとマスターマインドは､コンピュータが生成した単語に対して､決め

られた回数以内にアルファベットを一文字ずつ入力する､いわゆるスペルあてのゲー

ムです｡ゲームマシンとして商品化されているものがありますが､パソコンのプロ

グラムとして市販されています｡また､プログラムも簡単に自作可能です｡

グループで楽しめるゲーム･ボードゲームで人気がある､クロスワードやスクラ

ブルは､対象となる学習者のレベルにあったものを選ぶか､自作プログラムで単語

や定義辞書を登録すれば､外国語教育にも充分利用価値があります｡クイズゲーム

では "trivia"､"20Questions(20の扉)"や "password(連想ゲーム)"があ

り､プログラムとして市販されています｡この種のソフトはかなりの単語知識が必

要ですので､外国語教育に利用するには､学習者のレベルにあったプログラムを自

作する方が望ましいといえます｡もちろん､BASICや PASCALなどのプログ

ラミング言語の知識が不可欠ですが､プログラムのソースコードが公開されている

ガイドブックの利用も可能です｡

8.3.5.5.2 しりとりゲーム

ユニークな外国語教育用のゲームとしては､徳島大の山本米雄教授の開発した､

パソコンの英単語のしりとりゲームがあります 【山本 (1983)】｡コンピュータの

しりとりゲームというと､英語のワープロのスペルチェック用のように､初めから

巨大な辞書の必要を想定しがちですが､このソフトでは ｢学習者自身が辞書を拡張

する｣学習機能があるので､CAIの基本特徴である､ ｢個別化｣が生かされると

いうものです｡開発当時に､研究室で複数の学生の共同利用をした結果､最抑 ま40
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単語くらいの核となる辞書でスタートしたものが､約1週間で1,000語にもなった

と報告されています.単純なしりとりゲームの勝ち負けを楽しむと同時に､コンピュー

タの知っている単語の意味も閲覧でき､またスペル練習の機能を備えているもので

す｡

8.3.5.6 ⑤ シミュレーションタイプ

8.3.5.6.1 シミュレーションCAlとは?

一方､シミュレーションCAIとは法則､原理､原則､公理､定理などを理解さ

せるべく､現象をコンピュータの上で再現させる方法です.化学実験､ジェット機

の訓練などで応用されています｡現在のところ､知る限りでは､外国語の知識学習･

教授を主目的にしたシミュレーションCAIソフトはありません｡シミュレーショ

ンといえば､例えば､放物線や天体の動き､人口増加などの現象の規則に対して､

学習者が変数の値を入力して､現象を文字どおりシミュレーションさせ､現象の潜

在する規則を発見 ･学習するものです｡言語の使用 ･生成も､同じように､辞書

(常識を含む単語の意味)のデータと文の生成などのルールを備えたシステムなの

ですが､ある言語のシステムに新しい文法や単語を登録して､その言語の仕組みを

観察したり､文の生成過程を再現させるシミュレーションCAIソフトは現在のと

ころありません｡この手法は､実は､高度な機械翻訳システムの開発段階で採用さ

れている手法で､InterEdit(中途編集ルーチン)と呼ばれるものです.それはあ

る程度の言語学の知識を備えた研究者が､プログラムに学習させて構文解析のシス

テムのグレードアップを計ることを目的としているものです｡途中結果を構文木で

提示して､喫昧文の分析､システムの持っルールベースでは解析不可能な構文解析

に､単語の品詞､意味､それにルールを付加した上で､プログラムがどのように作

動するのかを観察する操作です｡すなわち､学習するのは､コンピュータのシステ

ム側です.近い将来この手法が､外国語教育のCAIにも応用されるかも知れませ

んが､限定した文法事項 ･ルールであれば､シミュレーションのプログラムも開発

不可能ではありません｡たとえば､パラグラフ内での複数の代 (名詞)の単数 ･複

数形の変化と照応関係､人称 (代)名詞の性の呼応fj:どを､ある単語の品詞属性を

変化させると他の単語が文中でどう変化するのかを提示するプログラムです｡しか

し､(代)名詞の数に限ったとしても､実際のプログラム開発には､動詞と名詞の

共起関係などの複雑な問題も関わってくることが容易に理解できると思います｡

いずれにしても､現段階では､外国語教育のためのシミュレーションCAIソフ
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トとしては､他の分野で開発されたもので､自然言語インターフェイスを組み込ん

でいるものの応用利用が妥当と思われます｡例えば､ELIZAというソフトです｡

8.3.5.6.2 ELIZA:対話訓練プログラム

8.3.5.6.2.1 ELIZAとは

外国語教育の観点からは､ELIZA とよばれる､カウンセリングのシミュレーショ

ンソフトが､自然言語､英語を使用するCAIソフトの応用として､英作文 :対話

訓練に有効です｡

ELIZA は､Bernard Showの Pygmalion(1913)の戯曲､それを元にし

たミュージカル :MyFairLaめ′(1956)に登場する花売り娘の名前ですoこれ

は､MITの JosephWeizenbaum が､｢非指示的療法｣を用いたカウンセラ-

の役割をコンピュータにプログラムしたものですo端末から入力する英語文章に､

プログラムが英語文章で応答します｡返答 ･問いかけ･言い替え･話題提供などの

文章で､トピックには限定されますが､仕組みを知らない学生が無くほど､かなり

自然な対話が可能です｡事実､英語を母語とする成人の実験では､その当時のテレ

タイプの端末では反応に少し時間がかかったこともあり､別室の人間が反応の文章

を入力しているのではないかと疑ったというエピソードがあります｡プログラムは､

構文分析を使用せず､あらかじめ登録されている単語の有無を識別して､それぞれ

に用意されている語句と人力文章の語句をつなぎ合わせるという､｢原始的な｣手

法を採用しています｡しかし､当初の実験からみて､一般ユーザがコンピュータの

人工知能的なものと過信 ･誤信してしまう危険性を危恨して､開発者自身はその後

のプログラムの開発を中止したといわれます 【Weizenbaum (1966,1979)】｡そ

の後､同手法で元のLISP言語以外の言語､BASIC言語などで､doctorとい

う別名のプログラムも開発され､そのソースも公開されています｡プログラムは

自作しなくても､PDSとして IBM-PC版とマッキントッシュ版が入手可能で

す 【IBM-PC版の入手先は参考文献を参照】0

8.3.5.6.2.2 英語教育の利用

このELIZAプログラムは､関西学院大学での大型電子計算機の公開 TSSプ

ログラムに登録して､関西学院大学の正規の英語の授業に利用しています｡自習課

題として利用した学生の反応は､｢キーボードでの単語入力に苦心するものの､お

もしろい｣というものが多く､何度も挑戦する者も少なくはありませんでした.堤
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出されたリストを見ると､ひどい非文が思ったよりも少なく､また､名前や学生番

号以外の文章の入力で､他学生の対話を複写しながら ｢ずぼら｣入力したと見られ

るケースも150人中4､5人程度でした｡一時は TSS教育端末室が､マニュアルでは

なく､英語の辞書を片手にした学生で混雑するという関係者間の ｢話題｣にもなり

ましたが､辞書を引きながらでも､一生懸命に入力する英文に､もっともらしい英

文が反応するというので､学生の興味を喚起したものと思われます.これは､個別

といっても､とかく正解をさがす単純な学習になりがちなドリル型のCAIでは味

わえない ｢スリル｣があったものと思われます｡現在では上記のTSS版に加えて､

東芝 J3100､日電の PC9800､目立2020､IBM5500ワークステーション上でも利

用できるように､また学生番号と氏名を入力できるように､BASIC言語で移植を

しています｡

8.3.5.6.2.3 ELIZAの実行例

実際の EI,IZAのプログラムの実行記録を下記に記しますO大文字はプログラ

ムの出力で､小文字または ">"印の後の英語は端末から入力したものですo

DATE-90n5/10TIME-23:36:30NAME-YASUDA,MASAMIIDNO≡1111●●●●●●●●●●
HOWDOYOUDO.Wl-1AT'SYOURPROIiLEM?

>Yoll.

WEWEREDISCUSSINGYOUINOTME.

>Itoldthatyouaretheproblem
PERrLAPSINYOURFANTASYⅥrETOLDTHATEACHOTHER.

>Ihavetonnishtypingthishomeworknow
WHYDOYOUNEEDTOTELLMEYOUHAVETOFINTSHTYPINGTHIS
HOMEWORXNOW7
>BecauseIhavetodoso.

lSTHATTHEREALREASON?
>Yes.

YOUSEEMOUITEPOSITIVE.

>Sohelptne丘nishthiswitJIOuttoomtJChtrouble.
lAMNOTSURE1UNDERSTANDYOUFULLY.
>m HKDJKDJHKDFJKHJD.
PLEASEGOON.
>HJm KHDFJHJFSDHJFDHFSDHJ.
VVHATDOESTHATSUGGESTTOYOU?

>Nothing.
YOUSEEMTOHAVEAVOIDEDSPEAKINGOFYOURPARENTSALTOGETHER

>Myparentsareallfine,thankyou.
YOURPARENTSAREALLFINE-THAT'SINTERESTING.

‥ 【中略】‥

>Ia皿 tellhgyou
HOWLONGHAVEYOUBEENTELLINGlり

>WatchyotlrgraJnmaT
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Ⅶ YAREYOUCONCERNEDOVERMYGRAMMAR?

>BecatlSeyoumadeamistakeiJlgramJnar,
DONTANYOTItERREASONSCOMETOMIND?

>HowznuchEnglishdoyouknow?
WtTYDOYOUASK?
>13ccatJSeIaJnC血ous.
DOESTHATREASONSEEMTOEXPLAINAm INGEIjE?

>Iaznsurprisedtotalkwiththecomputerlikeyou.
DOCOMPUTERSWORRYYOU?
>Yes.
YOUARESURE?

>TenneifyouknowsomeJapaJleSe,
DOYOUTHINXITSUKELYTHATIfWOWSOMEJAPANESE?
>IdonottLinkso.
CANYOUELABORATEONTHAT?

>IdonotthinkyouhowJapaLneSe.
YOUSEEMTONEEDTODONOTTHINKME.

>わかりますかワ
DOESTHATHAVEA… INGTODOVnTHTHEFACTTHATYOURPARENTSARE
ALLFINE?

‥ 【中略】.

>Weu,Ia皿gettiJlgtiredofastupidmachinelikeyou･
WHYDOYOUMENTIONCOMPUTERS?

>OK,1et'S丘nish.
EARLIERYOUSAIDYOURPROBLEM

>IaLJnafraidyoucannothelpmewithmyproblem
TSITIMPORTANTTOYOUTHATYOURPROBLEM?

>Ok,that'senough

図7:EI,IZAとの対話例 (関西学院大学での BASIC 版)

8.3.5.7 ⑥ 問題解決タイプ

問題解決というと､上記の④のあげた成人用の英会話ソフトでアドベンチャー･

ゲームの形式を取り入れた､ストラットフォード社の "Eduventure" 【日経サイ

エンス社編集部 (1984),pp.84-85.】を重複してこの分類にあげてもいいでしょ

う｡さらに､米国のパソコンゲームで人気を博している､Sierra 社の quest シ

リーズ : Police Quest,Kings Questや､ Where is Carman…シリーズ､

Sim City,BalanceorPowerなどのシミュレーションゲームも､都市計画や人

探しなどの問題解決の環境が提供されるもので､また､英語の文章を入力する意味

で英語教育に利用可能です｡

しかし､問題解決のCA lタイプというのは､学習者がコンピュータのプログラ

ム言語を使って､問題解決に至る思考過程をプログラムに組み､それを実行させ､

結果を観察 ･実験 ･評価しながら､問題解決を進めるものを指します｡学習者が使

用するコンピュータの言語としては､研究者 ･技術者用の言語でもいいのですが､

小学生でも使えるといわれる､LOGO という言語が有名です｡この LOGO 言語
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は､1960年後期に MIT大学のパパートにより開発された､初心者用の教育用コ

ンピュータ言語です｡その教育理念は､｢子供に対するピアジェ流の考え方および

思考一般についての考え方と開通する人工知能の側面からアイディアを得ている｣

といわれ､行動主義に由来する従来のCAIのアプローチから脱皮する試みとして

開発されました 【Papert(1980)】｡この言語を使って､コンピュータが制御する

タートル､ミミズ､クモの動作をプログラムするという､いわば ｢自動制御動物園｣

の想定に動機づけられた学習者､10才から11才の子供達が､自分独自の方法でプロ

グラムを設計し､実行経過を観察し､問題や誤りに直面した際には､時には自らの

身体を動かして修正を加えるという学習がなされたといいます｡この遊びの要素を

取り入れた LOGO言語を使った問題解決のプロセスには､｢誤り｣が絶望の原因

ではなく､啓発の源となることを知ること､そして､因果関係の探求により｢アー

そうか｣と気づく ｢発見学習｣の体験が個別に提供されていて､｢教える｣という

よりも｢学習｣､｢体験｣させるものです｡

この LOGO言語は､日本のパソコンでも移植可能なソフトとして商品化され

ていますが､当初の MITプロジェクトのように ｢発見学習｣を盛り込んだ学習

者用のプログラムとしてだけでなく､現在では､複数教科の教授者のためのCAI

教材開発言語として使用されています｡すなわち､当初は､｢数学教授､特に､位

相幾何学の概念的枠組み｣として出現したのですが､数学以外の伝統的なカリキュ

ラムにも利用されています｡例えば､生物､歴史､音楽､それに英語言語学習など

です｡特に､外国語教育に利用できるプログラムとしては､物語の流れを創作支援

する､ラビンの "Storymaker"があります 【0'Shea,andSel一(1983)､坂元

(1984):pp.188-189;国内の同種のプログラムとしては金西 ･山本 (1987)の

TALEシステムを参照】0LOGO言語が､LISP言語と匹敵するぐらい強力な文

字処理が可能な人工知能用プログラミング言語で､初心者のプログラマーでもツー

ルとしてマスターできるからに他ならないのですが､これは､外国語教育における

｢問題解決のCAI利用｣ではなく､むしろ､コンピュータ言語のCAI開発の言

語の利用といえます｡

8.3.6CAlの問題点と批判

8.3.6.1技術上での問題

個別化と双方向性が特色であるCAIには､学習者の入力情報 ･行動を判断する

プログラムが必要不可欠です｡現在の技術では､入力情報は端末からの文字､記号
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などに限られています｡音声識別のシステムの実用化にはまだかなりの年数がかか

ると思われます｡

端末からの入力が可能といっても､語句､文章入力を伴うプログラムの理論的な

アプローチとしては､パージングなど機械翻訳などにみられるかなり高度な自然言

語処理のプログラムが必要となります｡実用に耐え得る日本語や英語文章の構文解

析のプログラムの構築は当分は撫理として､単語の入力に限定したとしても､ある

程度の英単語のスペルチェックのアルゴリズム･プログラムが必要でしょう｡

また､プログラムで誤答を自動的に判断するといっても､どうしても経験的な改

訂のサイクルが必要です｡誤謬分析に基づいて､予想誤答 ･回答を準備するという

ものですが､学習者と時間にあわせて､この予想回答のデータベースを改訂するか

なりの手作業のアフターケアを伴います.予想回答以外の学習者の回答を自動的に

集録し､それをプログラムのデータとして蓄積するなどのプログラムの構築自体は

不可能ではありませんが､単語入力に限定したとしてもその回答の中にはノイズが

かなりあることが容易に予想され､予想回答に登録すべきかどうかの判断はどうし

ても人間作業が必要となります｡

この文字入力の誤答の蓄積 ･登録処理作業は､教授者 ･プログラム作成者が学習

者の履歴を集録分析して､ある程度落ちつくまで必要で､初期のソフトウェア開発

の段階ではさけられないものです｡

8.3.6.2 ページめくり的CAl

上記の文字列処理のプログラムの困難性のためか､ドリル型のCAIに採用され

ている問題 ･回答形式は､客観式テストのように回答入力を記号入力にしたものが

大部分です｡というのは､枝分かれを主体とするフレーム型のCAIに至っては､

それら各々の回答に対しての正誤判定のKR情報と分岐のてだてについての改訂が

増幅し続けるので､記号入力にしておくのが無難と言っても過言ではありません｡

KR情報とは､KnowledgeorResultsの略で､文字通り､学習者の行動､回

答に対する結果の情報で､CAIのプログラムが学習者にフィードバックするメッ

セージを意味します.例えば､｢正解です｣､｢残念でした.よく考えて下さい｣と

簡単なものから､｢一部不注意なミスがあります｡それは､･･･です｣､｢先生を

呼んで確認しなさい｣などと予想誤答の分類によってそれぞれのメッセージを用意

します｡双方向性をもつCAlにはこのKR情報の組み込み､すなわち､誤答を含

めた予想回答の豊富さ適切さが鍵となるといわれます｡一応の目安は､ドリル型で

は最小限にすることo誤答にたいしてはあまり侮辱的なものを避けること｡正誤の
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判定を伝達するだけではなく､学習意欲を引き出せる興味あるアニメーションも

適時使用することなどが指摘されています 【Steinberg(1985,pp.97-108)を参

照】｡

また､ドリル型とチュートリアル型のCAIソフトには､いわば､印刷物の問題

集のドリルや教科書を電子化したものが少なくありません｡これらは､ページめく

り的CAIとも呼ばれたりもします｡

8.3.6.3教育的な観点からの問題点

練習ドリルとチュートリアルに代表される伝統的CAIの教育的問題点としては､

下記の指摘がなされています 【岡本敏雄 (1987)】0

(丑 思考枠の制限 :創造的､発見的思考が育成されない､

(参 学習過程における欲求不満の蓄積 :

誤りに対して適切な原因の指摘をしない､分からない事柄に対して質問

ができない､

③ 個別指導能力の低さ:

学習過程の選択 ･制御が対話を通して質的に行われない｡たとえ分岐的､

または学習者制御的であっても､あらかじめ決まった道筋 (経路)での選

択であり､本来の適応的な個別指導の展開とはいいがたい､

④ 教育的会話形式の制限 :

会話形式に制限が多く､不自然な応答を強いられる｡

8.3.6.4 授業に導入した際の問題点

ドリル型や枝分かれを主体とするアドホック･フレームCAIともいわれる伝統

的なCAIを授業に導入した場合の問題点としては､次のようなものが指摘されて

います 【磯本他 (1987)､中西 (1989)】0

① ｢理由を考えるよりも正解探し｣に走る傾向がある:

成粉と関係があるCAIで得点の獲得を急ぐ､

② CAJの会話形式に順応しがち､

(卦 道具であるはずのCATが学習の目的となる:

CAl｢で｣学習しているのであって､CAI｢を｣学習しているよう
な状況になりがち｡

8.3.6.5教え込みタイプのCArの批判
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8.3.6.5.1 教え込み重視と行動心理学的パラダイム

CAIの設計にあたっては､教授者はややもすると､その ｢教育｣の面に注目し

がちであるという批判があります｡CAIのコースウェアの立案には､教育方法や

教育内容の吟味 ･選択 ･構造化の研究は必修ですが､特にアドホックフレーム型の

CAIのコースウェアの設計に関しては､ややもすると､はじめから誤答のすべて

に対する ｢てだて｣をしようとするきらいがあるというものです｡そこでの ｢学習

者モデル｣は試行錯誤する学習者に強化と抑制を与えるといった､いわば行動心理

学的な要素が全面に出てくるきらいがあります｡

教育分野や学習内容にもよりますが､認知心理学的発想も必要だといわれていま

す｡｢人間｣学習者の認知能力や判断をもっと信頼しても良いということです｡例

えば､間違いながらも種々の情報を取り入れながら､類推､総合判断などを経ての

発見学習が可能な､学習者主導型のCAI学習が必要といわれています｡上記で紹

介した､LOGO言語による問題解決型CAIは ｢発見学習を奨励する｣CAIタ

イプのひとっです｡

8.3.6.5.2 学習者主導型の一例

では､このような学習者主導型のプログラムはどのように設計すればよいのかを

外国語教育のCAIソフトの1例をもとに紹介してみましょう｡それは､関西学院

大学でのあるCAI研究プロジェクトの研究の一環として開発されたもので､｢英

語文書の自動穴埋め問題作成とその対話解答プログラム｣ 【安田 (1986)】で

す｡類似したプログラムとしてすでに市販されているものもあります 【Higgin's

Rhubarb,Stevens'TextTanglers,Stor)′boardなど】O

このプログラムでは､解答数の設定から､解答順番を決めること､そして､解答

の方法などは学習者の個別ペースと能力 ･判断に委ねられています｡特に､順不同

の解答方法は､ある空所の正解を求めてから､分脈の前後から能動的に逐次判断を

しながら､他の空所の解答に取り組むことなどができます｡この探索解答方法は､

Goodman(1968)､Smith(1973)などの読書言語心理学の関連論文などで説か

れている､｢能動的な読み｣と ｢予測類推の読み｣への訓練学習につながるともい

えます｡ようするに､このプログラムの最大の特徴は､学習者制御による学習モー

ドであることです｡

IAVといわれる対話型ビデオのコースウェア作成にもこの考え､すなわち､学

習者の認知活動を重きに置いた学習モードが取り入れられています｡ 【IAVの項

9.3.4参照】
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8.3.7 1CAl:知的CAl

上記のCAIの問題点で述べたように､伝統CAIシステム､特に､いわゆる

[フレーム+予想解答+枝分かれ]の方式のアドホックフレームCAIの多くは､

学習進行が一元的であり､学生の理解に応じた柔軟な学習を実現し難い状況にあり

ます｡たとえば､誤答に対する説明を読んでも納得が行かないときがありますし､

｢なぜ｣という学習者の問いかけには対処できません｡この間題の解決手段として､

知識工学的手法を用いた研究がなされているのが､知的CAIです｡Intelligent
CAIの略で､ICAIと呼ばれています｡これらのシステムは､学生の質問に答

えたり､学生の理解度に合わせて教育指導するなど､教師の学習進行と同等のこと

を計算機上で実現することを目標としています｡しかし､まだ研究段階のものが多

く､実用には至っていません｡

iCAIの特徴としては次のものがあげられます 【岡本 (1987)】0

(D 質問 (特にHOW とWHY)に答えることができる､

② 学習者の誤り原因の同定ができる､

③ コンピュータ側に問題解決の能力を埋め込む､

④ 入力インターフェイスの工夫 :自然言語の入力など｡

知的CAIのシステム構成の図示すると下記のようになります 【池田他

(1987)､中山他 (1987),p.221】0

…学生モデル ;
… モジユ-ル l

書理 禦 レ ;
l l

… 菩 F禦 讐レ :

インターフェイス

図8:知的CAIのシステム構成
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上記の各モジュールの概要 ･機能は次の通りです｡

① 学生モデルモジュール (StudentModel)

･知的CAIシステムの核で､いかなる型のシステムでも必須である｡

教科教材に依存しない抽象レベルで設計されるべきモジュール｡･教

育過程の各時点における理解状態をモデル化し､学生に与える最適な

教育戦略の選択の根拠をあたえる｡

･知識主導のモデル化､すなわち､学生の持っているバグ (誤り)に関

する豊富な知識を用いて学生の理解状態を推察するものが多い ｡ ･探

索殻知識による問題解決という､近年の人工知能研究の主流の変遷と

通ずるもの｡

② 専門知識モジュール (ExpertiseModule)

各教材固有の知識を蓄えておく､知識のデータベースとなるモジュー

ルで､メタ知識と教科 ･学習対象の教授知識を含む｡

③ 個別指導モジュール (TutoringModel)

学生モジュールから与えられる学生の理解状態に関する情報と､専

門知識モジュールから与えられる教科固有の知識をもとに､学生に対

する最適な処方を決定し､学生に与えるモジュール｡

いわば ｢誤答分析｣･｢誤答生成｣により学習者の誤答の同定を計る ｢学習者モ

デル｣の異なるアプローチの例としては下記のものが国内で開発研究されていま

す 【先行する海外のICAIの学習者モデルは､中山他 (1978):pp,242-277､

0'Shea,andSelf(1983):pp.121-169を参照】0

･大槻 ･竹内 (九大 ･九州工大)の ｢学習順序を利用した学習モデルの推定

方法と適応指導｣の摂動モデル (PerturbationModel)､ 【竹内 ･大槻

(1987)】

･中村他 (大阪大学)の ｢物理問題を対象とした環境型教育システムIPPS

の開発｣のパラメータモデル､

･池田他 (大阪大学)の ｢知的CAIのためのフレームワークの検討｣の帰納

推論モデル｡

8.3.8 CALL:外国語教育のためのCA1

8.3.8.1CALLとは

CALLとは ComputerAssistedLanguageLearningの略で､外国語数
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青におけるCAIを指し､その名での学会のサブグループやニューズL/ターが発行

されています｡CALI(Instruction)と呼ばれることもあります｡ソフトの評

価 ･紹介からCALLに関する研究論文が掲載されています｡CAI一般では日本

のCAI学会､米国の ADCIS(AssociationfortheDevelopmentofCom-

puter-BasedInstructionSystems)学会がありますが､外国語教育のCAI､

CALLを専門テーマにした学会としては､CALICO学会があります｡専門誌と

しては､TESOL学会と CALICO学会の協力を得て､1990年から発刊された

CAELLJournal(Computer-AssistedEnglishLanguageLearning)があ

ります｡CALL関係の専門書とソフトの紹介書の内数例を参考文献にリストしま

したので参照下さい｡

8.3.8.2CALLとグループ学習

CAIにおける ｢グループ学習｣というと､一見これはCAIの個別学習に矛盾

すると思われますが､外国教育のCAI･CALLについては､特に教室での言語

活動を助成する意味で､CAIの個別学習を経てのグループ学習も有意義です｡た

とえば､あるスト-リの完成 ドリルをグループで協議することや､CAIでの個別

学習ではスト-リの異なった箇所を練習しておき､グループ活動でそれらの順序な

どを考えさせることなどが可能です｡｢わいわいがやがや｣の協議が学習言語でな

されることが理想ですが､単語の意味や内容についての共同学習により､好ましい

グループダイナミックスも生まれることにもなります 【Dickso∩,andVereen

(1983)】｡

さらに､CAIには次のような問題点もあるので､学校 ･大学でのCAI導入に

は､極端な自習型のCAI学習偏重にならないような配慮が必要です｡

① 個人指導は日本ではまだなお欧米のように浸透していない｡

(参 外向性や､上位レベルの学習者はCAI学習では ｢不安｣を抱くとの実践

報告があります 【Horrman,andWaters(1982)】｡進度や成績に関し

て他学生との対比が不明瞭であること､教材が学習者に ｢挑戦｣させるな

どの配慮がないことなどが理由として考えられます｡

③ 単体利用 ･スタンドアロンCAIよりは教師介入補助のCA工の方が学習

効果があるとの実践研究報告があります 【TICCITプロジェクト研究の

英語と数学のCAI比較研究 :Alderman(1978)】｡

8.3.8.3音声CAI
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最近では種々の教育機器がコンビュタ一による制御が可能となっています｡CD-

ROM､レ-ザーディスクがその代表メディアですOレーザ-ディスクがコンピュー

タにより瞬時に映像､音声､文字情報を提示できるという特性を生かしたのが対話

式ビデオ (IAV)です｡さらに､ランダムではなくセクエンシャルな検索 ･提示

方式になりますが､音声カセットテープレコーダーとビデオテープもコンピュータ

によって制御可能な機種が商品化されています｡LL教室でも通常の子機テープレ

コーダーを使わない､半導体を駆使した音声メモリーーのシステムも既に製品化さ

れていますので､コンピュータネットワークと組み合わせば､いわばボイスメール

タイプのLL教室も設置可能です｡

このように､CAIの文字情報中心の環境に､音声の提示がコンピュータで制御

できるので､今後､外国語教育での音声メディアを駆使したCAIの開発が盛んに

なると予想されます｡

構築可能な音声CAIの形態の例を下記に4技能別にリストします｡それらの多

くは､一見今迄の文字中心のCAIソフトで､商品あるいは現場の自作プログラム

として開発されたものに似ていますが､音声メディアが付加されることで､よりリ

アルな外国語教育の教材となります｡

･リスニング

音声テキストの聴き取り問題の提示､正解チェックなどの個別学習｡

･リーディング

正解提示がリアルタイムに行える穴埋め問題｡

速読練習やパラグラフリーディング｡音声を付加することで速読のスピー

ドのコントロールが可能となります｡

･ライティング

音声によるストーリを聞いた後の文章完成 ･整序､サマリー文作成｡

･スピーキング

主入力情報となる学習者の音声を識別する技術がまだなお開発されてい

ないので､対話訓練CAI構築は無理です｡しかし､コンピュータ制御に

より､テキストや映像と連動させながら､サマリー､映像のナレーション

や､対話練習の録音を自動化して､オフラインでテープを添削することは

可能です｡

8.4 オーサリングソフト･システム

CAIレッスンやコースウェアを開発するためには､教科内容と教育工学や教授
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法の知識に加えて､コンピュータを中心とした-ードの知識と､それを動かす知識

が必要です｡

このように専門領域がかなり異なる分野の知識が統合化した共同開発体制がとら

れたとしても､コースウェアの開発には多くの労力と時間が必要です｡現在､標準

的に1時間の学習時間のソフトに対して､約200時間もの開発時間が必要とされて

います｡

そこで､最近では､コンピュータのプログラムに関する専門的な知識がなくても､

コースウェア開発を支援するソフトが開発されていて､比較的 ｢容易に｣コースウェ

アが作成できる環境になっています｡これが､｢CAI教材作成支援｣または｢オー

サリング｣ソフト･システムと呼ばれるものです｡その方式は次の4つに大別され

ます｡

① 対話方式 :

コンピュータのプログラムの指示に従って､テキストや､問題などを入

力する方式｡ある程度定型化されたCAIソフトの開発に限定されます｡

行単位で入力する方式と画面に入力する方式があります｡

(塾 テンプレート方式 :

コンピュータのファイルの編集 ･入力のためのエディタを使って､提示

画面のもとになるテキストや問題の中に､説明や問題数､正解､誤答の識

別をするためにあらかじめ決められた ｢予約語｣ ･キーワードを挿入する

方式｡

③ 対話方式とテンプレート方式併用 :

上記①対話形式の多くが､②のテンプレート方式を併用しています｡対

話形式で自動作成された､ファイルを編集することによって､入力したテ

キストや提示方法の修正 ･編集が可能となっています.

④ アイコンによる流図作成方式 :

CAIの設計は､従来のレッスンプランやコンピュータのアリゴリズム

を設計する時に使われる読図､フローチャートに似ているので､上記②の

キーワードの代わりに､分岐や提示をそのものをグラフィック化された

｢アイコン｣とよばれる項目を選びながら､テキストや練習問題を構築す

る方式｡

ソフトの価格は､PDS(PublicDomainSoftware) 【後出の7.8の項参

照】で無料のものもありますが､上記の方式の順序で､$10-$50､$50-$200､

$600-$1,000となり､それぞれの機能を反映している価格帯となります｡AV機
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器などの周辺機器と一体化したシステムでは､$4,000-$6,000に及ぶものもあり

ます｡

CAIのモードとしては､上記の方式の内容から明らかなように､分岐を中心と

する､ドリル&プラクチスとチュートリアル方式のCAIソフトの開発を支援する

ものがほとんどです｡したがって､特殊なCAIソフトの開発はもとより､シミュ

レーションやゲームタイプのCAIソフトの開発には､高級言語と呼ばれるコンビュ-

タのプログラム言語が必要です｡パソコン上の言語としては､BASIC､C､パス

カル､LOGO言語が多く使われています｡

しかし､オーサリングソフトは､コンピュータの知識のない､教科の専門家によ

るCAIソフト開発を支援し､また､コースウェアの開発に要する時間 ･労力削減

も可能という意味で､その利用価値は大いにあるといえます｡将来､色々なCAI

ソフトのモードを支援する､また良質のものの開発が大いに期待されています｡

9 ハイパー･メディア､マルチメディア教育 ･情報システム

9.1 ハイパー･テキストとハイパー ･メディア

-イパー･テキストの ｢ハイパー｣とは ｢卓越した｣という意味がありますが､

この言葉は､1960年代の初期に TheodoreNelson氏が､｢非連続的な｣文

書の考えに対して名付けたものです｡｢テキストを越えたテキスト｣であるハイパー･

テキストのシステム構築 ･作成者は文書 ･テキストになる情報を小さな単位に分割

し､それらをリンク･関連づけておき､読者がこの関連図にしたがって､かつ､自

由に ｢散策｣できるというものです｡丁度､百科事典のある項を引いて読んでいる

うちに､途中でその中の言薬やキーワード､関連概念についてさらに別の項を参照

することをコンピュータを介して可能にするシステムが､-イパー･テキスト･シ

ステムと考えてもいいでしょう｡下記のように図式化できます｡テキストの単語 ･

語句に対応する概念は階層構造などの組織をもって構成 ･リンクされますが､ユー

ザの参照･閲覧の操作は､コンピュータのプログラムではボタン感覚のキー操作で､

自由に概念と語句をわたり (navigate)ながら､参照 (browse)できるものとな

ります｡
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図9: ハイパー･テキストの概念関連 ･参照 リンク

このテッド･ネルソン氏の､文献の参照 ･引用の構造化の考えは､その当時は奇

抜な構想であったともいわれますが､ゆくゆくは現在の ｢電子図書館｣の構想にも

つなカさる遠大な構想でしたoこの複数の概念をキーワードをもとに関連付ける仕組

みは､百科事典では不可欠ですが､図書館での分野やキーワード配列のカードカタ

ログをもとに関連図書を検索する文献調査方法や､書籍の索引の構成などにも古く

から使用されてはいます｡コンピュータを使うと､ハイパー･テキストシステムが

さらに呈示する情報がマルチメディア化できるのです｡これが､最近注目されてい

る､ハイパー･メディアといわれるものです｡すなわち､従来の文字 ･テキスト情

報加えて､グラフィックス､画像､動画､音声などの情報にまで拡張し､それらを

自由に組み合わせて呈示できるというのですOこれは､講習会でのプリゼンテ-ショ

ンをはじめ､個別学習 ･教育には大いにその利用価値があるといえます｡従来の学

校での視聴覚教室や､ビジネス､学会などにおけるプリゼンテーションでは､マル

チメディアといっても､それは､ビデオ､写真､OHP､スライドなどを手作業で

組み合わせていたに過ぎないもので､情報のリアルタイムな連続性も欠くものでし

た｡例えば､LL教室にAV機器が導入されているし､コンソールはコンピュータ

であるといっても､それはハイパー･メディアのシステム･環境 とは言えませんo

異なるメディアがコンピュータに統合化され､いっでも好きなところで呈示 ･呼び

出せるのが-イパー･メディア･システムなのです 【YankelovichefαJ.(1988),

p.37rr】0
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この言葉を最初に使ったアラン･ケイ氏は､コンピュータが道具としてではなく､

｢物理的に存在するメディアから､存在しないメディアまでをも詳細にシミュレー

トするもの｣として､コンピュータそのものが-イパー ･メディアだと唱えていま

す 【Kay(1977,1984)】0

このハイパー･メディアは､簡単に言ってしまえば､

ハイパー ･テキスト+マルチメディア-ハイパー･メディア

となります｡下記は､この-イパー ･メディアのメディア複合化を､プログラムと

用途の蓑にしたものです｡

プログラム 応用ソフ ト･

C l音声
Di 音楽
I; 会話
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判

ビデオノー トブック
旅行 ･紀行紹介
疑似体験

ゲーム
アドヴェンチャー
ロールプレイング

音と絵のでる本

教育
個人教授
グループ学習

企画発表
プリゼンテーション

対話型ビデオ
(IAV)

表7:-イパー ･メディアのメディアの複合化と用途

9.2 ソフト･ハー ドウェアの進化

9.2.1 ソフトウェアの進化

この歴史的な-イパー ･テキストの構想が､その後のコンピュータをはじめとす

るハードウェア技術の向上と､数々の先駆者たちの手によって着々と､かつ急速に

製品の形で受け継がれてきています｡その背後の技術は､コンピュータとその周辺

機器の-ードウェア､情報入出力のためのメモリー ･記憶装置､そしてAV機器な

どの高性能化 ･進化はもちろんのこと､ハイパー･メディア (テキスト)･システ

ムを構築するソフトウェアの開発です｡
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-イパー･メディア･テキスト構築のための商用ソフトウェアとしては､下記の

ものがあげられます｡Xerox社の Smalltalk(1972-1980)､アップル社のマッ

キントッシュ用の HyperCard(1987)､シリコン･ビーチ ･ソフトウェア杜の

SuperCard(1989)､イギリスの OWLInternational社開発の Guideと､そ

の日本語版のエム･ピー･テクノロジー杜の日本語 Guide(1989)､富士通社の

TownsGEAR(1989)などです｡これらは､その開発の背後の思想などユニーク

で､そして言語の機能としては優れたものです｡雑誌や単行本として紹介されてい

ますので､また､いずれも商品なので､参考文献に関連図書をリストするにとどめ

ます｡特に､斉藤 (1989)にはこれらのソフトの紹介と背景が詳しく記載されてい

ます.IAVを含むハイパー･メディア､マルチメディア型のCAIソフトのオー

サリング言語の紹介は Steranac(1990:pp.118-121)､ソフトと文献 リストは

Healey(1990)をそれぞれ参照下さい｡

9.2.2 コンピュータとその周辺機器の進化

さて､一方のハードウェアの進化ですが､コンピュータの処理能力がより強力に

なり､-イパー･メディアの実現がますます可能となっています.パソコンの性能

としては､現在では32ビットの CPU(CentralProcessingUnit:中央処理装

置 【前出 1.2の項参照】)のマシーンが主流です｡

開通するコンピュータの進化としては､XEROX杜パロアルト研究所の ALTO

機 (1970年)をもとにした同社の STAR ワークステ-ション(1981年)､そして､

アップル社のマッキントッシュ (1984年)と HyperCard(1987年)､マルチメディ

アの情報入出力と大量データの書換え可能な光磁気ディスク標準採用の NeXT社

の NeXT機 (1988年)､CD-ROM 搭載のA4サイズコンピュータでは米国シナリ

オ社の Dynabook286(1989年)､軽量のA4サイズラップトップでは東芝社の

DynaBook(1989年)と米国ダイナブック･テクノロジ杜の同名機､CD-ROM

標準搭載の富士通社の ｢TOWNS｣(1989年)などがその技術革新のすぼらしい歴

史を物語っています｡

9.2.3 マルチメディア情報のための記憶装置の向上

コンピュータの情報入出力のためのメモリー･記憶装置も大幅にグレードアップ

されてきました｡特に､音声や画像情報については､CD-ROM やレーザー･ディ

スクに代表されるマルチメディアAV機器が使用できますが､これらに加えて､コ

ンピュータのファイルとして記憶させる装置がかなりコスト的にも､容量 ･拡張性
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の点でも改良されてきました｡前出4の ｢コンピュータと音声 ･画像｣の項の解説

でも明らかなように､音声 ･画像情報をデジタル化してコンピュータでアクセスで

きるように保存する場合には､文字情報に比べてかなりのスペースが必要です｡フ

ロピィーではせいぜい700KB～1.4MB､-ードディスクでも20MB～100MBと限

られていますが､SCSIインターフェイスといわれる方式では､-ードディスクを

最大7台までチェインできるので､ファイル保存 ･記憶のスペースの問題がますま

す解消されつつあります｡また､光磁気ディスクという装置 ･メディアでは1枚で

650MBの容量をもち､さらに､書き換えはできない追記型の光ディスク (OVDR)

や再生専用型の CD-ROM と違って､これは書き込みも可能なので､巨大データ

ベースはもちろん､-イパー･テキスト･メディアシステム構築のために今後はま

すますその利用価値を発揮するものと思われます｡

9.2.4 マルチメディアAV機器

9.2.4.1 CD-ROM

マルチメディア対応のコンピュータの周辺機器で重要な役割を果たすAV機器に

も､さまざまな技術革新がされてきました｡その1つが､CD-ROMです｡

cD(CompactDisk)といえば､音楽レコードに代わるものとして普及 して

いるコンパクトディスク､専門用語では CD-Audio(1982年の規格)といいます｡

この CD の爆発的な成功をうけて､CDIROM は同じ4.5インチの媒体をコンピュー

タ用の記憶媒体と使用できるものとして､翌年1983年にその規格が発表されました｡

ROMとは､ReadOnlyMemoryの略で､読み出し専用ですが､記録できるメ

ディア情報は､デジタル化された音声だけでなく､文字から､グラフィック､写真､

画像､コンピュータのプログラムなどです｡

CD-ROM は小型でメモリー容量が膨大で､その大きさは550MBにも及びます｡

これは､250,000ページもの文字テキストを記録できる容量に相当します｡その特

徴を生かして､百科事典､言語辞典､データベース､文学作品､刊行物が記録され

た CD-ROM が商品化されて流通しています｡教育関係の CD-ROM 版として

は､グロリアの百科事典 (Grolier'sAcademicAmericanEncyclopedia)が

その第1号として有名です｡外国語教育の CD-ROM としては､"仏 ･英語のビ

ジュアル事典"(FactsonFile社 :1987年)､"ISpeakEnglish"(Intechnica

LearningSystem 杜 :1988年)などがあります｡オックスフォード英語大辞典

(OED)の初版､広辞苑､8ヶ国のマルチリンガル辞典の CD-Word､模範六法
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も CD-ROM 化されています｡さらに､英語の論文 ･文書を作成する際に閲覧で

きる辞書､類語辞典､用語事典､語法資料その他が豊富に搭載されたマイクロソフ

ト社の BookshelrCD-ROM 版も多くの研究者に愛用されています 【この研究

集録の北村論文 :｢英語教育とコンピュータ｣の 4.2の項参照】｡

9.2.4.2 CD-1

CD､CD-ROM に引き続き､1986年に規格が発表された､次世代の CD-Ⅰ

は外部コンピュータを介せずに単体利用できるという､家庭ユースをねらったマル

チメディア対応の製品です｡CD-Ⅰ(Ⅰnteractive)になると､ハイファイ音楽

で5時間､AMラジオの音質では20時間も記録でき､画像は主に静止画ですが､

動画も限られた大きさですが記録も可能というのです｡また､CD-ROM と違っ

て､音声の処理が外部のコンビュ-夕ではなく､CD プレーヤー ･ドライブが行

うので､どのコンピュータにも互換をもって接続できるメリットがあります｡

商品開発については､大阪の ｢花と緑の博覧会｣に向けてメ-カー9杜が開発予

定と発表され､ヤマハ､フィリップ杜､松下電器産業､富士通テンの各社が業務用

プレーヤを完成しているとのことです｡しかし､現在のところまだ家庭用のプレー

ヤーの商品発表がなされていません 【日経BP社 :｢日経ニューメディア｣】0

9.2A.3 DV- J

CD､CD-ROM､CD-ⅠともSONY社と PHILIPS社両者間での規格による

ものですが､-イパー･メディアの構築､マルチメディア CD-ROM の環境設定

には少々難題が残されていますOそれは､コンピュータに接続する CD-ROM の

ドライブについの規格の標準化が遅れていることで､記録されている異なったマル

チメディア情報の読み出しが､メーカによって異なるというものです｡すなわち､

コンピュータによって､使えるドライブや付属品が異なるので､コンピュータの周

辺機器の汎用性 ･互換性に欠けると懸念されています 【woodbury(1988)】｡

しかし､この分野も自由競争の世界で､1987年になるとRCA社が1時間の動画

の記録を可能とする製品 DV-I(DigitalVideolnteractiveの略)を発表し

たのを機に､マルチメディアの CI)-ROM の標準化に向けての動きが出ています｡

コンピュータ関係の3枚 (ロータス､インテル､マイクロソフト社)が DVIIを

CD-ROM ビデオの標準と決定したのですか､現在では MS-DOSの環境での話

です 【MS-DOS:前出の 2,4の項】0
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9.2.4.4 LD/LDV:レーザディスク

レーザーディスクは ｢絵の出るレコード｣の愛称で商品化された､光ディスクを

利用した､ビデオディスクの一方式です｡正式名は､光学式ビデオディスクで､当

初はLVD:レーザービジョンディスクという市販名でしたが､パイオニア杜とレI

サ-ディスク社の商標であった "レーザーディスク"が､いっのまにか現在の通

称名となりましたOそのレーザー (LASER)は "LightAmplificationby

stimulatedEmissionorRadiation"の略で､直訳すると､｢誘導放出による

光の増幅｣となります｡光ディスクはこのレーザ光線を使って､デジタル化された

データを記録したり､読み取るものです｡再生専用ですが､単体はもとより､コン

ピュータ制御によりランダムにかっ高速で､音質のよい音声と良質の画像､動画が

再生できるものとして普及しているメディアです｡現在では､VHD方式に勝るビ

デオディスクの方式となりつつあります｡

レーザーディスクの特性について､そしてそれらをを生かしたマルチメディア

CAIシステムについては下記のIAVの項で詳しく記すことにします｡

9.3 1AV:レーザーディスクとコンピュータ

9.3.1 レーザーディスク:コンピュータ制御

レーザーディスクを視聴するプレイヤーには一般のAV機器と同様､民生用と業

務用の2種類があります｡大きな違いは､機能による価格の差で､業務用のものが

約2-3倍程度にもなります.そして､その機能の差は､(ヨアクセス速度､(参コン

ビュ-タによる制御が可能かどうか､(診マイクロプロセッサ-を内蔵しているかど

うかです｡もし､CAIや対話型IAV(InteractiveAudioVideo/Visual)

などに使用する場合には､これらの高機能が不可欠となります｡では､一体コンピュー

タで制御することなどを含めて､レーザーディスクを制御する方式が対話型 IAV

プログラムとどのように関連しているのかを簡単に紹介することにしましょう｡

9.3.2 フォーマット:CLVとCAV

9.3.2.I IAVにはCAVフォーマットが不可欠

レーザーディスクは物理的には同じ12インチのメディアでも､CAVとCLVの

2つの異なった様式 (フォーマット)の記録方式によってかなりの差があります.

前者のCLVはConstantLinearVelocityの略で､片面60分の動画が記録可
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能ですが､静止画の閲覧はもとより､スローモーションや随所の画面をランダムに

アクセスすることができない制限があります｡一方､ConstantAngularVeloc-

ityの略であるCAVフォーマットでは､記録時間が半分の片面30分に限られるも

のの､いわば対話形式のコントロールが可能ですOすなわち､54,000に及ぶフレー

ムのランダムアクセスから､スロー､静止画コントロールができます｡したがって､

IAV(ⅠnteractiveAudioVideo/Visual)とよばれる対話型のマルチメディ

アのCAIには､CAVフォーマットのレーザーディスクが不可欠といえます｡

9.3.3 レーザーディスクの制御とは

9.3.3.1 3つのレベルの対話型プログラム

9.3.3.1.1 レベル1

ビデオディスクを制御するといっても､

① リモコン操作のレベルから､

② あらかじめ視聴する順序などのプログラムを制作時に第2の音声 トラック

に記録しておく方式､

③ 外部のコンピュータでプログラムする方式

の3つのレベルがあり､対話型のプログラムの自由度が上記の順序で高くなります

【Steranac,andWeiman(1990)】｡

まず､レベル1とよばれるコントロールは､制作時に自動制止と章などの区切り

のための印を記録しておき､視聴時にはこれらのマークを手がかりにする方式です｡

民生用のビデオディスク･プレイヤでもリモコンやパネルボタンを使って､これら

の区切りマークをもとにコントロールが可能です｡ユーザ､学習者側のコントロー

ルの点では､いままでのオーディオ､ビデオデッキと同じものといえます｡いわば､

原始的とさえいえる単体利用です｡

9.3.3.1.2 レベル2

レベル2になると､レーザーディスクの制作時に少々プログラムの前処理が必要

になります｡単にマークを付けるだけでなく､視聴の順序などのコントロールのプ

ログラムを第2音声トラックに記録すべく､制作時に媒体に焼き付けておきます｡

できあがったレーザーディスクをプレイヤに入れると､そのプログラムをプレイヤ

が読み取り､メモリにロードします｡したがって､プレイヤは､家庭用ではなく､
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業務用の高価なデッキが必要となります｡CAIの環境としては､視聴の順序があ

らかじめ教師でコントロールされているので､学習者側の自由度はないといえます｡

9.3.3.1.3 レベル3

レベル3の制御では､東の意味の対話型のレーザーディスクの視聴が可能となり

ますoそれには､レーザーディスク･プレイヤーを制御する外部のコンピュータと

プログラムが必要となります｡このプログラムとは､通常いわれる教授者作成のC

AI･IAVプログラムを意味します｡

ハードの設定に関しては､コンピュータはもとより､ビデオディスク･プレイヤー

が､コンピューターによる制御が可能なタイプでなくてはなりません｡また､レー

ザーディスクそのものが､上述したように､CAV(ConstantAngularVeloci-

ty)と呼ばれる記録方式で制作されたものが不可欠です｡

IAVのプログラムには､通常のCAIプログラムにある､文字提示 ･ヒント･

成績管理などに加えて､レーザーディスクのフレーム番号の管理や､視聴の順番､

巻き戻しなどのレーザーディスク制御プログラムが含まれます.レベル2と違って､

制作後にその手順やデータを外部のコンピュータ上で記述 ･移植できるので､同じ

映像教材でも複数の教材､異なる学年対象のレッスンの作成が可能になります｡

このことは､学習者のレベルに合わせた個別学習のプログラムの開発が可能とい

うことを意味することはもちろんのこと､教材作成者 ･教授者側からいえば､段階

的に教材プログラムの修正と改訂が可能であることになります｡したがって､実験

授業をふまえての､分単位のレッスンから､時間単位のコースウェアへの構築 ･制

作が､予算と人員の枠にあわせて計画できることになります｡究極のCAIプログ

ラムは改訂に改訂を加えないと不可能であるところですが､その改訂修正が可能で

あるので､完成度の高い教材が作成できる可能性を秘めた環境となります｡上記の

レベル1や2と比べて､その初期投資は大きいものの､コストパフォーマンスが長

期的には大きいといえます｡

しかしながら､CAIプログラムを構築するのには､映像制作 ･編集から､CA

l､コンピュータなどの､かなり高度なそして複数の分野にわたる専門知識が必要

です｡

9.3.4 lAVとは:ビデオ､CAl､CMlとの関連

9.3.4.1 ｢ビデオとパソコン｣教室
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以上は媒体となるレーザーディスクと､特にレベル3と呼ばれる､対話型プログ

ラムの説明ですが､これを駆使した ｢対話型ビデオ｣IAV機器を設置した教室は､

平たく言えば ｢ビデオとパソコンの教室｣といえます｡以下では､この ｢ビデオと

パソコンの教室｣と従来のLL教室や視聴覚教室との違い｡なぜビデオではなく

IAVにはレーザーディスクが必要なのか｡CAI､CMIの関連などを説明する

こととします｡

9.3.4.2従来のビデオの視聴から個別化

従来のLL教室や視聴覚教室でのビデオの映像の提示は､教師卓から複数の学普

者に一斉に視聴させるという方式でしかできませんでした｡停止したり､巻き戻し

たりする操作はすべて教師卓の教授者のコントロールによるもので､説明や理解度

のチェックもすべて一斉授業の形でしかできません｡

そこでIAVでは､個別化を計る環境として､映像機器を学習者のブーツに備え

ます.丁度､フルラボとも呼ばれる ｢オーディオ･アクティブ｣方式のLL教室の

カセットテープレコーダ子機と同じように､映像のコントロールを学習者自身に任

すことになります｡すなわち､音声だけでなく､映像教材の個別学習の環境です｡

学習者は､分からないところがあると停止したり､巻き戻したりできるようになり

ます｡

9.3.4.3 レーザーディスクの特性 :ランダムアクセス

ところが､普通のビデオデッキでは自ずから機器の限界が生じてきます｡すなわ

ち､セクエンシャルなビデオテープでは､視聴する箇所をランダムにそして瞬時に

提示できません.しかし､｢レーザーディスク｣を用いると､必要な箇所にほぼ瞬

時にアクセスして､動画はもとより静止画と音声がランダムに提示できます｡この

違いは､製本されたノートと文献メモに使われるカードの違いに例えることができ

ます｡さらに､文字情報では､10数冊からなる文献､例えば百科辞典も､レーザー

ディスクにコンパクト化されて閲覧可能となります｡文字情報に動画 ･映像や音声

が付加するメリットも生かされます｡

9.3.4.4 対話型のためのコンピュータプログラム

これで､IAVの機器のコントロールの個別化が可能となり､ランダムアクセス

のための媒体として､レーザーディスクが必要となることが分かりますOすなわち､

｢ビデオの教室｣の子機がレーザーディスク･プレイヤとなりますが､これに ｢パ
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ソコン｣が導入されてはじめて､｢ビデオとパソコン｣のIAVの環境となります｡

しかし､｢パソコン｣が単にレーザーディスクのコントロールをするだけではなく､

そのコンピュータ上にプログラムが構築 ･移植されて､｢双方向性｣､｢個別学習｣

の環境が実現します｡すなわち､教材作成者の設計による教案をプログラムとして､

学習者の進度､反応に対応した教材やフィードバックが提示されるのです｡この手

法は､まさに個別学習を主目的としたCAIと言ってもいいでしょうが､文字教材

に､映像､音声が付加されるので ｢マルチメディアCAI｣とも呼ばれたりもしま

す｡

この意味で､｢ビデオとパソコン｣環境のIAVが ⅠnteractiveAudioVideo

/visualの文字通りの ｢対話型ビデオ｣の意味に繋がり､｢対話型｣というのは､

個別の反応､問いかけに応じて､学習者個人と対話するように､教材となる ｢ビデ

オ｣を提示することだと理解できると思います｡リアルな映像の呈示とこの対話型

モードによるIAVによる学習は､学習者が問いかけたりする､自主的なそして認

知的な学習を意味します｡これは､従来の行動主義的なCAIのコンセプトではな

く､｢認知科学｣の学習理論をよりどころにしているものといえます 【J.R.An-

derson(1980),T.G.Anderson(1988),Johnson-Laird(1983)】0

さらには､プログラムしだいでは､学習履歴や成績処理が個々に保存 ･管理さ

れるので､学習単元毎に集計･分析して､その後の一斉授業に役立たせることが

できます.その意味で､成績管理 ･分析による､集団学習の効率化を計るCMI

(ComputerManagedInstruction) 【前出の8.2の項参照】も実現できます｡し

かし､IAVのコンピュータが個別に設置されている ｢自習室｣に近い環境では､

複数の学習者の成績を集計 ･分析する作業は､手作業で学習履歴ディスクを回収せ

ざるを得ないので､オフライン処理になります｡リアルタイムに成績管理をして､

集計 ･分析する､いわゆるレスポンス･アナライザーの機能に近いプログラム･シ

ステムの構築も可能ですが､そのためには､分散する子機のコンピュータが有機

的に設計された､いわゆるLAN (ローカルエリアネットワーク:LocalArea

Network)型のパソコン教室が必要となります 【LAN:前出 4.1の項参照】0

9.3.4.5 外国語教育の IAV教材

この分野で先行している国内外の大学 ･研究機関では､対話型ビデオ教材のため

の､シナリオ作りからインハウスで映像制作をして､ディスクを作成しているとこ

ろもありますが､他の多くの機関では､衛星放送で外国語番組 ･コマーシャルなど

を録画した映像や､市販の映画などのオセンティックな映像教材を採用しています｡
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市販のレーザーディスクを使用するには､著作権の問題が残されてはいますが､そ

の主要なメリットは､次の3点です｡

① 1つの教材から複数のコースウェア構築が可能｡

② 映像により､リアルな言語使用のコンテクスト､文化背景が提示されるの

で､理解が促進される｡

③ ジェスチャー､表情などの豊富な非言語情報が提示されるので､ナチュラ

ルな言語使用の学習が可能｡

9.3.4.6 1AVの開発研究 :共同研究の必要性

さて､IAVの開発研究は､その機器ハードウェアのセットアップが高価なこと

もあり､教育界では単体導入をやっとし始めたのが現状です｡大型電子計算機をベー

スとしていた､CAIの当初の時代のように､IAVもまた-ードウェア先行の感

が強いのです｡

国内での外国語教育のCAIについては､文字型CAIのソフト開発がやっと始

まったばかりで､種類としては､ドリル型や､アドホックフレームベースのブラン

チ型よりも､ ｢電子ページめくり｣的な直線型のものが多いのが現状ですから､音

声や映像を付加するようなマルチメディアのIAV開発研究はもとより､そのシス

テムの導入にはしばらく時間がかかる状況です｡その大きな理由は､機器類のコス

トの高さはもとより､その制作に要する時間が漠大でかつ､必要な専門知識がコン

ピュータから､音声 ･映像の制作 ･編集へと多岐にわたるからでしょう.文字型の

CAI教材作成でも､その学習時間1時間に対して､200-300時間を必要とすると

いうのですから､IAVの教材開発に至っては､連動させる機器メディアが音声 ･

映像であるので､実時間のトレイス作業が付加され､文字CAIの2-3倍の制作

時間が必要となることは容易に理解できるでしょう｡さらに悪いことに､外国語教

育のための市販のIAVコースウェアが皆無に等しく､CAIにおいても､教科以

外のコンピュータ専門家ないしはホビイストによるものが少なくないといわれてい

ますQこのような現状では､コンピュータを知らなくても教科担当者がCAIに介

入しなければいけないとさえ叫ばれているのです｡

いずれにしても､IAVの教材作成には､教科内容とその教授法はもとより､教

育心理学､教育工学､コンピュータの知識､CAI･CMIの研究､ビデオプロダ

クション (制作 ･編集)などの複数の専門分野が有機的に結集された学際的研究が

基礎となることは明白ですので､現在ではまだなお先進ユーザとよばれる数少ない

機関､学校でしか手掛けていないのが実状です｡
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開発チームの編成として､まず､教科担当者が､コンセプト教案をオフラインで

作成するのに専従できるように､ビデオプロダクションとコースウェアプログラム

作成を支援するチームが必要であることは明白です｡さらに､CAI､特にIAV

の教材開発は､ ｢兼業農家的な｣開発チームでは自ずから限界が多いといわざるを

得ないので､学会などが中心となって､メーカとの共同研究の必要性が多いにある

分野ともいえます｡
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Wesley,1970.

学習研究社.編集.『CMI実践事例百科 :NEW教育とマイコン別冊』.1989

年5月.

編集.『NEW教育とマイコン』(月刊).

編集.『自作教育ソフト年鑑』(毎年発刊). 非売品. 発

行 :日本電気株式会社.

Guilford,∫.P.FundameTualStatisticsinPsychologyandEdLLCation.

NewYork:McGraw-HillBookC0.,1956.4thEdition,1965.

肥田野 直. 編集. 『心理学研究法 :第7巻 テストⅠ』. 東京大学出版会,1972.

,瀬谷 正敏,and 大川 信明. 『心理教育統計学』. 培

風館,1961,第17版 :1967.

池田 央. 『テストで能力がわかるか』(日経新書287). 日本経済新聞社.

.編集.『心理学研究法 :第 8巻 テストⅡ』. 東京大学

出版会,1973.
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菊川 健, 川淵 里美,and 吉沢 将仁.｢ITEM BANKING SYSTEM の

開発｣,『東海大教育工学研究所研究報告』,第5号 (1977年),17-30.
,and 川淵 里美.｢ITEM BANKING SYSTEM の

開発 (I):ITEM BANKINGSYSTEM のデータベース｣,『東海大教育工

学研究所研究報告』, 第6号 (1978年),49-57.

,and 川淵 里美.｢ITEM BANKING SYSTEM の

開発 (Ⅱ):グラフィックディスプレイ端末を用いたテスト項目作成編集の対

話型システム｣,『東海大教育工学研究所研究報告』, 第7号 (1979年),59-64.

.and 川淵 里美.｢ITEM BANKING SYSTEM の

開発 (Ⅲ):- 数値計算アイテムの自動分類による分析- ｣,『東海大教育工

学研究所研究報告』, 第8号 (1980年),5-8.

佐藤 隆博.『S-P表の作成と解釈- 授業分析 ･学習診断のために- 』. 明

治図書.1975.

Thrasher,氏.H.,雄山 真弓, 安田 雅美, 模本 淳子,and藤井 英男

(共著). ｢教育 ･研究におけるデータ解析 :マークセンス方式によるテス トの

システム分析｣.『総研論集』(関西学院大学総合教育研究室), 第2号. 1979.

脇坂 義郎,and善明 宣夫.｢AV教材の作成とその活用-マイクロティーチ

ングを通して学習指導分析の観点を定着させる試み｣,『総研論集』(関西学院

大学総合教育研究室),第10号,1988.

10.2.2 CAJ

Alderman,D.I.PersonalCommunicaLioTL Princeton,NJ:Education-

alTestingService,January,1977.

Eualuationo/theTICCIT ComputeT･-Assisted

InstruclionSysteTn intheCoTnmunity College. Princeton,NJ:

EducationalTestingService,1978.

Barr,Avron,andEdwardA.Feigenbaum.Eds.TheHandbook of

AT･tificialIntelligenceVolt2･LosAltos,CA:William Kaufmann,

Incリ1982.監訳. 田中 幸吉,and 淵 一博. 『人工知能- ンドブック

第Ⅱ巻』.共立出版,1983年.

chambers,JackA.,andJerryW.Sprecher. ComputerAssistedIn-

stT･uCtioTL EnglewoodCliffs,NJ:Prentice-Hall,Inc.,1983.

Coburn,Peter,etal. "IssuesandChoicesinEducationalComputing,
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PeterKelman,NancyRoberts,ThomasSnyder,Daniel Watt,
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15-26.
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未来社,1982.
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論文集』,1987年6月29日,東京 :情報処理学会,49-58.

河合 和久, 溝口 理一郎.｢論理プログラミングと帰納推論による汎用知的
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て｣.『情報処理学会論文集』,Vol.28,No.1(1987),54-63.

10.2.4 CALL

Ahmad,Khurshid,GrevilleCorbeLt,MargaretRogerts,andRoland

Sussex.Computers,Ld乃guageLearningandLanguageTeaching.

London:CambridgeUniv.Press,1985.

Brumfit,C.J.,M.Phillips,andP.Skehan.Ed.CoTnPuterSinEng-
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RobertS.McLean,andRonaldG.Ragsdale.MicrocoTnPuLerSo/t-

WαreforLanguageArts/SurveysandAnalysis.Toronto,Canada:

OISEPress,1985.
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索 引 INDEX

項目は日英列記で､アルファベット順に並べていますが､日英の両方がある場合

は､日本語の項目での読み順です｡

【A】

AdjunctCAI<cf.CAI>
A/Dコンバーター (変換)<analog/digitalconverter>
アドホック･フレームCAI<adhocrrameCAI> - -･･

アドホックフレームベースのブランチ型

arrectiveclimate
愛知県教育センター
アイデア･プロセッサ

アクセス (利用)

Alderman,D.Ⅰ.
Allan,M
ALTO機
アナライザー :レスポンス･アナライザー
5
アナログ･データ

Anderson,∫.R
Anderson.T.G

APPLENET

アプリケーションソフト
7日-+-

149,152,190

56,58,60,62-7,69-70

ll,99,163,16

ll
201
201
171
131

149,151,171,194

ASCII<AmericanStandardCodeforlnrormationlnterchange> - 118-9
アスキー <ASCII>

アスピレーション

アト<atto>
audiolabs

audiolinguallabs
audiolanguagelab.
アウトライン

アウトラインプロセッサ(の特 徴)<cf .outliners> ･･--･5 ,151-2 , 1 54-5,157-9
アウトライン機能
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アウトラインプロセッサと外国語教育
AWK(プログラミング言語)
AXマシーン

【B】

バグ<cr.bug>

バイリンガルワープロ

バイト<byte>
バックスペースキー
BalanceofPower
BASIC(言語)
ベーシック<cf.BASIC>
BinaryDigit
ビット<bit>
BITNET

Bitzer,D.
Bコマンド
･ii:-<baud>
ボイスパターン
BookshelfCD-ROM

INDEX

ボトムアップ (方式)<cr.トップダウン (方式)>
bps<bitspersecond>
breathforth

ブール代数 <Booleanalgebra>
ブール演算子<Booleanoperator>
ブック型

Bull,G
文献データベース
文節変換の法則
文書カード編集画面
文書の音読
文書設計
文体分析
ブロック移動
物理的音響特性

【C】

CAC<Computer-AssistedComposition> 30
CACI<Computer-AssistedCompositionlnstruction> ･･･21-3,25-8,30,41
CAELLJournal

CAI<ComputerAssisted/AidedInstruction>
--･--･･･-･･-----･--ll,30,56,101,105,162,167,171,197-8,202

CAI:AdjunctCAT
CAI:知的 CAI
CAT:チュートリアル型の CAI



索 引

CAI:ドリル型のCAI
CAI:ゲーム型 CAI
CAI:-イパー･メディアのCAI
CAI:発見学習を奨励するCAI
CAI:個別学習を目的とした CAI
CAI:マルチメディア (型の)CAI
CAI:文字型CAI
CAT:日本語CAI研究会
CAI:音声CAIの形態
CAI:ページめくり的CAI
CAT:PrimaryCA士
CAI:シミュレーションCAI
CAI:単体のCAIの利用
CAI学会:日本のCAI学会
CAI実験報告
CAI効果実験

CAI教材作成 (支援)
CAIにおけるグループ学習

CAIの学習モード
CAIの実験
CAIの効果
CAIの教育的問題点 :伝統的CAI
CAIの問題点
CAIの歴史
CAIの指導方式
CAIの特徴
CAIプログラム
CAIレッスン
CAIを授業に導入 した際の問 題点
CAL<ComputerAssiste d Learningcr .CAI > --･
CALI<ComputerAssist e dLanguagelnstruc tion>
CALICO学会
CALL<Computer-Assist e dLanguageLeaning>
Carbonell
CASISTシステム

CAV<constantangularv e locity,cr.CLV>
CBE<cr.ComputerBase d Education> -･

CD-Audio

CD-ROM:外国語教育のCD-ROM
CD-ROM:教育関係のCD-ROM
CD-ROM:マルチメディアCD-ROM

12,21-2,161

- I-･74-5,197-9
ll-2,161,167,169
124,128,196

13,161,189,194-6
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CD-ROM:再生専用型のCD-ROM

centering<cf.センタリング>

Chambers,∫.A.etal
チームティーチング
チップ(化)
知的CAI<cf.CAI,ICAI>
知的CAIのシステム構成
知的生産の技術
直線型 <cr.CAI>

INDEX

チュートリアル型のCAIソフト<cf.CAI>
チュートリアル･プログラム
チュートリアルタイプ

chunksorlanguage
Cコマンド

closed-responseprogramming
CLV<constantlinearvelocity,cr.CAV>
CMI<ComputerManagedlnstruction> ･
CMIのテストに関する利用

Coburn,P
Commodore社
Composing

computerbasededucation<cf.CBE>
computer-assistedwriting
conferencemethod<cr.協議方式>

---- 74,197
ll,162,165-7,201

constantangularvelocity<cr.CAV,CLV>
constantlinearvelocity<cr.CAV,CLV> -･
contextualizedhelp
CP/M68K
CP/M80
CP/M86
CPU<centralprocessingunit>
Crowder,N.F

【D】
ダートマース大学
ダイナブック･テクノロジー杜

Daiute,C.
Dakin,∫.
D/Aコンバーター (変換)<digital/analogconverter>
ダンディ･ラジオシャック社

57,127



索 引

ダウンロード

DBASEIII+

データベース <detabase>
データベース:(商用)文献データベース

データベース管理システム<DBMS:databasemanagementsystem>･.･134
データベース用言語
データベース言語:リレーショナル･データベース言語

データ構造
データの蓄積
データ通信
デジタル情報伝達
デジタル公衆回線網

50
16
15
2

デジタル･レスポンス･アナライザー<cr.レスポンス･アナライザー> -ll
デジタル信号化用
デジタル通信技術
電算写植機

電子メール <electronicmail/E-Mail>
電子ページめくり
電子図書館

ディバック<debug>
Dickson,etal
Digital社
デジタル化 <digitize>
digitizedmemory
デリートキー

Disk-Basic<cr.BASIC言語>
ディスケット<diskette>
ディスク<disk> ---
ディスク容量
ディスプレイ
ditrofr<cr.rofr,runofr>
doctor<cr.ELIZA>
ドキュメントプロセッサ<cr.アウトラ インプロ セ ッ サ >

ドリル型のCAI(ソフト)<cr.CAI>
DOS<diskoperatingsystem> ･-
double-binderrect
drill&practicemode
DSP-5500
DTP(ソフト)

DUET:逆引きduet
デュレーション<duration>

57
15
10
10

10,133,146



【E】
枝分かれ (分岐)型のプログラム学習
エディタ(ソフト)

EDMARS-GIFU
EDMARS-KYOTO
Eduventure

英作文指導<Computer-AssistedCompositionInstruction>
エクサ<exa>
electricuniverslty
ELIZA<cr.doctor>

エム･ピー･テクノロジー社
痛棒的な学習
エントロピー<entropy>
演算回路
演算素子

expositorywriting

Fanselow,∫.F

フェムト<remto>
FEP<フロントエンドプロセッサ>
フィードバック
フィールド<field>

フィリップ社 <pHILIPS>
FLcomposition
Flanders,N.A.
Flesch,R.
FleschIndex
Flesch-Kincaidreadabilityindex
FLOPS<rloatingpointinstructionspersecond>

FogIndex



索 引

footnoting
forceorutterance

フォルマント

221

147
28
62
139
59

フッロビー (ディスク)<rloppydisk>--- -- --- -----50,124,137
藤田 広一
富士通社
富士通テン(社)
復元 (アンドゥ)機能
複合メディア･データーベース
複数の文書の印刷管理のための機能

fundamentalfrequency

フリーウェア<cf.PDS>
フロントエンド･プロセッサ<FEP>
フルテキスト検索

【G】
外向性のパーソナリティー
学生用パーソナル･コンピュータ
学習者モデルの異なるアプローチの例
学習者主導型
学習者主導制御型
画素 <pixel>
ゲーム:外国語教育のためのゲームソフト
ゲーム型CAI
ゲームタイプ<Games>

言文不一致の法則
言語音声
岐阜大学
ギガ<giga>
GNUEmacs

Goodman,K.S.
grammarcheckers
GrammatikII/GrammatikIII

グロリア百科事典
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ハイパー･メディア

INDEX

ハイパー･メディア (テキスト)･システム
ハイパー･メディアのCAIソフト
ハイパー･メディア･テキスト構築のための商用ソフト
ハイパー･テキスト

ハイパー･テキスト･メディアシステム

発見学習を奨励するCAIタイプ<cr.CAI>

ヘルプ機能

Higgins,∫
光ディスク:追記型の光ディスク<cr.OVDR>
光ファイバー <opticalfibercable>
光磁気ディスク
光ケーブル

非生産的労働 <参照inauthenticlabor>
非指示的療法

菱川 秀一
日立 2020
Horrman,∫.K
補助ソフト
ホストコンピュータ
保存 < save>

HyperCard

1ト

IAV:InterActive(Audio)Video<cr.対話型IAV,対話型ビデオ>
74-6,78-82,167,197-8,200-2

IAV機器
IAVコースウェア
IAVの教材作成
IAVのプログラム

IBM5500



索 引

IBM AT/PC/XT
IC(メモリー)
ICAI<IntelligentCAI,cr.知的CAI>･---- ･--- -------175,186
一太郎
ID番号
池田 央
池田 満
意味を創り出す過程
inauthenticlabor<cr.非生産的労働>
インデント

inquirymode
印刷清書･文書整形プログラム

インテンシティー<intensity>
interactionalisttheory(view)
InterEdit
internationalcomputerarchiveormodernEnglish

イントネーション

inventionprograms
引用論文の一覧表の作成
イリノイ大学

ISDN<integratedservicesdigitalnetwork>
磯本 征雄

【｣】
自動制御動物園<cr.LOGO>
時系列的
JIS規格
実質選択版数
Johnson-Laird,P.H
情報処理室
JSTARワークステー ション

JUNET<Ja panU ni又/Un iversityNetwor k>

情報量<entropy>

【K】

56,58-60,62,64-6,68-70

48-9,60,143-4
可変長レコード<variablelengthrecord> --- ･-･-･-･--･----･137
かな漢字変換方式

漢字的発想

カット&ペースト<cf.切り貼り (cut& paste)>
河田 勉

5,146
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Kay,A
Kemmisetal
Kemp,F
Kennedy,♂

キーボード

キーワード

基本周波数<cr.周波数>

キロ<kilo>

帰納推論モデル

帰納的学習

記憶素子

193
24
29
169

42-3,47-8,143-4

64-5,68170

切り貼り<cf.カット&ペースト,(cut&paste)> ･- ･･ ･･- ･･.･･- --･････5,146
記録 <save>
気息 <aspiration>

knowledgeorresult<KR情報>
コーノヾス

個別学習
個別学習を目的としたCAI<cr.CAI>
個別的学習
子機 <clientmachine>
コマンド<command>
コマンドやメニュー

コミュニカティプな英作文練習<cr
コンコーダンス<concordance>
コンピューター<computer>
コンピュータ活用教育
コンピュータ教育開発センター
コンピュータによる英作文指導<cf
コンピュータの機能
コンピュータのプログラム言語
コンピュータ･リテラシー(教育)
コンピュータ･ローカルネットワーク
コンピュータテクノロジー
コントロールデータ社
固定長レコード<rixedlength
行動論的なパラダイム<cr.CA士,
光学読み取り機<OMR>
項目分析 くcf.点双列相関係数>
項目編集画面

項目の階層構造の構成の変更･修正
｢こざね｣式文章作成法

3,43,46,124

CACI>- 44

CACI> ･･ ･･-･-41

KR情報 <knowledgeorresults> 3,164,183



索 引

Kulik,etal.
クラスルーム･ダイナミックス

KWIC<keywordincontext>
協議方式<conferencemethod>
教育ゲーム

教育ソフトデータベース

強化 <reinforcement>
強化:学習の

教師用マスターコンソール

Lado.R.
LAN(システム) <cf.ローカルエリアネットワーク> ･.-‥･.･･-････‥･･16,103
LAN型のパソコン教室
LD-ROM
LDs<laserdisks>

learnlnglab
learninglaboratory
level1,level2,level3<cf.IAV,レーザ-ディスクの制御>
Lisp言語

LOBCorpus
LOGO(言語)
Long,M
loudness

【M】
マークアップ･ランゲージコマンド
マイ･コン

マイクロ <micro>
マイクロ･コンピュータ <microcomputer>
マイクロ･プロセッサ <microprocessor>･- - - -･･--･-- - ･- ---･･-116
マイクロソフト社

マッキントッシュ

マッキントッシュ用のHyperCard
マルチメディア

マルチメディアAV機器
マルチメディアCAI<cr.CAI>
マルチメディア･データーベース

マルチメディア型のCAIソフト<cr.CAI,IAV,対話型ビデオ>
マルチ･リンガル用 (ワープロソフト)

マルチスクリーン機能

マルチタスク (ジョブ)機能 <multiprogramming>

13,149,196
149,151,194
194
194
194
201
134
194
151
149

4,124-5,149
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マルチウィンドウ･スクリーン機能
マルチユーザー<multi-access>
マルチ･ユーザー機能
松村 裕美

メールマージ(機能)
mechanicalerrors
メディア複合化

メガ<mega>
メル<mel>

メモリー･記憶装置
メモリーチップ
メニュー形式

INDEX

Micro-OCP<cr.0ⅩrordConcordanceProgram>
microcomputerindex
右揃えの機能 <cr.right-justification
コンピュータ<minicomputer>
MIPS<millioninstructionspersecond
リ<milli>
MIT(大学)

モデム<modem>
モデル発信
モデル音声
文字･フォント
文字型CAI<cr.CAI>
文字飾り
文字検索
目次や索引の自 動 生成
問題解決タイプ<cr.CAI>
モニターをモニターする傾向
MSOS/2
MS-DOS
MS-DOSフォーマット
MS-DOSマシーン

無声閉鎖子音

中村 祐一
中西 良夫
中山 和彦

難易度 <readability>



索 引

ナノ <nano>
NEC98<cr.日電 PC9800>

Nelson,T

2バイト･コード
日電 PC9800
2D/2DD/2HD
日本語教育
日本語のアウトラインプロセッサ

日本語能力試験

NSF(net)

オーサリング･システム

オーサリングソフト･システム

オブジェクト項目
オブジェクト指向プログラミング
落合 二郎

ocp<OxrordConcordanceProgram>=-･･- -･･･- -=- ･-- ･･-‥9,138
オフライン処理

OMNINET

onlineshopplng
OnlineUniversity
音響音声学
音響特性(分析)
音律的素性

音声分析 (機器)

音声分析システム
音声CAIの形態 <cr.CAI>

音声認識機能
音声の視覚化
音声識別のシステム
音声 トレーニング

音節

56,59,62-3,67-70



大型コンピュータ<mainframe>
大型電子計算機
大槻 説乎

open-responseprogramming
OS<operatingsystem>
OS/2<cr.MS-OS/2>
OS/68000

教え込み重視 ･タイプ <cr.CAI>
音特性分析重視型

outliners(outlineprograms)<cr.アウトラインプロセッサ> ----28-9
OVDR<追記型の光ディスク>
OWLInternational杜:イギリスの
0XrordArchive
0XrordConcordancePrograms
親機 <server>

【P】
パージング
パーソナル･コンピュータ
Pac-ManFactor

PageMaker
パイオニア杜
パッケット通信

Papert,S.
パラメータ
パラメータモデル <cr.ICAI>
パロアルト研究所

パソコンLANシステム <cr.LAN>
パソコン通信
パソコンワープロソフト
パソコンユーザのリタラシー
ノヾスカノレ

パスワード
PCDOS
PC-ゼミ:new
PC-ゼミ･システム
PDS<publicdomainsortware>
PDSの対応機種と種類

57,64-5,67,69-70



索 引

PDSの人手方法
PDSソフト
ページめくり的CAI<cr.CAI>

ペタ <peta>

Phinney,M
ピッチ < pitch>
ピコ <pico>
PIM <personalinformationmanager>

prewriting
PrimaryCAⅠ<cr.CAI>
processapproach
pronunciationtrainingsystem
PRT
PS/2
publicdomainsoftware<cr.PDS>
publishorperish
プラズマディスプレイ

プリンター

プリゼンテーションマネージャ(PM)
プリゼンテーション (ソフト)

プロソディ

ライティング･コース

ランダム･アクセス

乱筆無用の法則

リーダビリティー < readability>

レーザーディスク (の制御)
レーザーディスク･プレイヤー

レーザーディスク杜

レーザ-･プリンタ

readability(index)
reCurSIVe
レコー ド< record>
レコー ド･データ < recordata>
練習 ドリルタイプ <cr.CAI>
連想ゲーム <password>

57-8,73,194,197-8
197,199-200
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RepeatLearningSystem

INDEX

レスポンス･アナライザー (システム)
アナライザーシステム:LL教室の

revising
reVISIOn

rhetoricalaspects
rhythm:syllable-timedrhythm
rhythm:stress-timedrhythm
right-justification<cf.右揃えの機能>
RightWriter
リレーショナル･データベース言語 <cr.データベース> ･- - - --- -‥-134
立体化の法則

Rivers,W
リズム (体系)
ローカル･エリア･ネットワーク <LAN/localareanetwork>･-- -- 130
ローラースケート状態 <roller-skatesyndrome>

ROFF<cr.ditrorr,runorr>
rollerskatesyndrome<cf.ローラスケート状態>
論文の共同執筆

論理演算子 <logicaloperator>
論理積 <logicalproduct>
論理和 <logicalsum>
Ross,D.
RS-232C(インターフェイスカード)
類語辞典閲覧機能 <cf.シソーラス,thesauruses>
RUNOFF<cr.ditrorr,rorr>
ルポ (東芝社製)

量子化 <digitize>

【S】

S-P(義)分析
Sadler,L.Ⅴ

作文教育 <cr.CACI>
索引:目次や索引の自動生成

サンプリング周波数 <samplingrate>

差し込み印刷 <cr.メールマージ (機能)>

サウンドスペクトログラム

SCHOLAR
SCSIインターフェイス
Secondwave
~ーl=1士士
/:qIffy



索 引

セクエンシャルなビデオテープ

Seltzer,A.P
選択肢:実質選択肢数

センタリング(機能)<cr.centering>
潜在特性分析
摂動モデル<perturbationmodel,cr.ICAI>
Shannon,C.E.
シェアウェア<cf.PDS>

231

200
77
123

ll
187
121
160

シーケンシャル･アクセス <sequentialaccess> - -----------124
シナリオ社 (米国)

しりとりゲーム:パソコンの英単語の
書誌データ
商用文献データベース

シソーラス<cr.頬語辞典,thesauruses>

SinCity

シミュレーションCAI<cr.CAI>
シミュレーションのプログラム
シングル･ジョブ
シングルタスク

シリコン･ビーチ･ソフトウェア杜
システムディスク
システム･ソフト

Skinner,B.F.
Smalltalk

Smith,F.
SNOBOL

ソフト:アプリケーシ ョンソフト
ソフト:CAIソフト

ソフト:DTP(ソフ ト )
ソフト:エディタ ( ソフト)
ソフト:(外国語教育 の た めの)ゲームソ フト
ソフト:補助ソフト
ソフト:教育ソフトデータベース
ソフト:オーサリングソフト
ソフト:PDSソフト

ソフト:プリゼンテーションソフト

ソフト:通信ソフト

194
70
115
70
177
135

59,64-5,68-70,128
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ソフト:ワープロ(ソフト)
ソフトウェア

ソナグラフ

SONY(社)

相互作用論パラダイム <cr.interactionalisttheory>
相互主導制御型 <cr.CAI>
双方向学習

相関係数:点双列相関係数<cr.項目分析> - --- =----･-- =-･-- 165
スペクトログラム
スペクトル

spellingcheckers<cr.スペルチェッカー,スペルチェック>-･---- - 28
SPITBOL

スタイル･チェッカー <stylechecker>

スタンドフォード大学
STAR(ワークステーション)
Steranac,S.
Steinberg,E.R.
Steven,V
Stibic,V.

ストレス アクセント

Storymaker

垂直分散処理 < m aster/ slave system>
スモールステップの 原理 <cr.CAI>

SuperCard
スペリング･チェッ ク
スペル･チェッカー
スペルチェック:(欧文の )
スペルチェック機能
スピーチトレーニングシステム<speechtrainingsystem> --･･･- 56-8,70
Suppes,P
ストラットフォード社

【T】

タッチスクリーン

対話型IAV<cr.IAV>



索 引

対話型IAVプログラム <cr.IAV>
対話型のプログラム

対話型のレーザーディスク

対話方式 <cf.CAT,オーサリングソフト>
対話式 ビデオ <cr.IAV>
竹蓋 幸生

低周波数域 <cr.周波数>
テキスト処理のためのプログラム

telecommunications
テンプル大学

233

197
198
199
190
189
97-8
187
175
70
139
23
15

テンプレート方式 <cr.CAI,オーサリングソフト> - --- ---･･- -- 190
点双列相関係数

テラ <tera>
テストの分析や統計処理

テストの自動採点

thesauruses<cf.シソーラス,類語辞典 >
Thrasher,氏.H.
ティーチングマシン

TICCITプロジェクト<cr.CAI>
Tコマンド
TM <ティーチングマシーン>
トークン･リングLAN<cf.LAN>
問い合わせタイプ <cr.CAI>
トップ ･ダウン<cr.ボトム･アップ>
TOUCH<(キーボード練習ソフト)>
統合化プリゼンテーション･ドキュメントプロセッサ

東芝J3100

TownsGEAR

triple-binde rrect

TSS<timesharing system>
追記型の光ディ スク (O VDR)

タプル< tuple>

tutorialmode

通信用プログラム
20Questions
TYMPAS



【∪】

UNIX(系･マシーン)

usagecheckers

【∨】
VAN<valueaddednetwork>
VENUS-P
verticalconstructions
verticalstructure
ビデオディスク･プレイヤー
VISLPITCH
visiblespeech
visualfeedback
VOT<voiceonsettime>

3,125,127,141,147,149

【W】
ワードプロセッサ<cf.ワープロ,wordprocessor>･･.-･･-･--･･.･41,43150
ワードラップ機能
ワークステーション

ワープロ(ソフト) <cf.wordprocessor>
ワープロ専用機･専用ワープロ機
脇坂義郎
Weizenbaum,a.
ウエスタンビレッジ
Williamsetal
Woodbury,V.
wordprocessing

3,143-4,150

wordprocessingsoftware<cf.ワープロ(ソフト),wordprocessor>

wordprocessor(S)
ウィンドウ(機能):(窓)<cr.xwindow> - ---･--･- ----･3,148-9
Wyatt,D.H.
WYSWYGタイプ

【X】
Xwindow<cr.ウィンドウ>

Yankelovich,N
安田 雅美



索 引

読みだしくload>

【Z】
Zamel,Ⅴ

注記 項目は､編集委員により抽出されたカードをもとに､

関西学院大学の坂本香子さんが入力され､安田委員が

コンピュータのデータベースソフトで編纂したもので

す｡使用したソフトはdBASEⅢ+とBUSICOMPO
です｡
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タイプTるlthりl:正人Iごコマ/ト乃L?†〒rLい1_し･
ことをマウスてLhtl_lf
これが.MJIClntoshの
ブIL･ダウ/メ二二-でT.

LJAや●fIをわカリやすい
イラストて★q それiれ

マウスて■■t=d!んて作えiT
こrtが､MJC'ntOShの
アイコ/でT.

コーナをつIJく1_llて

舌的fJ才ノ[つ一ク/ステLを
Ind)かりFZljL

これが MaclntoshO)
ネノトワークdrQTT.

丁へてのノ7トウエアの
1本*作わ其】点IJのて
-TF+作を★入れEiE苛の
/7トウエアてtJすくL二fFい1_tlる
これが.MaClntOShの
ソフトr}エ7す4です｡

+lJを作っている連中てt,
佃の文■やグラフを自由E=
畔U出して見bnる
これか､MJICIntOShの
ウイントウでT.

ワーフ1コや未J†暮 クラフ■ノクrJと
事 iJJr-E]本托ノ7トつエアE=加1て
tTIl米Bluノブトウエアb
6由L:Ttlる
これが､MaclntoShの
/フトl)エ7★tでt

ノ7卜つエアの栂tわ
書Ijの作成 保存ILと
キ-T:~r与tiとんとt≠わす
ホタノをTEIT1_Llで行rJlも
これが､Mac■ntoshの
マウスTTd

コ ン ビ 1 - タ や キ ー ボ ー ド が 苦 手 で も ､ 最 初 に 触 れ た と き か ら ､

あ な た の 最 高 の 能 力 矧 き 出 せ る o こ れ が MacintoshAdvantageでlo
こんなFHを糾し.IJこげ か ませんれパソコンを入れたが操11が艶LいのでJ/tlil:使えない｡スペ/ヤ1)ストを新しく解ったり､研繕公を
臥 ､たり.人n甲や【刷りがかかってしまう｡ソフトウェアの挿矧よ多いけれと､それぞれ肘tJJはが違うので17川】できTJ:い｡ソフトウエア
rF,圧 にデータのII根竹がないので､せっかくのデ-タ卦如 す涌かせ7J.い｡これL,のィ､滴を解決できる′ぐ-ソナルコンピュータ｡それが

MacIIlt()Shlイ il.ムklJJ(二7ウスに削 り=ときかL,､あなTJの姑 ,tLJ,の総力をllJき.'hせる使いやすさOそのいくつかをピ'クアノブしてみよ
し1=Cどうぞ.i:っくりとご覧くTJ'さい｡ビジネスt=湘 るパーソナルコンピュータをおtl_]みなL,Jlht:,luHJJかL,- MaclntOShです.
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TDKのCAI

過去の出題傾向を徹底分枕
生きた英語で学べる英検対策教枕

英検合格コース

英検3級対策/英検2級対策

英語の総合力がFH廿)れる英検には､

過去の出題を徹底分析し合格のポイントを的確におさえ畑主群守ソフト､

TDKの｢英検合格コース｣が最適でも

パソコンで学べるスタンドアロン型と､

指導者が集中指導できるネットワーク型の両シリー7Iとも､

発音､文法､単語､作文､読解､ヒアリングの6分野､
480問の豊富な問題量､CD*との連動による音声学習で高い学召,"効果が見込めるほか､

CAI教材の特長を/1三かして自由な演習形式を選べまiTo

演習の成績データもdEげ碓認でき､弱い分野の克服も容易でlo

*CDの利川には∴F/JHのPlI:珊J御装iF-'が必柴です｡

■教材仕様

システムフロッピー 教材フE)L:

英検3扱対策 1枚 10枚
英検2椴対策 1枚 8枚

1冊 5枚65,000円
1冊 4枚65,000円

●別充/7F用昔P¶｣和装ZE(ヘノドフォンは別途也要てす) 160000円
+定価L=ほ消す税は含まれておりません

4対応鞍種 -NEC PC-9801系
暮士通 FMR-50系
松下 Panacom M500系

Iメディア 5'こ35''2HD

TDK株式会社 (.恥 ･.に関するおr.,rJl相はTDKĈ Ⅰ/ステム部へ)
本 書寸予 LO3束1-llt郎中央lメ日本橋1-13-1Z}(03)278-5471
人阪女寸t亨542人阪lf沖 央lメ_向概‡甥4-24℡(06)245-7311

.､鳴LIH'1'EJJ･､.
･-ITDKt~L't
TUTOR
SYSTEM
TUTORSYSTEMはTDK(/)TMで~も金TDK㊥

●TDKCAl板材Ji充代理店 棟式会ttB本ソフトバンク 本小芋)02T代川Lメ九段rも2こ114℡03?I)3-3599 FRI日本群.製紙 tlりf12f-4-L47L
♯武舎ttソフトウエアシャJ(ン 小Ir〒1(JLT代目llJIL:本町336℡03鵬22765 人臥γ.R:rJJT ℡()6.itnLF汀1



編 集 後 記

本 r集録』の論文の部には会員の投稿による概説 ･実践報告 ･論文5本のはか,

編集委員会より特に執筆を依頼した2本の論評を収めています｡私たちは,この編

集上の配慮によって,きわめて今日的なテーマである外国語教育へのコンピュータ

の利用を多面的かつ具体的に捉えて,全点の皆さんの前に提示することができたと

満足に思っています｡

本号のもう一つの誇るべき長所は外国語教師のためのコンピュータ利用のガイド

となる≪解説≫部を添えたことです｡当初から,収載論文 ･レポートに使われるコ

ンピュータ関係の専門用語には ｢用語解説｣を付ける計画でしたが,想を練るごと

に輪郭が広がり,かつ体系的に登って釆ましたO一般的なコンピュータ用語解説と

は異なり,語学教師のためという視点を守って書かれているところは他では得られ

ない好菌の入門書であると自負いたします｡

200ページ余の本書を刊行するに当って,私たち編集委員も1ヶ年と2ケ月のあ

いだそれなりの労力は払いましたが,本書の成果の由来は何と言っても各執筆者に

ありますOそれぞれ力作をお寄せ下さった上,私たち編集委員会の大小の注文や意

見を快く受け容れ,編集方針に沿って頂きました｡衝協力に心からお礼を申し述べ

ます｡また,顧問となって私たちに助言して下さったほかに,フロッピー原稿の集

成 ･整理を引受けて頂いた北村 裕氏に対し,深く謝意を表します｡

編集委員会

編 集 委 鼻(ABC順｡○印は重点長)

原田 高好 (大阪府立千里高等学校) ○乙政 潤 (大阪外国語大学)

杉森 幹彦 (金蘭短期大学) 渡部 悦子 (金蘭短期大学)

安田 雅美 (関西学院大学)

編 集 取 間

北村 裕 (関西大学)

ⅠSSNO915_9428 編 集 .発 行

LLA.関西支部研究集録 詩学ラボラトリー学会関西支部
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発 行 1990年7月30日 金蘭短期大学英文科杉森研究室気付
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